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　古いノートパソコンを並べた露ろ店てんの隣となり、雑居ビルの入り口にメイドカフェの立て看板があり、一階のテナントの壁は美少女キャラクターのポスターで覆おおわれている。

　壁かべ際ぎわの自動販売機には清涼飲料水に混じっておでんやラーメンの缶詰などという妙な商品が当たり前のように並び、当たり前のように売れていく。

　無む秩ちつ序じよと乱雑さでは、世界のどの都市にも追つい随ずいを許さない多様性を誇ほこる、東とう京きようの秋あき葉は原ばら。

　その片隅の路ろ地じ裏うらで、少年――斉さい堂どう一いち狼ろうは、危機に瀕ひんしていた。

　生なま半はん可かな危機ではない。一狼にとっては世界の存そん亡ぼうに関わるような絶対的な窮きゆう地ちだ。

　――お願いだから許してくださいよ!!

　そう叫びたいが、無理だった。緊張のあまりに声も出せない一狼に、非日常的な格好をした少女が、獲え物ものを追いつめる肉食獣のような目でにじり寄ってくる。

「逃げなくてもいいじゃないですかあ」

　甘ったるい声で迫る。白と黒のみというモノトーンの服装からも、甘い香りが漂ただよってくる。まるで虫を誘う食虫植物の芳ほう香こうのようだ、と一狼は思った。

　逃げたいが、その匂いにあてられて動くことさえできない。それをいいことに白黒の服――この寒いのにミニスカートのメイド服を着た少女がすり寄ってくる。

「いいじゃないですか、もらってくださいよお」

　吐と息いきのかかる距離で少女が差し出したものは、何の変へん哲てつもないメイドカフェのチラシが入ったポケットティッシュだった。

　遠くから聞こえてくるのはクリスマスソング。一二月も半ばを過ぎ、クリスマスはそこまで来ている。少女の勤める店でもイベントを催もよおすのだろう。

　一狼の視界にちらりと入ったチラシの彩いろどりは赤と緑というクリスマスカラーだった。

　メイドカフェ。一狼にとっては人じん外がい魔ま境きようだ。

　足を踏み入れる想像をしただけで胃が痛くなる。

　何人もの可か愛わいらしい格好をした少女たちに声を揃そろえて「お帰りなさいませ」と迎えられたら、一狼はおそらく緊張のあまりに卒そつ倒とうする。心しん臓ぞう麻ま痺ひもあり得なくはない。

　女子が嫌いなわけではない。ただ、徹底的に苦手なだけだ。

　どうもその苦手意識が眼前のメイド少女にはバレているようだ。たぶん本気で一狼に宣伝ティッシュを渡したいわけではない。困る一狼の反応が、彼女には面白いのだ。

　――絶対、僕は遊ばれている！

　一狼とて、それくらいわかっている。

　わかってはいるが、蛇に睨にらまれた蛙かえる同様にすくんでしまって何もできない。

　これが猫に追いつめられたネズミなら鼻に嚙かみつくくらいの逆襲もできるのだが、あいにく一狼の女子に対する度胸はネズミ以下だった。

「その制服、輝き明めい学園のですよね。あたしの元彼も、あの学校だったんですよ。これ、もしかして運命的な出会い？」

　メイド少女が調子に乗って、白いフリル付きブラウスに包まれた豊かな胸の膨ふくらみを一狼の硬直した腕に押しつけようとした時だった。

　不意に世界に黄昏たそがれが降りた。今は夕方に近いが、まだ日が暮れるような時刻ではない。しかし世界はぼんやりとした赤い光に包まれ、薄暗くなった。

　異常は景色の色彩の変化に留とどまらなかった。

　一狼に迫っていたメイド少女がいなくなっている。

　彼女だけではなく、他にもちらほらいた通行人までもが一人残さず忽こつ然ぜんと消えていた。

　明らかに異常な事態であるが、一狼は平然としていた。

　少女に遊ばれて目を白黒させていたのが噓うそのように、顔つきに鋭するどさが宿る。

　狩る者の目をして辺りを慎しん重ちように窺うかがう――その気配を一狼は感じ取った。

「……でたな」

　ゆっくりと一狼は振り返った。

　その瞳に討うち滅ほろぼすべき敵が映る。

　紅あかい満月の真下。異い形ぎようが立っている。

　一二月の冷気が染み込んでいそうな肌は、ステンレスの光こう沢たく。

　金属そのものの体に、不似合いな長い黒くろ髪かみと、人の肌の色をした表情のない少女の顔。

　体も顔も、歪ゆがんだ鏡に映したものが実体化したかのように奇妙に均きん整せいが崩くずれていて、異質さを際立たせている――出来の悪い人間サイズの美少女人形フイギユアのようだった。

「何のアニメ真ま似ねたんだよ、そのデザイン」

　白い吐息と共に、一狼はそう呟つぶやいた。

　この手のものが一狼は嫌いじゃない。秋葉原という街に住み、秋葉原にある学校に通う身だ。好き嫌いを論じる以前にすっかり慣れていて、それなりの審しん美び眼がんもある。

　だからこそ、歪んだ鏡像のような姿のその人形に、余計に不快感を覚えた。

「造るんならちゃんと造ればいいのに。酷ひどい造形だよ、まったく」

　口を尖とがらせて眉み間けんに皺しわを寄せ、一狼はぶつぶつと文句を言った。

　侮ぶ蔑べつが伝わったのか。かちゃかちゃと全身から乾いた機械音を放ち、人形がぎくしゃくとした動きで一狼に向かって歩き始めた。

　どこを見ているのかわからないレンズの瞳を虚こ空くうにさまよわせ、無人の路地を機械人形が向かってくる。当然、一狼を殺すためだ。

「ぅわ。やっぱり殺やる気まんまんか――にしても、気持ち悪い動きだな」

　ひくっと一狼の頰ほおが引きつった。かちゃりかちゃりと音を立てて金属製の人形――それも不気味な容姿の――が迫ってくるのだ。怖くないわけがない。

　そもそも一狼は気が強いほうとは言えず、体格だって特別優れてはいない。一六歳の平均的な体つきで、顔も特徴というものは薄く、よく見たらなんとなく整っている気がする程度の顔立ちだ。

　どこにでもいる、女子が苦手なだけの普通の少年――に見えて一狼は普通ではない。

〈ウィザード〉。そう呼ばれる、世界を守るための力を持つ存在だ。

「いいさ、やってやる」

　一狼は無む造ぞう作さに両腕を左右に突き出した。すっと手首から先が霞かすんで消える。

　一瞬の後、彼の両手には刃物が逆さか手てに握られていた。刃渡り二〇センチほどの、無骨な形をした両刃の得え物ものだ。忍しのびの武器として有名な苦く無ないである。

　手品のように一狼は武器を手にしたが、無論、手品などではない。これは一種の魔法である。一狼は苦無を〈月衣カグヤ〉の中から取り出したのだ。

　月衣はウィザードが無意識に纏まとう特殊な個人用結界であり、打撃や斬ざん撃げきなどの一般的な攻撃のダメージを軽減する防壁効果と同時に、収納庫の役割を持つ。ウィザードは自分の使う道具や武器を月衣に収め、人に知られることなく携帯できる。

　ウィザードは、陰おん陽みよう師じや魔術師といった一般にも知られるような職業から、人じん狼ろうや吸血鬼などのオカルト的な一族まで、様々なタイプが存在する。

　一狼は忍者だ。古来から闇で戦い続けてきた、伝統あるウィザードの一派である。

　敵を前に基督キリストを巻いて逃げたら、先祖に顔向けできない。

「――はっ！」

　呼こ気き鋭く、一狼はアスファルトを蹴けった。

　数メートル以上の間合いを一瞬で無にする。

　人形の首めがけて苦無を振るう――瞬間、ちりっと背中を悪お寒かんが駆け抜け、一狼は強引に真後ろに跳ちよう躍やくした。

　一狼の首があった場所に、一筋の銀の光が走った。横なぎに振るわれたのは、人形の腕。肘ひじから先が、いつの間にか肉切り包丁のような分厚いブレードに変化していた。

「あ、危なかった――ったく。物ぶつ騒そうな人形だよ」

　気を引き締め、一狼は苦無を構え直した。

　がちゃんと一際大きな騒音を放ち、人形が駆け出した。

　人形が無感情な瞳に一狼を映し、ブレードを振り上げる。頭から両断するつもりだ。

「とっとと片をつける!!」

　一狼は人形を迎むかえ撃うつ。振り下ろされたブレードを半はん身みになってかわす。はためいたブレザーの裾すそをかすめたブレードの切っ先が、アスファルトに食い込んだ。

　間かん髪はつをいれずに一狼はそのブレードの峰みねを踏んづけた。がりっと音がし、さらに深くブレードがアスファルトを割る。

　動きを止めた人形の首を飛ばそうと、今度は一狼が苦無を振るった。左右から刃を金属の喉のどに突き刺す――寸前、人形が大きく仰のけ反ぞった。ブレードがアスファルトに刺さったままで無理に引っ張られた肘ひじが、嫌な音を立てて引きちぎれる。

　一狼の苦無は的まとを捉えることができず、空振りした。

　予測外の人形の行動に一狼は戸と惑まどう。その数秒の隙すきに人形が大きく後退する。

「逃がすか！」

　一狼は両手の苦無を同時に投射した。

　片方の狙いは眉間、片方の狙いは股こ関かん節せつの隙間。今度は一狼の予想通りだった。

　人形が片腕で弾はじいたのは眉間を狙ねらった苦無だ。胴体を狙って外した――と思わせる軌き道どうの苦無は、狙い通りに人形然とした股関節の隙間に挟はさまり、その動きを乱した。

「勝機！」と一狼はダッシュした。

　駆けながら首のネクタイの結び目に手をやる。するりと一瞬で解き、ぶんっとネクタイを横に振った。風に躍るはずのネクタイが硬化し、大気を裂く。

　ネクタイブレード。そう呼ばれる一種の暗あん器きが、人形の胴体を上下に断ち割る。

　人形を切り、横を駆け抜けた一狼が身を低くして制動をかけた。

　きゅぱんと靴くつ裏うらを鳴らし、片かた膝ひざを突いた姿勢で停止する。

「任務完了――と」

　立ち上がる一狼の手にしたネクタイが、くにゃりと元のしなやかさを取り戻す。

　振り返った一狼の視界の中で人形が崩れ落ちる――それは足下から鏡の破片のような銀の断片と化していき、路面に破片の山を築いた。

　その山が少しずつ蒸発するように消えていく。機械の人形ならば、そんな奇妙な現象は起こらない。人形はやはり、この世ならざるモノだったようだ。

〈侵魔エミユレイター〉。

　人形は、そう呼ばれる存在だった。侵魔は異界――〈裏り界かい〉からの侵しん略りやく者しやであり、世界を守護するウィザードの宿敵である。

　高位の侵魔は人と変わらぬ姿をしていることが多く、下級に位置するクリーチャーと呼ばれる怪物はたいてい、寓ぐう話わなどで語られる魔物に似ている。

　機械人形の姿のクリーチャーなど一狼は見たことがなかったが、クリーチャー以外に考えようはなかった。

　侵魔は、紅い満月と共に現れる。

　まさしく今、その怪異の象徴たる紅い月が、秋葉原を照らしているのだ。

　一狼は紅い月を忌いま々いましいと言わんばかりに睨にらみつけ、破片の山が消えた後に残った苦無を拾いに行った。投げたもう一本を探す。

　少し離れた壁際に落ちていたそれも拾う。二本を片手で持ち、無造作に腕を横に突き出した。穴にでも入るかのように苦無が先端から消える。月衣に収納されたのだ。

　直後。天空にあった紅い月が消え、この地域を覆おおっていた特殊な結界が消滅した。

「あれあれあれれ、いなくなっちゃった？　噓、マジ？　どこ行っちゃったわけ？」

　不意にそんな黄色い声が一狼の耳に飛び込んできた。

　見ると、近くのビルの前で先ほどまで一狼に迫っていたメイド少女が、不ふ思し議ぎそうな顔できょろきょろしている。

　そこに若い男が通りかかり「ティッシュちょうだい」と手を出した。

「あ、はい。よろしくですー」

　営業スマイルを浮かべてティッシュを差し出したメイド少女に、男は「写真いいっすか」と首に下げた高価そうなデジタル一眼レフカメラを掲かかげた。メイド少女はそうしたことに慣れているらしく「はい、どうぞ！」とにこやかに笑ってポーズを取る。

　その光景を何気なく眺ながめていた一狼は、カメラを構えた男と一瞬目が合った。

「すいません、そこ。邪じや魔まなんすけど」

　少女の斜め後方にいる一狼が、フレームに入ってしまっているようだ。

「あ、ごめんなさい」と軽く頭を下げ、一狼はあたふたと立ち去った。ぱしゃぱしゃとシャッターが切られる音がし、視界の隅に焚たかれたフラッシュの白い光が入る。

　写真を撮る男もメイド少女も、たった今この場で一狼が侵略者を倒したとは知らない。

　人知れず、世界を守る。それがウィザードであり、忍者なのである。

「……別に感謝してくれとか思わないけどさ」

　ぶつぶつ言いつつ、一狼はネクタイを適当に締め直した。

　その背中で「あ、さっきの男の子！」とメイド少女の声を聞く。

　かまっていられないと一狼は駆けだした。逃げなくてもいいのにぃとからかうように叫んでいるのが届いたが断固無視し、まさしく脱だつ兎とのごとくこの場から逃走した。




　別の通りに移動して一狼は一息つき、ポケットから携帯電話によく似た端末を取りだした。0‐Phoneという、ウィザード専用のツールである。ウィザード専用の回線を使うが、機能は携帯電話と基本的には同じだ。

　一狼の0‐Phoneは、パートタイムの傭よう兵へいとして所しよ属ぞくしている〈絶ぜつ滅めつ社しや〉という民間軍事企業から支給されたものだ。一狼は歩きながら0‐Phoneを操作し、耳に当てた。

　数回の呼び出し音の後、

『絶滅社オペレータールームです』

　と、女性の声が通話に応じた。

「登録番号３１１０１６の斉堂です。先ほど秋葉原でＣを一体潰つぶしました」

　絶滅社と結んでいる一狼の契けい約やくでは、周囲に一般人がいる場合、クリーチャーをＣ、侵魔をＥと呼ぶことが義務づけられている。何も知らない一般人への配はい慮りよだ。

『こちらでも秋葉原での〈月げつ匣こう〉の展開と消滅を確認しました』

　月匣とは、広域に及ぶ結界だ。規き模ぼは様々だが、最大では惑星そのものを覆うとも言われている。月匣の主をルーラー、月匣を造り出す源みなもとをコアと呼び、月匣を消す方法は、ルーラーを倒すか、コアを破壊するかのどちらかしかない。

　一狼がルーラーである人形を倒したため、秋葉原を覆っていた月匣が、解除されたのである。

『該がい当とうＣに関するレポートは、今回は不要です』

　通常、任務は詳細を記したレポート提出をもって完了する。

　レポートが不要？　と軽く首を傾かしげた一狼に、オペレーターが話を続ける。

『これから会うエージェントに口こう頭とうで伝えてください』

「え。これからって、誰か来るんですか、僕のところに？」

『詳細はエージェントに確認をお願いします。Ｃ駆く除じよ、ごくろうさまでした』

　話はもう終わりらしい。どこか釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ「了りよう解かい」と一狼は返答し、通話を切った。「来るのって誰だろ」と0‐Phoneをポケットにしまったその時だった。

「元気にしていたか、ニンジャボーイ」

　そんな洒落しやれにならない声を背中で聞いた。闇やみに生きるのが忍びだ。衆しゆう目もく下で忍者と呼ばれたらたまったものではない。大おお慌あわてで一狼は振り返った。

「ナッ――」思わず、声をかけてきた男のウィザードとしての名を呼びそうになり、一狼は焦あせりながらも息を飲み込んで、口を開き直した。

「鈴すず木きさん！　こんな場所で……ニンジヤなんて呼ばないでくださいよ」

「ニンジャボーイはニンジャボーイだろう。何も恥じることはない」

　ごにょごにょと一狼がわざと小声で言ったのに、その男は――ナイトメア＝ドリームマンは、意にも介さぬ素振りで再びそう言った。

　ウィザード界で屈くつ指しの〈夢使い〉として有名なナイトメアこと本名・鈴木太た郎ろうは凄すご腕うでのフリーの傭兵だ。

　虚きよ構こうと現実を自在に操あやつるのが夢使いの力らしいが、一狼はよく知らない。

　知っているのは、このナイトメアが最近は絶滅社の仕事を請うけ負おうことが多いらしく、一狼にとっては傭兵稼か業ぎようの大先輩になるということくらいだ。

　先輩相手でも、礼れい儀ぎを気にしている場合ではなかった。

　一狼は忍者であることもウィザードであることも隠して生活しているのだ。

　先輩だからと顔を立てていたら、ナイトメアが何をどう往来で言い出すか知れたものではないと一狼は慌てた。

「そりゃ鈴木さんは恥なんてないかもしれませんけれどっ」

「失しつ敬けいだな。それでは俺が新手の変態みたいじゃないか」

　平然と文句をつけたナイトメアを、居合わせた一般人が奇き異いの目で見る。

「変態だ、変態」「昼間からおかしなのが出た」「っーかさ、何のプレイだよ、あれ」「頭わいてんじゃね？」「暑いと変になるって言うけど、寒くても変になるんだなあ」

　そんなひそひそ話が聞こえ、一狼は顔を赤くした。目立っている。目立ってしまっている。一狼は人目が苦手だ。注目されるだけで焦ってしまう。

「写メとろ、写メ！」と数人の女子高校生と思おぼしき集団が次々と携帯電話を取り出して構えたのを見て、一狼の羞しゆう恥ち心しんは限界に達した。

「と、とにかくこっち来てくださいっ」

　強引に一狼はナイトメアの手を取り、脇の路地へと連れ込んだ。その際、

「あ。変態が逃げる」「いいのかな、警察に連絡しなくて」

　とさらにざわめいているのが聞こえたが、言い訳する前に、さっさと立ち去るに限る。

　人目に付かない場所まで来て、改めて一狼はナイトメアに向き直った。

　片目に眼帯、長いマント。タンクトップのようなタイトな上衣は丈たけがみぞおちまでしかなく、真冬だというのにへそが出ている。

　ズボンの上から穿はいた膝ひざ上うえ丈たけの脚きや絆はんは、腰から下がったベルトで吊られている。女性がストッキングを吊るガーターベルトを頑がん丈じようにしたような装そう具ぐだが、ナイトメアは男だ。

　そんな服装の要所要所を革ベルトで締めたその姿には、この男はどこのファンタジー世界の住人なのだろうと見る者に首を傾げさせる怪しさがある。

　変態。これほどにナイトメアの服装を端たん的てきに表す言葉はない。

「まったくもう、そんな目立つ格好で来ないでくださいよ、恥ずかしい」

「これは妻が俺のために心を尽くして選んでくれた服だ。恥じるなどとんでもない。むしろ誇ほこる。積極的に見せつけたいくらいだ」

　ウィザード界では、ナイトメアはその実力の他にも、愛妻家で有名だ。そして同時に、たいていのウィザードがナイトメアの妻の趣味は変だと思っている。

「――服の趣しゆ味みは人それぞれですし、もういいです」

　一狼は呆れ半分で口を開き直した。

「で。僕みたいな下っ端のところにわざわざ来るなんて、何の用なんですか？」

「その前に、君が倒したＣについて報告をしてもらおう」

　オペレーターも来訪者に口頭で説明しろと言っていた。

　一狼はあまり思い出したくない不気味な人形の姿を脳内に描いた。

　大きさ、形状、武器、動きなどを詳細に説明し、最後にこう言った。

「一言で言うと、出来の悪い人形です。顔も体も、造形レベルが低い奴でした」

「人形？　生き人形か？」

　生き人形。これは物が長い時間をかけて変化した付つく喪も神がみの一種であり、一狼の倒したものとは雰ふん囲い気きが異なる。

「違います。説明したように、もっと機械的でした。腕がブレードに変形しましたし、ほとんどロボットですよ。残骸は鏡の破片みたいになって、消えてしまいましたけど」

　機械的な人形。そう小声でナイトメアは呟き、

「数は一体だったんだな？」

　と質問を重ねた。一狼はこくりと頷うなずいてみせた。

「なるほど。ご苦労だった。では、本題に入ろう。外ほかでもない、任務だ」

「任務だったら、普段通りに0‐Phoneでもよかったんじゃないですか？」

「君とはあまり面識がなかったからな。今回の任務では俺の下に就いてもらう。その都つ合ごうで顔を見に来た。一時でも部下になる者のことは、やはり知っておきたい」

　ナイトメアの有名さから一方的に知人の感覚があったが、実際は一狼もナイトメアとはほとんど会話をしたことがなかった。だが、今の短い会話で一狼は確信した。

　――この人。少なくとも任務については信用できるみたいだ。

　一狼はちらりと辺りを見回し、人影がないことを確かめてから返答した。

「ナイトメアさんの指揮下に入ること、了解です。僕の任務はなんですか？」

「護ご衛えいだ」ナイトメアはどこからか一枚の写真を取り出し、一狼に渡した。

　同年代の少女だ。日常のスナップなどではなく、証明写真のような面白味のない写真で、完全な無表情だが、一狼が今まで見てきた誰よりも、少女は綺き麗れいだった。

　――うわ。何だこの可愛さ。

　思わず息を飲み、写真に見とれる一狼に、ナイトメアが説明を加える。

「彼女の名は姫ひめ宮みや空そら。君と同じ輝明学園秋葉原分校の一年に編入される。身に危険が迫っているという情報があるが、まだ詳細は摑つかめていないため、任務の期間も未定だ。なお、彼女は君の隣りん人じんになるので、色々とフォローしてやってくれ」

　写真に目が釘くぎ付づけでナイトメアの言葉をよく聞いていなかったが、名前と転入生ということは把は握あくした。その後、何やら凄すごいことをナイトメアがさらりと言った気がして、一狼は目をナイトメアに戻して聞き返した。

「すいません。何です、その隣人って」

「言葉通りだ。君のアパート、隣が空室だったろう？　彼女はそこの住人になるということだ――今夜にでも彼女が引っ越しの挨あい拶さつに行くかもしれん。彼女も君と同様に一人暮らしだから、何かと君を頼ることもあるだろう。そうした日常のサポートも含めての護衛任務となる。なお、当面は彼女に護衛任務を内密にするように。護衛されていると自覚して要いらぬ緊張をされたら問題があり得るのでな」

「――は？」一狼はぽかんとした。

　――隣に住む？　こんな娘こが？　それって何のイベントだ？

　そんな美少女ゲームのような展開が自分に訪れるなんて、生まれてこの方、考えたことなどない。気色悪いクリーチャーとのバトルイベントならば、日常茶飯事だが。

「以上だ。任務について報告事項が生じた場合、オペレーターを通さずに直接俺に連絡するように。では、よい夢ドリームを」

　呆然とする一狼を残し、ナイトメアはマントを翻ひるがえして颯さつ爽そうと去っていった。平然と表通りに出て行ったようで、変態だ変態が戻ってきたと一般人が軽く騒ぐ様子が、冷たく乾いた風に乗って一狼の鼓こ膜まくに届いたが、聞こえてはいなかった。

　隣に一人暮らしの美少女が引っ越してくると聞いて平静を保っていられるほどに、一狼は女子に慣れていない。

　彼女いない歴、一六年と三か月。すなわち生まれてから彼女がいたことはない。

「ええええええっ!?」

　路地裏に、顔を真っ赤にして焦りに焦った一狼の絶叫が響いた。














　一いち狼ろうのアパートは全六室しかない二階建てで、そのうち四部屋は床が抜けてしまって使用不可能になっている。

　一狼の住む一階角部屋とその隣となりが住めるのみという取り壊したほうが早い廃はい墟きよに近い代しろ物ものだが、消防法の関係で建て直しが許されない場所なので、完全に人が住めなくなるまではそのまま貸し出すのが大おお家やの方針らしい。

　部屋は六畳じよう一間。各部屋に風呂とトイレが付いているのが奇跡のような物件で、他の設備と言えば洗面台と呼んだほうが正しいような貧ひん相そうな流し台と一口のみのガスコンロ、半間という狭せまい押し入れのみ。

　耐震基準なんて言葉さえもなかった時代に建てられた、前世紀の遺い物ぶつ同然のアパートには、呼よび鈴りんなんて気の利きいたものもない。

　ちゃぶ台一つとワンドアの安っぽい冷蔵庫、室内アンテナの古いブラウン管テレビ、唯ゆい一いつの暖房器具の電気ストーブ。炊すい飯はん器きや食器などの台所用品を除けばそれらが家財道具の全てという裸はだか電球一つの薄暗い部屋の隅で、一狼は膝ひざを抱かかえていた。

「……女の子……女の子が来る……女の子……心の準備が……」

　ブツブツ繰り返す。逃げたい気分で一杯だったが、これも任務の一環だ。敵前逃亡は傭よう兵へいに許されることではない。

　こんな住環境の悪い場所に引っ越してくる女子がいるなんて、一狼はナイトメアに聞かされても信じていなかったが、彼女はほんとうに入居してきた。

　隣の部屋でごそごそと人が動く音がかすかに壁越しに聞こえていた。

　その音が止まって少しして、き、とドアのちょうつがいが軋きしむのが聞こえた。

　数秒後。こんこん、と玄げん関かんのドアがノックされ、びくっと一狼は大きく身じろぎした。

　――来たか……!?

　忍びの修しゆう練れんで鍛きたえに鍛えた感覚を、さらに研とぎ澄すませた。

　ベニヤの薄いドア一枚隔へだててわずかに息遣いが感じられる。

　よく来る新聞の勧かん誘ゆうや訪問販売とは気配が明らかに違うと一狼が緊張した時だった。

「すいませーん」

　――何、そのアイドルみたいな声。

　喩たとえるならば、透き通ったグラスベルの音色。

　そんな声が再び「すいませーん」と響き、発火したように一狼の顔が赤くなった。

　――に、逃げたい。

　任務上、そうもいかない。一狼は音も立てずにするりと立ち上がると玄関に向かった。

　――落ち着け。これは任務。普段通りに振ふる舞まえばいい。

　襲しゆう撃げきを警けい戒かいする普段の癖くせで、ドアの正面には立たない。壁に隠れるようにドアノブに手をかけて鍵かぎを開け、「は、はひっ」と裏返った声で返事をすると同時にドアを開けた。

　ごん。「あいたっ」

　ドアは外開きだ。来訪者はドアのすぐ前に立っていたらしく、まともにドアにぶつかってしまったらしい。

「だだだだっ、大丈夫ですかっ」

　一狼は開いたドアの向こうで尻しり餅もちをついている人影に駆け寄った。思わず手を差し出し、立ち上がる手助けをする。

「ご、ごめんなさい。私、ちょっととろくさくて」

　一狼より頭半分ほど背の低い少女がそこにいた。













　写真では無表情だった綺き麗れいな顔に、微苦笑が浮かんでいる。当たり前の表情なのに、一狼の心臓は跳はねた。

　引っ越し荷物の片づけのためか、少女は厚手のスウェットパーカーに色あせ気ぎ味みのジーンズという色気のない服装だった。

　それでも一狼の目にはこれ以上ないほどに魅力的に映った。むしろアイドルの私生活姿のようで興奮度が二次関数的に急上昇した。つい声が高くなる。

「やややや、僕こそいきなりドアを思いっきり開けちゃって！」

「いえいえ、私がどんくさいんですっ。こう、ひょいっと避よければよかったんですから、ひょいっと――あ」

　横にステップしてドアを避ける動作をしようとして、彼女は立ち上がる時に摑つかんだ一狼の手を離していないことに気がついた。

　少し遅れて一狼もようやく手の温もりを感じ取った。

　異性と手をつないだ経験がろくにない一狼は「んわあっ」と驚いて声を上げ、弾はじけるように手を放すと同時に一歩後ずさり、何度も繰り返して頭を下げる。

「すすすす、すいませんっ、この責任は取らせていただきますので!!」

「いーですよぉ、たいした怪け我がもしてませんし」

　言いつつ彼女は片手で額ひたいをさすっていた。ドアで打ったらしく、そこが少し赤い。

「よくないですよ!!」

　疾風はやてのように一狼は自室の冷蔵庫に向かった。ドアを開け閉めする動きさえ霞かすんで見えるほどの速さで缶コーヒーを取り出して玄関に戻り、彼女にそれを押しつけた。

「こ、こんなのしかないですけど額冷やしてくださいっ」

　一連の一狼の動きは常じよう人じんにはあり得ない迅じん速そくさだったが、彼女に気にした素振りはない。ずいぶんとおおらかな性格をしているようだ。

「すいませぇん、何かご迷めい惑わくをかけちゃったみたいで」

　困こん惑わく顔がおで微笑ほほえみ、彼女は缶コーヒーを受け取った。さっそくとばかりに額に当て「冷た」と呟つぶやく。そして思い出したように、片手に持っていたものを一狼に差し出した。

　のし紙の巻かれた、安っぽいタオルだった。

「これ、よかったら使ってください――ええと。何か今さらの気がしますけど、隣に越してきた姫ひめ宮みやと言います」

「知ってます、姫宮空そらさん」

　タオルを受け取る時、反射的に一狼はそう答えてしまった。声に出してから、

　――うああああああああっ僕一体何言ってんだよっ！

　そう声にならない絶叫を頭の中で上げた。ナイトメアは護ご衛えい任務を空に隠せと言った。

　つまり、空には一狼の情報が一切もたらされていないはずだ。

　一狼が初対面の空の名を知っているというのは、不自然極きわまりないのである。

　どう取り繕つくろえばいいのかと一狼は焦あせった。

　凍いてつく一二月の夜、外も同然の玄関に立っているのに、額に汗が浮かぶ。

「えーっとぉ」不ふ思し議ぎそうな顔で彼女――空が小首を傾かしげる。

「あ、そか。大家さんに聞いてたんですね。私も聞いてるよ、斉さい堂どう一狼さんですよね」

　自みずから極秘護衛任務を台無しにしかけた一狼は、空の勘かん違ちがいに感謝した。だがまだ気分は落ち着かず、はいそうですの声さえ出せずに何度も頷うなずいて見せた。

「同じ歳なのに、さんって呼ぶのも変かな――斉堂くんでいい？」

　一狼は再び、無言でこくこく頷いた。笑顔で空が話を続ける。口調から堅苦しさが抜けたのは、くん付けで呼ぶのを許されたせいだろう。

「斉堂くんって輝き明めい学園秋あき葉は原ばら分校の一年生なんだよね？　私、そこの転入生なの」

　――それも知ってる。

　さすがに今度は、そう声に出しはしなかった。そうなんですか、と無ぶ難なんに返事をした一狼に、空が安あん堵どの表情を浮かべた。

「私、一人暮らしって初めてだから、実は緊張してるのー。よかった、隣の人が変な人じゃなくて」

　――忍者って変な人じゃないんだろうか……？

　そんなことをついつい一狼は考えてしまったせいで、相づちを打つことさえ忘れてしまった。空は一狼の返事を待っているのか、くりっとした瞳で見つめている。

　五秒。一〇秒。三〇秒。ここで気の利いた台詞せりふが出るようだったら彼女いない歴と年齢が等しくはならなかったんだろうなあと、一狼はおぼろげに他ひ人と事ごとのように思った。

　当然、何の台詞も出てこない。その上、緊張のあまりに呼吸まで止まっている。

　そして一分が過ぎた。

　ん？　と覗のぞき込むように空が首を傾げた。わずかばかりだが顔が近くなる。

　限界だった。肺はいにわずかに残った息で、一狼は声帯を震わせる。

「す――」

「す？」聞き返した空が、またほんの数センチ接近した。

「すいませんけど今日はもう帰ってくださいーっ!!」

　慌あわてに慌て、それでもどうにか突き飛ばさないように気を遣つかって空を玄関前から押しやり、一狼は乱暴にドアを閉め、部屋の中に向き直った。

　そのままドアに背を預け、ずるずるとへたり込む。放心状態で深く息を吸う――酸欠状態だった脳が多少回復し、応対まずかったかなと一狼が反省した、しばし後。

「……何か怒らせちゃったのかなぁ」

　しょんぼりしたような空の声が、ドアの向こうから聞こえた。ややあって、ぱたぱたとサンダルと思おぼしき足音が遠ざかる――

「…………だぁぁぁぁぁ、こりゃ確実にまずった……」

　忍者は集中力を高めることにより、常人よりも感覚を増す術すべを知っている。聞き耳を立てれば薄い漆しつ喰くいの壁向こうで空が何を呟いているのかくらい、一狼にはわかる。

　だが、とてもではないが聞き耳を立てる根こん性じようはない。

　キモイとか聞こえてきたら確実に再起不能になってしまう。

　――僕の第一印象。絶対に最悪だ。

　後悔すでに遅し。一方的に追い返した言い訳をしに行く勇気もなければ、そもそも言い訳そのものが思いつかない。

　せめて同じクラスにならないようにと祈るばかりの一狼だった。




「――ちぃっとも眠れなかった……」

　昨夜の失しつ態たいを猛もう省せいするあまり一睡もできなかった一狼は、どんよりとした目で玄関を開けた。目に入った光景に、もしかして寝ね惚ぼけているのかと考える。

　まず頰ほおを目一杯つねってみた。

　痛い。どうも寝惚けてはいないようだが、それにしては変だった。

　部屋の玄関のドアを開けて見えるのは、消防車も入れない狭苦しく薄汚れた裏うら路ろ地じだけで、朝っぱらからこんな夢みたいな光景が目の前に現れることはあり得ない。

　あるとしたらそれは何かの間違いか誰かの謀ぼう略りやくだと一狼は思う。

　――何の罠わなだ？

　それは、黒っぽいスクールコートの下に藤ふじ色いろに近い紫色の衣装を着ていた。一狼の通っている輝明学園秋葉原分校の女子制服だ。丈たけの短いスカートとオーバーニーソックスは、最近の流行を採り入れた結果らしいと一狼も知っている。

「――あ。おは、」

　その言葉を遮さえぎるように、ばたんと勢いよく一狼はドアを閉めた。もう一度、考える。

　――だからあり得ないって、これ。

　見慣れた玄関のドアが異世界に通じる謎なぞの扉とびらに見える。

　ドアがこんこんとノックされ、びくっと一狼は大きく身を震わせた。

「あのー、斉堂くん？　何か忘れもの？」

　就寝前に翌日の登校に備えて準備を済ませるのが一狼の習慣で、忘れものなど一度もしたことがない。だから忘れものという言い訳は一狼としては不自然で、こうして部屋から出られないでいる理由にはできなかった。

　おずおずと、一狼は再びドアを開けた。

「おはよっ、斉堂くん」

　徹てつ夜や明あけの一狼とは正反対の、身だしなみに一いち分ぶの隙すきもない空が、気持ちのよい朝ですねと言いたげに浮かべたその笑顔が、一狼の眼に飛び込んできた。

　どういうわけか玄関前で一狼を空が待っていたのだ。

「あー……」何をどう言えばいいのか一狼は考えに考えた末、

「何で？」と言ってしまった。

　空の笑顔が曇くもっていく。わずかにうなだれて肩をすぼめ、

「……ぁ。やっぱり迷惑だった？」

　そう消え入りそうな声で空は呟いた。

　――ヤバいっ、何かまた地雷踏んだぞ!?

　脂あぶら汗あせさえ滲にじませて言葉に窮きゆうする一狼に、空が続ける。

「……実は、学校までの道ってまだよくわからなくて――同じ学校だし、斉堂くんに一緒に行ってもらえれば大丈夫かなって勝手に思ってたんだけど……そうだよね、お願いもしていないのにドアの前で待つって、何だかストーカーっぽい、私」

　吐と息いき同然の声だったが、一狼の鋭えい敏びんな聴覚は一いち言ごん一いつ句く漏らさずに聞き取った。

　よく見ると、目尻にうっすら涙が滲んでいる。

　どうしたら良いのか考える前に一狼は行動を起こしていた。

　玄関から出て空の手を取り、ドアを閉めると鍵もかけずに手を引いて歩き出す。

　ととと、と早足の足音がすぐ後ろから聞こえてくる。一狼は一度も振り向かず、そのまま無言で空の手を引き、輝明学園秋葉原分校に向かった。




　輝明学園は、明めい治じに母体となる私立輝明塾じゆくが設立されたという歴史のある学校だ。

　御み門かど家けという陰おん陽みよう師じ最大派は閥ばつが中心となり、闇からの霊的攻撃に対抗するべく神しん道とう・密みつ教きようなどの人材育成を目標に輝明塾は開かれたが、その後、洋の東西を問わずあらゆる呪じゆ術じゆつ・法術・魔法を教育に採り入れ、優秀な人材を送り出してきた。

　世界大戦後に学園存続の危機もあったが、教育方針を一般人イノセント中心とすることで輝明学園は廃校の危機を乗り越え、今では再び現れた闇からの脅きよう威い――侵魔エミユレイターに対抗するために、一般人の生徒を隠かくれ蓑みのにする形でウィザードの育成を行っている。

　日本伝統の呪術を教えてきた証あかしに、秋葉原分校校門には阿あ吽うんの仁王像が立ち、門を入ってすぐの場所には大おお鳥とり居いがある。

　その鳥居が見えてきたところで、ようやく一狼は足を止めて振り返った。

　空が肩で息をしている。一狼は早足で歩いたつもりはなかったのだが、空にはペースが速かったようだ。弾む息が白く踊おどる。

「あ、ありが、とう、もう、手、離してもらって、大丈、夫、だよ」

　つなぎっぱなしにしていた手を一狼は慌てて離し、少し汗ばんでいた手のひらを無む造ぞう作さにズボンで拭ふいた。アパートから学校までは徒歩五分だが、今日の通学には半日くらいかかったかと思えるほど疲れた。

「じゃあまた」

　アパートを出てからずっと早はや鐘がね同然の心臓の鼓こ動どうはまったく落ち着かないが、どうにか表面的にだけでも平静を装よそおって、一狼は早足でその場を立ち去った。

　――これで放課後まで休める。

　心底、一狼は安堵していた。護衛を必要とする空が、何に狙ねらわれているのかは定かになっていないが、校内にいる限りは安全と言える。

　輝明学園秋葉原分校には、教師にも生徒にもウィザードが複数存在し、世界の危機を何度も救ったという有名な魔剣使いも在ざい籍せきしていて、侵魔の中でも別格に強い力を持つ〈魔王級〉が襲しゆう撃げきしてきたとしても対処が可能だ。

　この学校は、日本有数の安全な場所なのである。

　一狼はふと疑問を持った。この分校には、遠方から入学する生徒のために寮りようがある。なぜ、空は寮に入らなかったのか？　その理由が想像できない。

　考えようにも徹夜明けの頭は働かない。

「ま、いっか」と呟き、一狼は何も考えずに教室に向かった。




　教室に向かう途中。廊ろう下かで「斉堂くん、ちょっといいかね」と呼び止められ、声の聞こえたほうへと一狼は向かった。

　一狼の教室がある棟むねとは別の棟に通じる廊下の先、白髪の老人が立っている。

　荻おぎ原わら宗そう一いち郎ろう。この輝明学園秋葉原分校の校長であり、ウィザードだ。流派は違うが一狼と同じく忍びの者で、それも一派を束ねる頭領である。

　忍者という縁えんで、荻原は何かと一狼を気にかけてくれる。一狼がこの学園にいるのも、その縁があってのことだ。

「どうかね、最近は」

　荻原が、気さくな口調で声をかけてきた。人生の深みを感じさせる皺しわの刻まれた顔で、柔にゆう和わに笑えむ。

「はっ」

　一狼は軽く敬礼し、周囲に人ひと気けのないことを確かめてから、口を開き直す。

「輝明学園生徒として勉学に、絶ぜつ滅めつ社しやの傭兵として任務に励はげんでおります」

「何やら緊張しているようだが。もっと気を楽にしなさい」

　荻原が顔の皺をより深くして苦笑する。対して一狼は真剣そのものの顔を保つ。

「流派が違うとはいえ荻原様は頭領でいらっしゃいます。失礼な態度は取れません」

「構わぬというのに……堅いのぉ、君は」

　愉快そうにひとしきり荻原は笑った。一狼はその間も真顔で待っていた。

「さて。ちょっと小耳に挟はさんだのだが、新しい任務に就ついたそうだな」

　古こ参さんのウィザードの荻原は、独自の情報網を持っている。一狼の属している絶滅社ともつながりはあるから、一狼の任務について知っていても不思議はない。

「は。護衛任務であります」

　隠すこともないと、一狼は即座に答えた。むぅと荻原が皺を深くして唸うなる。

「どうかなされましたか？」

「――その護衛対象の姿が見えないのだが。聞けば、当校の転入生で、女子だとか」

「は。仰おつしやるとおりであります。それがどうかしましたか？」

「実は、私はまだ会っていなくてな。転入手続きをした事務員からは、たいそう可か愛わいらしい子だと聞き――その。なんだ。ちょっと見てみようかと思ったんだが……」

　何やら残念そうな素振りで、荻原が一狼の背後へと視線を向ける。

　釣られて一狼も振り返った。教室に続く廊下を行き交う生徒の中に、残念ながら空の姿はない。荻原は空の容姿の噂うわさを聞き、一目見たいと思ったようだ。

　なるほどと一狼も思う。あれだけ可愛らしければ、見ておいて損は決してない。

　転入生として担任に会うため、空は職員室に行ったのだろうと一狼は考えた。

「たぶん職員室かと思います。呼んで参りましょうか？」

「いや、それには及ばぬ。職員室なら校長室の隣だ――さて」

　ぽん、と一狼の肩を軽く叩き、荻原が立ち去ろうとした。その姿を見送ろうと、一狼は居い住ずまいを正した。荻原が足を止め、ちらりと振り返る。

「何か困ったことがあったら、気き兼がねなく頼りなさい。君は少々、遠えん慮りよしすぎる嫌いがある。真ま面じ目めなのは不真面目であるよりもよいが、真面目すぎて融ゆう通ずうが利かないのも考えものだぞ？」

「は。しかと肝きもに銘めいじておきます」

「――ほんとに堅いな、君は。またそのうち、話をしようか」

　苦笑し、今度こそ荻原は去っていった。姿が廊下の奥に消えたのを確かめてから、一狼はぼそりと呟いた。

「……そんなに堅いかな、僕は」

　予よ鈴れいが聞こえ、焦って一狼は踵きびすを返した。

　予鈴の前には教室の己の席に必ず着き、周りが騒さわいでいようが雑談に加わることなく、ホームルームに訪れる担任を待つのが礼れい儀ぎ。それが一狼の信条だ。

　この信条そのものが時代遅れだと、荻原に堅物と笑われる一狼が知る由よしもない。




〈白はく面めん〉という忍びの術がある。息を潜ひそめ気配を殺し、極限まで自身の存在感を消す。

　我われは空気。何なん人ぴとたりとも我が存在を知ること叶かなわず。

　俗世に潜む忍びとして、白面は修得必ひつ須すの術だ。一狼はこの術が得意である。

　一狼は普段からも目立たないよう目立たないようひたすらに気を遣ってきたため、クラスでも存在感は薄い。クラスメイトに「いたの？」と問われることさえないほどだ。

　新学期が始まった頃ならいざ知らず、すでに八か月近く経った今のクラスでは、白面を使うまでもなく一狼は教室の片隅でひっそりとしていられる――

　はずだったのだが、今日は様子が違っていた。

　窓まど際ぎわの隙すき間ま風が吹き込む一番後ろの寒い席で、朝から全力で白面の術を使って空気になりきっている一狼を、それでもちらちらと窺うかがう生徒が一人だけいる。

　外でもない護衛対象、姫宮空である。

　一狼の願い虚むなしく、同じクラスになってしまったのだった。

　クラスは朝から、季節外れの転校生の登場で浮かれている。美少女という三文字以外の形容が似合わない空の容姿が、クラスメイトをいっそうそわそわさせている。

　一時間目の後の休み時間、空のところに集まったクラスメイトから最初に飛んだ質問が「彼氏いる？」であり、「いません」という空の答えに教室中がどよめいた。

　それをきっかけに、休み時間ごとに空は男子生徒たちの質問攻めにあっている。

　そのたび困った顔で空は一狼に視線を送る。まるで助けを求めているかのように。

　何故に空が白面を使っている自分を意識できるのか、一狼にはまったく思い当たる節ふしがないのだが、空の視線のせいで術の効果が薄くなってしまっているのは事実だ。

　空の視線に釣られて、取り巻きの男子たちが時折ちらちらと一狼を見る。

　その一人が、思い出したように言った。

「そうだ。今朝、姫宮さんの手を引っ張って歩いていたのって斉堂じゃなかったか？」

　話題に何人かの男子が乗った。口々に話し始める。

「あ、俺も見た気がする。でもあれ、ほんとに斉堂だったか？」

「そう言われたら斉堂じゃない気もするよな」

「違うに決まってるだろ。だってあの斉堂だぜ？」

「とにかく存在感うっっっっっっっっす――――――――いからな、斉堂」

「だっよなあ。ぶっちゃけ斉堂ってのはあり得ないよなー」

　見間違えただけだろと男子生徒に笑いの輪が広がり、

「斉堂くん、酷ひどい言われっぷりだよね」

「今日来てたっけ？」「見てない気がするー」

　と女子の何人かが話題に加わった。

　何が気に入らないのか、空がむっつりした顔をする。一方で一狼は、普段から目立たないよう心がけていたのが奏そう効こうしたと胸を撫なで下おろした。

　その後、話の流れで放課後に有志でカラオケ店に行き、空の歓迎会を開くことになったが、薄い奴と言われる一狼には当然誘いなどかからない。一狼としては、カラオケに興じたことがないからむしろ誘われたら困るところだった。

　噂に聞くカラオケルームはアパートの部屋くらいの広さしかないというし、歓迎会の参加者一〇人の半分は女子だ。そんな場所に同伴したら一狼はどうにかなってしまう。

　教室という広い空間でさえ、入学当時は女子と机を並べることにあたふたし、一学期が終わる頃までは常に緊張していたくらいだ。

　放課後になり、秋葉原電気街の一角にあるカラオケ店に移動するクラスメイトを気づかれないよう尾び行こうしつつ、一狼は過か疎その末に滅びたふるさとの忍びの里を思い出した。

　――うちの里には女子っていなかったからなぁ。

　同じ忍者である校長、荻原宗一郎との縁で、数人しか残っていなかった里の者が郷里を放ほう棄きすると決めた時、身寄りのない一狼は秋葉原分校の世話になることになった。

　一狼が寮に入らないのは、生活まで世話を見てもらうのは納なつ得とくがいかなかったからだ。里の解散には一狼も賛成したし、天てん涯がい孤こ独どくも同情されるようなことではない。

　ただ一つ、里に問題があったとしたら。同年代の女子とふれあう機会が皆かい無むだったことだと一狼は思っている。おかげですっかり女子が苦手になってしまった。

　――一生このままだったりするんだろうか。

　暗あん澹たんたる気持ちで一狼は首を振った。今は任務中だ。余計なことを考える暇ひまはない。

　クラスメイトたちがカラオケ店に入った。

　店の中の様子を電柱の陰からこっそりと窺う。すぐに部屋が決まったようで、クラスメイトたちは店員に案内されて店の奥に消えた。

　案内の店員が戻ってくるのを待って、一狼もカラオケ店に入った。

　いらっしゃいませという挨あい拶さつに、息を切らしている振りを装う。

「す、すいません。この制服の奴らって、どこの部屋ですか。僕、遅れちゃって」

　一狼を見て数秒ほど考える素振りをし、店員が口を開き直す。

「あ。さっきの学生さんたちですか。４０３ですよ」

　一狼の思おも惑わく通り、一狼が遅刻してきたように店員が勘違いした。

「ご案内しましょうか」

「いえ、いいです。４０３なら四階ですよね。自分で行けます」

　さわやかな笑顔を作り一礼する一狼の気配が、奇妙に揺らめいた。店員の目の焦点がぼける。一狼は気配を完全に絶ち、店の奥へと向かった。

「――あれ？　誰かいたような気がしたけど……気のせいか」

　とぼけたような店員の声を、一狼は背中で聞いた。

　自身の気配を変化させることで、接触した人間から自分の記憶を消すという〈隠おん業ぎよう〉という術を一狼は使ったのだ。ウィザードでなければ、こんな魔法同然の力は操あやつれない。

　魔法同然の力だからこそ力の行こう使しには代だい償しようを伴ともなう。魔力を消しよう耗もうするのだ。使い放題という都つ合ごうのよい力など、人の身には宿らないのである。

　無む尽じん蔵ぞうに魔法を操る者は、それは人の姿をしていても、決して人ではない。

　一狼は人と会わないように非常階段経由で四階に向かい、目的の部屋を探した。

　４０３号室の隣はトイレで、さらに幸運なことに個室が二つあった。これならば片方にこもりっきりでもあまり不自然には思われない。

　一狼は音もなくするりと個室に入り、フタを閉じたままの洋式便座に腰掛けた。膝に片腕の肘ひじを乗せ、頰ほお杖づえを突く。

「ふう」とため息が出た。「この任務……結構しんどいかもしれない」

　徹夜の上に朝から白面の術を使い続け、さらに先ほど隠業を使ったために、精神疲ひ弊へいも酷ひどい。魔力はもう底を突く寸前の状態だ。

「今日はとにかく大変だった――やっと落ち着けた気がする……」

　朝から続いていた緊張感が、すーっと抜ける。一眠りしたいと思う間もなく、トイレの個室がもたらす不思議な安らぎと、隣の４０３号室からわずかに響いてくるカラオケの重低音の心地よさで、一狼は呆あつ気けなく居眠りをしてしまった。




「きゃあんっ!!」

　遠くからかすかに悲鳴が聞こえ、一狼は頭を跳ね上げた。

　勢い余って隣の個室との壁に後頭部を打ちつける。その痛みで完全に目が覚めた。

「――やばっ寝てたあっ？」

　青ざめて個室を飛び出す。今の悲鳴は空の声に似ていた。

　声が遠いのは当然だ。カラオケルームは防音設備になっている。

　それで悲鳴として聞き取れたのだから、何かが起きたことは疑いようのない事実だ。

　護衛任務の最中に惰だ眠みんをむさぼるなんてあり得ない失態だと猛省しながら一狼は４０３号室のドアを壊さんばかりの勢いで開いた。

　速いリズムのデジタルサウンドが廊下に溢あふれる。

　雑然とした室内に、一狼は飛び込んだ。

　室内の全員の目が一狼に集まる。

　部屋の奥、大画面モニタの横でマイクを握っていた男子生徒が、

「……何で斉堂が？」と歌を中断して呟いた声がマイクに乗り、やけに大きく響いた。

　一狼は答えず、空の姿を探した。

　部屋の中央。長細い楕だ円えん形けいのテーブルの横、ローソファーに座って、空が困った顔をしている。原因はその手元にあった。

　グラスがテーブルに転がり、氷がこぼれている。部屋の照明が赤っぽくて暗いせいで飲みものの種類はよく分からないが、液体が空の膝を少し濡ぬらしているようだ。

　一狼は唖あ然ぜんとした。一目でわかる状況だ。

　ただ、空は飲みものをこぼして驚きの声を上げた、それだけだった。早とちり。そう表現するのも馬ば鹿からしくなるほどの軽率な自分の行動に、一狼は完全に言葉を失った。

「誰か、斉堂くん呼んだ？」と女子生徒の一人が話題を振った。

「別に」「呼んでないけど」「知らない」「っつか呼ばないっしょ、普通」

　誰にも思い当たるところはないようだ。当然だ。一狼は呼ばれて来たわけではない。

「どうしたよ、斉堂？」

　硬直したまま動けない一狼に、ドア近くにいる男子が訊ねた。

　これにも一狼は返す言葉がない。頭の中はほとんど真っ白だ。

（やっちまった）と後悔の文字がぐるぐる回っているだけである。

「えっとね」と空が制服のポケットから携帯電話を取り出した。

「私がメールで呼んだの。実は、そろそろ帰ろうかと思って。そうだよね？」

　空が視線で一狼に同意を求めた。わけがわからないまま、一狼はぎくしゃくと頷く。

「何で斉堂くんなの？」と不思議そうな顔をした女子に、空は、

「えーっとね……実は。遠い親しん戚せきなの。それで私、斉堂くんと同じアパートに部屋借りたんだけど、引っ越してきたばかりでこの辺の道がよくわからなくて」

　そう、やんわりとした口調で説明した。一狼にしかわからないが当然噓うそである。

　ウィザード専用の携帯電話0‐Phoneを確かめたわけではないが、間違いなく空からメールは来ていない。メールアドレスを教えていないのだから、来るほうがおかしい。

　それに一狼には身寄りが皆かい無むだ。親戚などただの一人もいはしない。

　空は一狼を助けるため、一いつ生しよう懸けん命めい噓をついているのだった。

『親戚ぃ？』

　何人かの疑問の声が重なった。そうですよ、と微笑を浮かべて空が肯こう定ていする。

「ほんとかよ？」と追及の声が一狼に飛んだ。

　これにも一狼は、ただ無言でこくこくと頷いて返した。

「親戚か。どうりで空ちゃん、休み時間にちらちらそいつを気にしてたわけか。納得ー。親戚でもなきゃ、そんな薄い奴気にかけないよなあ」

　誰かが小馬鹿にするような口調で言った。何人かが、そうだよなと同調する。

　一狼はどういうわけか、空ちゃんとなれなれしく言った奴をぶん殴なぐりたい衝しよう動どうに駆かられたが、暴力事件を起こしている場合じゃない。そう判断できるくらいには気分が落ち着いた。空の機き転てんに感謝しつつ、くるりと踵きびすを返す。

「か、帰りゅよ」

　一狼は棒読みの上に台詞を嚙かんだ。うずくまって頭を抱え込みたい衝動を堪こらえ、何事もなかったかのように早足で歩き去る。

「じゃあ、私帰ります――あ、待って」

　空の声が聞こえたが、立ち止まらない。とにかく一刻も早くこの場から去りたかった。

　来た時とは違って非常階段を使うのは不自然だからエレベーターに向かう。

　下行きの▼マークのあるボタンを押して待つ間に、空が追いついた。

　一狼は何を質問されるかはらはらしていたが、空は黙ったままだった。

　何も言わずに到着したエレベーターに二人で乗り、一階に下りる。

　一狼は受付に立ち寄り、制服のポケットから剝むき出だしの一万円札二枚を取り出すと、カウンターに無造作に置いた。二万円は普段の一狼には大金だが、今回は任務に必要な経費として絶滅社に請求できる。

　一瞬、もったいないかなと一狼は思ったが、一秒でも早く退散することを選んだ。

「４０３号室の会計、これでお願いします。もし足りなかったら、後で他の奴にもらってください」

「ちょっと待ってください――これならお釣り出ますので」

　店員がレジ横のパソコンを操作し、会計処理をしようとするのを一狼は待たず、

「お釣り、結構ですから」と言い置いて出口に向かった。

「お、お客さん？」と驚いた声を上げた店員に空がぺこりと頭を下げ、一狼を追う。

　出口で一瞬だけ空を待ち、一狼は二歩ほど早く外に出た。すっかり暗くなっている。

　街角は電飾で華やかだった。クリスマスが近いこの時期、最近流行の青と白の寒色系発光ダイオードのイルミネーションが街路のあちらこちらに飾られている。薄暗いカラオケルームから出てきたばかりの目には眩まぶしいくらいだ。

　平日の夜。道を行き交う人は多くも少なくもない。どこからかジングルベルロックが輪りん唱しようのように重なって聞こえてきて、通行人の顔もどこか浮かれているような雰ふん囲い気きがあるが、一狼の気分は最悪だった。

　――あり得ない失態だよな、今の。

　その失態を護衛対象の空に救われたのだから、世話はない。

　一狼は肩を落として歩き出した。数歩後ろを空がついてくる。

「街、綺麗だね」と空が話しかけてきた。

「そう」と一狼はそっけなく答えた。

「帰るんだよね？」

「そう」（護衛任務中に居眠りなんて何やってるんだ、僕）

「よかったー。ほんとに私、アパートまでの道わからなかったから」

「そう」（早とちりだったから、よかったものの）

「それにしてもにぎやかなんだね、秋葉原って」

「そう」（いや、よくない。もし侵魔の襲撃だったら今頃）

「これってもうすぐクリスマスだからかな？」

「そう」（あのカラオケルームにいた人間は全員、無事では済まなかった）

「ほんとうにメイドさんが街頭でチラシとかくばってるなんて思わなかったよ」

「そう」（そんなことが起きないために、僕のようなウィザードがいるのに）

「……あのメイドさんって全員が全員、政府の工作員って知ってる？」

　どことなく空の口調が変化したようだが、一狼はただ相づちを打った。

「そう」（一体僕は何してるんだよ。たるんでいるにもほどがある）

「…………この道、まっすぐ西に行くとありがたいお経がもらえる天てん竺じくに着くってほんとうかなあ？」

　明らかに空の声音には不ふ穏おんな気配が漂ただよっているが、そんなことを気にするゆとりは、一狼にはなかった。

　ただただ己の失態に呆れ、絶望し、これからの任務がやっていけるのかどうか自信が無く、己をどうやって鍛え直そうかと考えていた。単身、無人となった里に戻って一から修行をやり直すべきかもしれないと思いつつ、脊せき髄ずい反射同然の返事をする。

「そう」（任務途中で眠りこけるなんて傭兵以前にウィザード失格だよなぁ）

　不意に空の足音が止まった。

　一狼も足を止めて振り返る。どういうことなのか、空がぷーっと頰を膨ふくらませていた。

　一狼は考えなく思いついただけのことを口にする。

「……カエルの真ま似ね？」

「もお、何がカエルなのっ。私の話、聞いてなかったでしょ？」

　空は気分を害したらしく、咎とがめるように言った。

　言われてようやく、自分が上うわのそらだったと一狼は気づいた。

「あー……」言い訳なんて思い浮かぶはずもない。「……すいませんです」

「謝って欲しいわけじゃないのにぃ」困った顔で空が続ける。

「お話し、したいだけだよ。せっかく部屋が隣ってご縁があったんだし」

　――話と言われても。

　姫宮さんが困っている以上に僕は困っている。絶対に間違いない。

　女子と会話？　そんなハードル高いこと、この僕に求めないで欲しい。

　僕は里を出るまでのだいたい一五年間、話したことがある女性と言えば村むら長おさの家のヨネばあさんだけなんだ。ああそういえばヨネばあさんの手作りぼた餅もちは旨うまかったなあ。

　コンビニのぼた餅、あれは甘くてべたべたしているだけでダメだ。

　何であんなまずいものを売ってるのか理解に苦しむ。

「――あれは。ぼた餅に見えるだけの別の食べものだ」

　胸中での独り言のはずが、ぽろりと口からこぼれた。

　空が目を瞬しばたたかせる。ぼた餅？　と呟き首を傾げ、空は言いにくそうに口を開き直した。

「……もしかして、私のこと。馬鹿にしてたり……する？」

　刹せつ那なの思考混乱から我に戻った一狼は、顔の前で指を広げた両手を、指が霞んで見えるほどの速さで激しく左右に振った。

「ととと、とんでもない！　い、今のは――そう、小こ粋いきなジョークってやつですよ！」

　ぼた餅の何が小粋なのか、言った一狼にもわからない。

　だが、空はふぅんとこぼして納得顔で頷いた。

「ちょっとわかりにくかったけど、冗じよう談だんか。それならいいよ。斉堂くんは斉堂くんなりに、私のことを和なごませようとしてくれてたんだよね」

　空の機き嫌げんは直ったようだ。小走りで一狼の隣に来ると軽く一狼のブレザーの袖そでを引っ張り「帰ろ」と促した。空との距離の近さに一狼は緊張し、歩き出しの動作で右足と右手が一緒に出てしまった。それをくすりと空が笑う。

　妙に嬉うれしそうな空の隣を、緊張感の塊かたまりのような一狼が歩く。その様が面白く映るらしく、すれ違ったＯＬ風の女性が微笑ましいものを見る眼まな差ざしで笑った。

　大学生と思しきカップルが一狼たちを見やる。男が「おまえも昔は可愛かったのになあ」とぼやき、女が「あんただって昔は初うい々ういしかったのに。お互い様」と言い返した。

　空のとびきり秀ひいでた容姿のせいだろう、そうした好奇の眼差しは多い。確実に、一狼と空は秋葉原の街頭で目立っていた。

　――た、耐えられない。

「こっち、近道」

　遠慮のない視線の雨を避けるため、一狼は強引に空の手を取り、暗い路地に入った。

　摑んだ手をすぐさま離す。黙ってついてくる空を気遣う余裕もなく、一狼はビルとビルの谷間を縫ぬうように、人目につかない裏路地を選んで進む。

　華やかな表通りと違い、人がすれ違うのがようやくというほどに狭い路地には雑居ビルの裏側の窓くらいしか明かりがなく、人はおろか野良猫の気配すらない。

　ビル街に切り取られた夜空は漆しつ黒こくではなく、薄い雲と濁にごった大気が街明かりを映して鈍にぶい灰色に染まっている。路地には闇が漂い、遠くからかすかに喧けん噪そうが聞こえてくる。

「何か怖いね」そう小さく空が怯おびえたような声を出した。

「アパート、もうすぐだか――」ら、と言い切らずに一狼は声を張った。

「離れて！」

　真正面。裏窓の明かりがほとんど届かない闇の中、行く手を塞ふさぐように何かが立っているのを一狼は察知した。

　精神を集中し、敵の存在を感覚で探る――違い和わ感かんを覚えた。

　うっすらと暗がりに浮かぶシルエットから、人に準じた形をしているのはわかる。

　しかし、生物特有の生きているという気配が感じられない。

「――どうしたの？」と訊ねる空に、一狼は振り向かずに告げる。

「とにかく少し離れていて。でもあまり離れないで」

「こ、これくらいかな」

　空が数歩下がった。ちらりと一狼がわずかに振り返って距離を確かめる。

「もうちょっと離れ――」

　かしゃりと機械的な音がした。

　聞き覚えのある音に、一狼は口を閉ざして視線を前に戻した。

　暗がりに赤い光点が二つ点ともる。アスファルトからの高さは人の双そう眸ぼうの位置だ。

「高プラーナ反応ご確認のほうお願い、よろしかったでございますデスか」

　おかしな言葉遣いの声が聞こえてきた。澄んだ綺麗な声音だが抑よく揚ようはない。

　かしゃりかしゃりと音が続く。リズムは人の歩行と同じだ。

　裏窓からこぼれる光の下で、鈍く輝く銀の肢し体たいが立ち止まる。機械人形だ。

　端整に切り揃えられた市いち松まつ人形を思わせる短い黒髪。滑なめらかな白い顔。

　――うわ。やたら出来いいな。これ、売るとしたらいくらくらいなんだろ。

　――買えるくらいなら、ちょっと欲しいかも……。

　一狼が昨夕屠ほふった不出来な人形とは違い、その立ち姿は凜りんとしていて美しくさえあった。思わず一狼が見とれてしまうほどに。

「プラーナ値再確認ごくろうさまデス。規定値を大幅に超過。侵魔と仮認定。疑わしきはぶっ殺しませデス。とっとと道を空けるデス、少年」

　と人形が言った。一狼を無視するように空のみを凝ぎよう視ししているその人形は、声を発する際に唇くちびるを動かさなかった。瞬まばたきもしない。まさしく人形の面だった。

　――空が強いプラーナを持っている？

　一狼は疑問に思った。一狼の感覚では、空からは強いプラーナを感じない。

　プラーナとはすなわち、生命そのものの力だ。

　ウィザードは魔法を使えない一般人イノセントと比べて、桁けた違ちがいに大きなプラーナを持つ。そのプラーナがあればこそ、月衣カグヤという個人結界を纏まとい、魔法の類たぐいを操ることができる――それは、人のプラーナを捕ほ食しよくする侵魔も同様だ。

　一狼は、プラーナをある程度だが察知できる。

　特に、侵魔のようなあからさまな悪意と敵意のあるプラーナならば、かなり正確にその強さを感じ取れるが、空からはそんな感じはしない。つまり、仮に人形の言葉通りに空が潜在的に強いプラーナを持っていたとしても、それは害のないものだ。

　――彼女が何かに狙われているかもしれないというのは、強いプラーナのせいか？

「な、何か変なこと言ってるよ」

　焦った空の声を聞き、一狼は考え込んでいる場合じゃないと両腕を左右に突き出し、個人結界・月衣から苦く無ないを取り出した。柄つかを逆さか手てに持った手を軽く胸元に掲かかげ、ボクシングに似た構えを取る。

「僕が一命に換えても君を守るから、心配は要いらない」

　ぇ、と空が小さく驚きの声を上げた。

　いざとなったら逃げろ。

　その注意を、一狼は余計な不安を与えるかもしれないとあえて付け加えなかった。

　かしゃりと再び人形が足を踏み出す。

「そこをどくでございますデス、ウィザード。ご用があるのはそこの侵魔カッコ仮カッコ閉じる限定でございますデス」

　人形が一狼をウィザードと見抜いた。それに一狼は軽く動揺したが、隠して聞き返す。

「何だ、その侵魔って。ここにはそんなもの、いない」

「プラーナ計測値は噓八百表示しませんデス。侵魔カッコ仮カッコ閉じるが侵魔かどうかは滅めつすれば即決判断なのでございますデス。わかったらとっとと下がるがよいデスへっぽこウィザード」

　人形は、どういうわけか空を倒すべき侵魔だと誤解しているようだ。この人形が侵魔を倒す側だからといって味方とは限らない。

　現時点では、空の護衛者である一狼にとっては退けるべき敵だ。へっぽこ。そう言われて軽く腹が立っている一狼は、実力で排除してやると短絡的に考えた。

「――どかない。そう言ったら？」

　瞬間、気温が一気にマイナスまで下がったかのように一狼は感じた。













「まとめてぐっちょんぐっちょんのタタキにいたすデス!!」

　再生音量を上げすぎた安物のスピーカーのように音割れした大声を上げ、人形は右手を斜め後ろの何もない空間に突き出した。

　一瞬、人形の腕が肘まで陽かげ炎ろうのように揺らめいて消失した。

「月衣!?」

　空間から物を取り出すその現象。人形が月衣を周囲に展開しているのは間違いない。

　虚こ空くうから人形の手が棒状のものを引きずり出す。太さは手首ほどでかなり長く、棒の長さが人形の背の倍ほどになって、ようやく先端部が見えた。

　一狼の苦無では傷一つつけられそうもない、巨大な鋼鉄の塊かたまりが棒の先にある。

　人形の武器は戦闘ハンマーだった。それも、普通乗用車なら一発でスクラップにできそうな、文字通りの鉄てつ鎚ついだ。

　月衣は通常の物理攻撃の威力を軽減してくれるが、敵も月衣を展開している場合は事情が変わる。月衣を持つ者の攻撃は、月衣をないも同然に突破してくるのだ。つまり、ハンマーの破壊力は見た目通りに発はつ揮きされる。

「……冗談じゃない」

　唖あ然ぜんとすると同時に、一狼の全身に鳥肌が立った。先手を打つという考えさえ忘れ、立ち尽くしてしまう。その隙を見逃さず、人形が横なぎにハンマーを振るう。

「ミンチになれえっ！　でございますデス!!」

　――ヤバい！

　一狼は反応が遅れた。避ける暇などなく、ハンマーが唸うなる。間かん髪はつをいれずに、ビル解体現場で鉄球がコンクリートを砕くのと同様の大騒音が路地に轟とどろいた。

「……あれ？」

　音の割には衝撃がまったく感じられず、一狼は首を傾げた。

　インパクトを感じる暇もなく瞬殺されたかと一瞬疑ったが、そうではなかった。

　人形のハンマーは、すぐ横の壁にめり込んでいた。

　当然だ。背よりも柄の長いハンマーを横に振るうなんて、人がすれ違うのもやっとのこの狭い路地でできるはずもない。

「どうしてひっかかりやがりますのデス？」

　人形はわかっていないらしく、ぐいぐいとハンマーをこじる。ハンマーのめり込んだ壁がみしみしと鳴き、コンクリート屑くずがぱらぱらと散るが、それだけだ。

　ハンマーを無理矢理振り抜こうともがく人形の姿に、一狼は先ほどとは別の意味で改めて唖然とし、力が抜けて苦無を落としそうになった。

「――こいつ。見た目だけで頭は悪いのか？」

「……今のうちに逃げたほうがいいと思う」

　空がブレザーの背中側の裾を引っ張ったが、一狼は振り向かずに苦無の柄を握り直した。可愛らしい女子の前だ、ここで逃げたら男がすたる。一狼はちらりとそんなことを考えてしまった。この判断をすぐに後悔するなんて、まったく思わずに。

「逃げても追ってくると思うから、ここで討つ。こいつ、たいしたことなさそうだからすぐ片づける――離れていて！」

　アスファルトを蹴った一狼に空が問う。

「斉堂くんって何者なのっ？」

「その話は後で！」

　一狼の苦無が正確に人形の首を襲おそう。昨日倒した人形と外観的な特徴が同じ人形だ。強度も大差ないはず。ならば一狼の武器で破壊できる。

　切っ先が届くその瞬間、人形がハンマーを手放して後ろに大きく跳んだ。大きく空振りした一狼の視線の先、数メートルほど離れたところに四つんばいで人形が着地する。

　――戦闘力を見くびったか？

　その自じ戒かいで、わずかだが自分が浮かれ気味だったことに一狼は気づいた。これ以上の失態は重ねられないと、気を引き締める。

「ウィザード、邪じや魔まするなら貴様さんからＤＥＡＴＨデスでございますデス」

　無感情に告げた人形の姿がかき消える。人がどうにかすれ違える程度の路地だ。前から消えたとなれば、どう移動したのかは明白だ。

「上か!!」一狼は左の苦無を真上に鋭く放ち、同時にそばの壁へと跳んだ。

　壁を蹴けり、路地を挟んで向かいにあるビルの壁をさらに蹴る。

　投げた苦無が闇で何かと激突し、ぱっと赤い火花が散った。

　空中でバランスを崩くずした人形を見下ろす位置に、ほんの数瞬で一狼は来た。

　制服の袖の中から細い金属のワイヤーを取りだし、それを人形の首めがけて投げる。

　小さな分ふん銅どうの付いたワイヤーが人形の首に絡みつく。

「ワイヤーで切られる柔やわ肌はだなどではございませんデス」

「切るのが目的じゃない」

　ぐんっと一狼はワイヤーを引っ張った。その反動で人形の背に覆おおいかぶさる。

　苦無を持った手を人形の首に絡め、別の手で人形の片方の腕を捻り上げて関節を極きめ、くるりと頭を下にする。

「暗黒流星の術!!」

　一瞬の浮遊の後、弾かれたように急落下に入った。重力加速度以上の勢いで、術の名称さながらに流星のごとく人形を抱えた一狼が地に落ちる。

「きゃああっ！」

　墜つい落らく。そうとしか見えない光景に驚いて空が悲鳴を上げる。しかし一狼は冷静だった。

　激突のコンマ数秒前に空中で姿勢を変え、人形の頭部を踏みつける体勢を取る。

　鈍い激突音が灰色の空を貫つらぬき、アスファルトにひび割れが走った。

　人形の頭を踏み台にして一狼は軽く跳ちよう躍やくし、くるりと宙返りをして空の前に立った。

　一方、逆さまになっていた人形は横になって倒れた。外観に目立った破損箇か所しよはないが、衝撃で停止したようだ。動く様子はない。

　一狼は、ほ、と一息ついた。

　心なしか青ざめている空が、へなへなと腰砕けに座り込んだ。

「人生で一番びっくりしたよぉ……死んじゃったかと思った、ほんとに」

　一狼はぺこぺこと繰り返して頭を下げた。

「す、すいません。素人しろうとさんには刺激の強すぎる術だったかな」

　座ったまま、空が怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「あの……斉堂くんってほんとに何者？　さっき、カラオケで部屋にいきなり飛び込んできたりしたし……あれって偶然ってことはないよね？」

「あー」警けい護ごのために尾行していました。そう説明してよいものか一狼は悩んだ。

　とりあえず説明してこの場をしのぎ、隠業の術で空の記憶を消してしまう手はある。

　だが隠業は、他人の記憶から自分に関することを全て消してしまう術だ。

　空はこの襲撃の一件だけでなく、昨日の挨拶から今日一日のことまで一狼がらみのことを全て忘れてしまう。クラスメイトなのにまた明日「初めまして」と挨拶を交わすところから始めなければならない。それは傍はた目めに不自然だ。

　絶滅社のエージェント、ナイトメア＝ドリームマンから伝えられた任務は〈秘ひ密みつ裏りに護衛〉。一狼は空の前で忍者の――ウィザードとしての力を見せてしまった。

　すでに予定通りの任務遂すい行こうは不可能だが、一いつ介かいのパートタイム傭兵、一狼の権限で判断できるのは、許可されていない以上説明はできないということだけだ。

「……申し訳ないですけど、僕には何も言えないです」

「あのロボットみたいなのって、斉堂くんじゃなくて私を狙ってたみたいなんだけど。その理由くらいなら――」

「ご、ごめんなさい」

　空が言い切るのを待たずに、一狼は膝に額がつくほどに大きく腰を折った。己の足の間から、逆さまに見える背後の景色の中で、ぴくりと倒れた人形が震えた気がした。

「え」一狼の心臓が跳ねる。

　同時に、びくりと人形が大きく身じろぎし、上から操あやつり糸を引っ張られるマリオネットのように不自然な動きで立ち上がった。

「油断一秒全損注意、汎はん用よう人型決戦箒ほうき試作機Ａ型アニス、想定外の衝撃による非常停止から再起動完了でございますデス、Good Morning, Miss Amon」

　最後の挨拶は流りゆう暢ちような英語だった。アモン。名前に聞き覚えがあるかどうかを考えている暇さえ一狼にはなかった。即座に人形へと向き直る。

「侵魔カッコ仮カッコ閉じるの抹まつ殺さつリトライ開始よろしかったデスね？」

　人形――アニスは先ほどの失敗で学んだのか、ハンマーを取りに行かない。ハンマーにこだわるならその隙を突こうと一狼は考えたのだが、そう都合よくはいかないようだ。

　一狼は片手に持ったままの苦無を構えた。投げた一本はどこに行ったかわからない。月衣の中にはまだ武器を収納してあるが、武器を取り出すという動作は隙になる。

　――苦無一本でどこまでやれるかわからないけど、やるしかない。

「では始めさせていただきますでございますデス」

　身を低くしてアニスがダッシュした。

「疾はやい！」と一狼に舌を巻かせるほどの動きだ。

　アニスの狙いはあくまで空。一狼は絶対にアニスの進路を阻はばまなければならない。

　攻めるよりも守る側が不利。これはたいていの戦闘において共通する事実だが、一狼には事実を覆くつがえす義務がある。ここで負けることはすなわち、空の死だ。

　アニスが殴りかかってきた。その拳こぶしを、一狼は十字に腕を組み合わせて受けた。

　ステンレススティールの拳は、文字通り鋼はがねの一撃だった。

　たった一発で腕が痺しびれて一狼は苦無を取り落とす。

　――反撃しないと押し切られる！

「行かせるか！」

　ぎゅんっと身を捻ひねり、低い角度からの後ろ回し蹴りでアニスの顔を狙った。

　一狼の踵かかとがアニスの頭――の残像を裂さいた。

　紫し電でんの動きで蹴りを避けたアニスが、再び一狼に殴りかかる。

　後ろ回し蹴りは発動のモーションが大きいが、放った後は敵と正対できるという利点がある。一狼の狙いは、ほんのわずかな時間稼かせぎだった。

　足下に落とした苦無をつま先に引っかけ、蹴り上げる。

　痺れの抜けきらない右手で柄を逆手に摑み、左手の人差し指と中指を揃そろえて立てる剣けん印いんを顔の前で組み、間髪をいれずに一狼は吼ほえた。

「エアブレード!!」

　ウィザードがウィザードと呼ばれる最大の理由。それは魔法の行使。魔法には天、冥、地、水、火、風、虚の七つの属性があり、一狼は風と火の魔法を少しだが修得している。エアブレードは、武器を利用する風属性の攻撃魔法だ。

　攻性魔力を含んだ風が渦巻き苦無にまとわりつく。

　握り拳二つほどしかない苦無の先に、大刀サイズの大気の刃が生まれた。

「喰らえ！」

　一狼は苦無を振るった。アニスは、切っ先の間合いのはるか外だ。

　大気の刃でも届く距離ではない――しかし、この攻撃は届くのだ。

　苦無から大気の刃が打ち出され、虚こ空くうを貫く。

　アニスの虚きよを突いた、これ以上ないタイミングの斬ざん撃げきだ。

　大気の刃が真っ直ぐにアニスの腹部めがけて走る。

　昨日の人形同様に、上下真っ二つになるはずだ。

　そう信じて疑わなかった一狼は、驚きよう愕がくに眼を見開いた。

　アニスがあり得ない回かい避ひ方法をしたのだ。

　それは一瞬のことだった。動体視力に一狼は相当の自信を持っているが、それでもよくわからなかった。見えなかったのではない。事態が一狼の理解を超えていただけだ。

　風の刃が届くその刹せつ那な、アニスは上下に自ら分離した。風刃が行きすぎる間に、上半身と下半身がそれぞれ違う形状に変形し合体した。

　先端が流線型に尖とがった、細く長いボディ。全長は人型だった時の倍ほどもあり、先端に比べてボリュームのある後端には、複数のスラスターノズルが装備されている。

　その姿はウィザードが〈箒ほうき〉と呼ぶ飛行機械そのものだった。

　かつての魔女が飛行に用いていたことに由来するのか、謂いわれは定かではないが、ウィザードもこの機械箒を駆かって空を飛ぶ。

　汎用人型決戦箒試作機とアニスは自身を語ったが、そんな台詞、一狼は覚えていない。

　ただただ予想外の事態に驚くだけだ。

「――箒って。え？　これってどういうことなんだ？」

「驚くことなどありはしませんのデス、ウィザード。これがＨＴＢＸ０１Ａアニスのブルームモードなのデス、補助ブースター装備で地球の重力圏さえ振りきる世界最速級の機械箒、それがこのアニスでございますデス、このスタイリッシュさハイスペックさを褒ほめ称たたえることを許可いたしますデス、そこのしょぼいウィザード」

　アニスの声は抑よく揚ようがなく無感情だが、今の言葉は早口だった。そのせいか、どこか得意げに一狼には聞こえた。

「たかが箒が何を偉そうに。しょせん耐たい久きゆう消しよう費ひ財ざいじゃないか」

　アスファルトに着地している状態の箒化したアニスは、一狼の腰ほどの高さもない。

　目線が見下ろす状態だから、一狼の口調も見下した感じになった。

　機械箒はウィザードの道具。道具に脅きよう威いを感じる者は、その道具を使う資格がない。

　一狼は自分の箒を持っていないが、里にいた時に、村長に何度も借りて使ったことがあり、里が解散になる頃には、村長よりも上手く箒を扱えるようになった。

　人型だろうが何だろうが、ウィザードとしては箒になど意地でも負けられない。

「ほら、とっとと人型に戻れよ。今度こそスクラップにしてやる」

「パワー、レスポンス、スピード全部アニスにアンダードッグのウィザードが何を仰りやがるデス。直ただちにハンバーグパテに変えて差し上げるデスので――

『ピー・変形システム制御アプリケーションに致命的なエラー発生・データ保持のため全機体制御アプリケーションを強制終了します・自動回復が不可能なため外部からマニュアル操作で本体リセットをお願いします』

　……どういたしますデスかウィザード。アニス、ちょっぴりばかりお困りの様子でございますデス。なおリセットボタンは右後部メンテナンスハッチ内にわかりやすいマーキング付きで配置されておりますので、ご一考のほど頼むのでございますデス。システムの完全チェックが必要でありますデスので再起動完了まで数分がかかることがあったりなかったりいたしますデス、そこのところよろしくデス」

　ぴくりとも動かない箒型アニスが、そう言った。

　口調はやはり抑揚がなく無感情だったが、困っていることは間違いないようだ。

「そっか。つまりおまえは動けない――と」

「無抵抗な箒への理り不ふ尽じんな暴力は世界魔術協会と国際条約によって絶対禁止でございますデス」

「そんな規則聞いたことないね、僕は」

　一狼は右手でネクタイを解いた。ぶんっと振って気をネクタイに込める。

　ブレード化したネクタイを下げ、箒の真正面に歩み寄る。

「暴力反対！」

「さっきまで僕を殺そうとしていた箒の言うことかーっ！」

　一狼はネクタイブレードを振り上げた。まずは機首から切り落としてやると狙いをつける。その背に、腰を抜かしたままで成り行きを見守っていた空が声をかけた。

「斉堂くん、その……えっと、箒さん？」

「そうです、箒。そう見えないかもしれないけど、掃そう除じに使う竹箒と似たような代しろ物ものです。だから同じ扱いでいいんですよ、こんなもの」

　一狼はそう説明した。そっかと空が納得する。空は案外柔軟な思考をするようだ。

「その箒さん、とにかく困っているみたいだし。いじめるのは可か哀わい想そうじゃないかな」

「可哀想って」一狼は驚き、ネクタイブレードを振り上げたまま、顔だけで振り返った。

「こいつ、姫宮さんを殺そうとしてたんですよ？」

　困ったような微笑を浮かべて立ち上がると、空が一狼のそばに歩み寄った。

「でも、ほら。こうして無事なんだし。襲ってきたのも箒さんの何かの勘違いだよ。話せばきっと、わかってもらえると思う」

「……話か」

　空の言うことは一理ある。アニスから事情を聞くことは、決して無む駄だな行動ではない。

「わかりました」

「ありがとう」という安心したような空の礼には答えずに、一狼はネクタイブレードを握った手を下ろし、再びアニスを見下ろした。

「質問には噓偽いつわりなく答えるように」

「やなこったでございますーデス」

　即答だった。動けないこの期ごに及んでこの箒は何を言い出すんだと呆れて言葉もない一狼に、アニスが続ける。

「汎用人型決戦箒試作機Ａ型アニスは、所有者のプラーナを拝はい借しやくして稼か働どうすることも可能でございますデスが、電力のみのスタンドアロンでもバリバリ侵魔を狩れるエクセレントなカウンターエミュレイターデバイスなのでございますデス。リセットしてもらえずに任務にご失敗なさるくらいでしたらターゲット巻き込んで爆散決定デス。爆心地から半径一〇〇メートル圏内のビル全壊級の戦術核の威力で侵魔カッコ仮カッコ閉じるもろとも原子の塵ちりと化して消し飛びやがれデス、へっぽこウィザード」

「戦術核で自爆っ!?」

　驚きに一狼は目を剝むいた。まさかと思う暇もなくアニスとは口調の異なる、いっそう機械的なメッセージが聞こえた。空を侵魔だと信じて疑っていないらしいアニスは、何としてでも空を殺したいようだ。冗談じゃないと一狼の顔が青ざめる。

『本機は自爆シークエンスを開始いたしました・カウントダウン開始・一〇・九――』

　一狼はネクタイブレードを放りだして即座に身を翻ひるがえし、空の手を取った。

　きょとんとしている空に事情を説明している暇はない。

　こうしている間にもカウントダウンは進む。一〇秒では完全に逃げ切れるはずもなく、マンホールを探して中に飛び込むくらいしか方法はないが、黙って立っていたら結末は核爆発の高温で体が蒸発するのみだ。

「え？　え？　どうかしたの？」

　こんな時に限って空が身を固くし、踏ん張った。

「いいから！」

　一狼は強引に空の膝の後ろと背中に手を回して抱え上げ、駆け出そうとした。

　その視界の隅。何かが高速で飛来し、アニスの横に降りた。

「今解除する」どこか乾いた雰囲気のある女の声だった。

　思わず一狼は空を抱えたまま振り返る。

　アニスとは違う形状の、長いボディが銃身を兼ねている砲撃型機械箒〈ガンナーズブルーム〉から、長く赤い髪の少女が飛び降り、アニスの右後部の前に屈かがんだ。

　少女は手早くメンテナンスハッチを開き「五、四、三」と自爆へのカウントが進む間に、中のテンキーを叩く。

『二、一。パスワード確認。自爆解除。全システム再起動します。起動完了までしばらくお待ちください』

　音声メッセージに小さく頷き、ハッチを閉じて彼女は立ち上がった。

　空と同じ輝明学園の制服姿だ。表情のないその綺麗な顔に、一狼は見覚えがあった。

　一狼が所属している絶滅社の、有名なガンナーズブルーム使い――

　強化人間、緋ひ室むろ灯あかり。

　侵魔を倒すために人という生物の限界を人工的に排除した人間、それが強化人間だ。

　強化人間は幼少時から対侵魔戦闘を叩き込まれ、戦闘力向上のためにおびただしい量の薬物投与を受けた代償に、感情の起伏が薄い。

　一狼は灯と直接会話をしたことはないが、噂で知る灯は、その典型だった。

「斉堂一狼」

　フルネームで灯に呼ばれ、一狼は緊張した。普通の少女と接する時も緊張しがちな一狼だが、灯から感じられるプレッシャーは、やはり一般人とは格が違っていた。

　灯は、今回の任務の上じよう司しであるナイトメア＝ドリームマンと遜そん色しよくない実績と知名度を持つ。灯のその存在感は、一狼には威圧感のようにさえ思えるものだった。

「ななな、なんですか」

　緊張と軽い恐怖から舌の回らない一狼の顔から、わずかに灯が視線を下に向けた。

「彼女。困ってる」

「彼女？」

　一狼は抱え込んだ重さを思い出し、視線を落とした。微苦笑の空と目が合った。

「降ろしてもらえると――その。嬉しいな」

「あああっすいません！」

　大慌てで一狼は抱きかかえていた空を降ろし、ぱっと身を離した。

　腕と胸に、まだ空の体温が残っている。今頃になって、ぼっと顔が赤くなった。

「彼女が姫宮空？」と灯が訊いてきた。

　一狼は一つ深呼吸して気を静め、顔の赤みは引いていないだろうなぁと気恥ずかしく思いながら、頷いた。

「そうですけど、彼女について緋室さんも何か知ってるんですか？」

「基本的なことだけ。それから私のことは灯でいい。私も君を一狼と呼ぶから」

　淡々と灯が言ったが、一狼には初対面の少女を呼び捨てるなんてできるはずもない。

「了解です、灯――さん」

　さん付けで呼ぶのが精一杯だった。それを灯がどう思っているのか、表情の変化もなくコメントもないために、一狼には想像さえできない。

　不意に沈黙が重なった。通りの喧噪も遠く、再起動中のアニスが時折立てる、ちきちきという機械的なノイズがビルの谷間にかすかに響く。

「あの」と沈黙を破ったのは空だった。一狼ではなく、灯に質問を投じる。

「……私、わからないことばかりなんですけれど――説明してもらえませんか？」

　先ほど一狼は空に幾いくつか質問されたが、謝罪のみで教えられないとかわした。

　空の追及がなかったのは、タイミング悪く再びアニスが襲ってきたからに他ならない。

　そのアニスはまだ再起動中。邪魔をすることはなさそうだ。

　空の表情は穏やかだが、口調には強い意志が感じられた。何らかの説明をしない限り納得しないだろう。それは灯にもわかっているようだった。

「説明してあげる。でもそれは、私の仕事じゃない」

　灯の視線が空から外れ、一狼たちの背後に向けられた。

　気配を感じてまず一狼が振り返り、少し遅れて一狼に倣ならった空が、裏窓からこぼれる光に浮かぶ人影を見て、怖がるように一歩下がった。

「へ、変な人がいる、斉堂くん」

「失礼な娘だな。初対面の紳しん士しに何だ、その言いぐさは」

　現れたのは、夢使いのナイトメアだった。少し不機嫌そうに眉を寄せている。

「見た目は怪しい人だけど、見た目以外は割とまともだから大丈夫です」

　一狼は苦笑を空に向けた。ナイトメアの表情の不快の色が少し濃くなった。

「おい一狼。それはそれで極めて遺い憾かんな説明のされ方なのだが……まあいい」

　気を取り直したように、ナイトメアが改めて空を見やった。一いつ拍ぱく呼吸を挟み、重い口調で結論から告げる。

「教えてやろう、姫宮空。君は狙われている――侵魔という異界からの侵略者に」




　ナイトメアの説明は終わった。極めて高いプラーナを持っている空は、プラーナを捕食する侵魔に狙われている。そのために親元から離され、絶滅社の庇ひ護ご下かに入っている。

　いずれはアパートからもっと安全な施設に移動してもらうことになるはずだが、当面は二四時間絶えず一狼が警護の任に就つくと聞かされた空は、不思議と落ち着いていた。

「なんとなくですけれど、事情はわかりました」

　侵魔やプラーナ、ウィザードという一般人には理解しがたい存在の説明を、空が疑問なく受け入れたことに一狼は内心かなり驚いた。驚きながらも、なるほどと納得する。

　高いプラーナのある空にはウィザードの素質がある。そのために侵魔などの非常識な存在に関して一般人よりも理解力と耐性があるのだろう。そう考えると、一般人ならば困惑するだけの世界の秘密を、ナイトメアが空に教えたことの辻つじ褄つまも合う。

「ものわかりがよい学生は嫌いじゃない、姫宮空。君は何の心配もしなくてよい。そこのニンジャボーイは少々頼りないが、そこそこ腕のよいウィザードだ」

　と、ナイトメア。頼りない。その言葉が一狼の精神を軽くえぐった。

　確かに一狼の実績は、下級侵魔の駆く除じよ程度で、世界の危機を救ったことなどないし、見た目もただの――むしろちょっと貧弱な――学生だ。

　頼りないと言われても反論の余地はなかった。

　落ち込む一狼に、空が気遣ったような笑顔を見せた。

「わ、私は斉堂くんを信用してます。さっきだって、体張って守ってくれましたし」

「……命に換えても守るって言いましたよ。頼りなくて実績ない僕に懸かけられるのは、この命くらいだし」

　どんよりとした口調で一狼はそう言った。

　輝明学園でもっとも有名なあの魔剣使いくらいの実績があれば、僕ももっと堂々としていられるのかなと思うも、あの魔剣使いの日常を考えると、同じ扱いは決してされたくない。世界の危機だから戦いに行けと、いきなり黒服の怪しげな男たちに問答無用で拉ら致ちされるのが当たり前な生活は、さすがに嫌だ。

　ちらりと一狼は空を横目で見た。どういうわけか赤面している。その理由を考えるゆとりなど落らく胆たんの酷い一狼にはない。そんな一狼に、灯が機械箒にまたがりながら言う。

「一狼。私からも絶滅社からの命令を伝える。その試作人型箒のサポートをして」

　唐突な追加命令だ。さすがに落ち込んだままでいるわけにもいかず、一狼は気を取り直して灯に向き直った。

「え。重ちよう複ふく任務ですか？　姫宮さん警護任務の期間も未定なのに、ここでもう一件ってのは無理ですよ」

　狼ろう狽ばい気味の一狼に、灯は現在もまだ再起動処理中のアニスを指さして見せた。

「無理じゃない。試作機を君に預けるから、彼女の警護の戦力にして」

「――はい？」

　灯の説明が、一狼には論点がずれているように思えた。

　任務なのに貸す？　と疑問を持った一狼に、淡々と灯が説明を加える。

「人型決戦箒試作機は、その汎用型機ＨＴＢＸ０１Ａアニスの他に、砲撃戦用試作機Ｂ型ＨＴＢＸ０１Ｂブリジット、白はく兵へい戦せん用試作機Ｃ型ＨＴＢＸ０１Ｃキャロルがある。そのＢ型機とＣ型機が奪うばわれた。それも、おそらくは侵魔に」

　灯の言葉の中に一狼は引っかかるものを感じた。それが何かを考える間もなく、灯の説明は続く。

「奪われた二機の機体識別信号が、この秋葉原界かい隈わいで幾度か検知されたことがある。だからこのＡ型機に、この街を中心に都内の探索行動をさせる。君はベースキャンプとしてアパートを提供し、探索行動をサポートして欲しい。探索行動に警護対象の彼女を同行させれば、彼女の警護をしつつＡ型機のサポートができる。合理的」

「そういうわけだ、ニンジャボーイ。重複任務に対して特別手当は出る。何か疑問があったら、俺に――」

　場を締めようとしたナイトメアが言い終えるのを待たずに、一狼は口を開いた。先ほど灯の説明で気になったことの正体に、思い当たったからだ。

「奪われた試作機なんですけど。それって、そいつと似たタイプなんですよね」

　ちらりとアニスに視線を向け、ナイトメアに戻す。うむ、とナイトメアが頷いた。

「…………昨日、僕が倒した人形のような侵魔って、よく似ていました」

「倒した？　それ、変」と灯が不思議そうに呟く。

「闘った一狼はわかっていると思う。それはおそらく、君の戦闘力じゃ倒せない」

「そうです、わかってます。だからよく似ていたと言ったんです――それ以上のことは僕にはわかりませんし」

　慎しん重ちように一狼はそう言った。ナイトメアが数秒ほど考える素振りを見せた。

「――その件に関しても絶滅社で調査する。現場の君が深く考える必要はない」

　上官のナイトメアに、一狼は意見する権限を持たない。ただ一言、

「了解です」と答えた。

「後は任せる……帰る」

　灯が横座りで搭とう乗じようした砲撃型機械箒ガンナーズブルームが、ひゅうんと軽い作動音を放った。水面の波は紋もんのように振動が大気を揺らし、わずかに風が発生する。

　上昇を始めたガンナーズブルームにナイトメアが飛びつき、片手でぶら下がった。

「ではさらばだ、ニンジャボーイ！」

「うるさくすると振り落とす」

　灯にぴしゃりと戒いましめられ、ナイトメアはむっとした顔で黙った。

　見る間にガンナーズブルームが小さくなる。ビルの間の灰色の空に溶けるくらいまで垂直に上昇し、そこから流星のように空を流れて消えた。

「僕たちも帰りましょうか」

　一狼は空に向き直った。空はまだ紅潮している。

　空が照れているようだと気づいた一狼だが、何をどう言えばよいのかわからない。

　つい無言で見つめ合ってしまい、一狼も顔を赤くした。

「その」「ええと」

　口を開き直したタイミングが重なり、二人揃って、改めて相手を意識して黙り込む。

　その奇妙な静せい寂じやくの中で、

「再起動準備完了いたしました。これより人型変形シークエンスを開始します」

　機械的なメッセージをアニスが発し、一狼が振り返るわずかな間に変形を完了させた。

「Good Morning, へっぽこウィザード。さあぶっ殺してさしあげますデス覚悟完了よろしかったデスか？」

　まったくの無表情で、近くの壁にめり込んだままの戦闘ハンマーをアニスは取りに行った。ぐいぐいと柄をこじり、ぼっこりとハンマーを壁から引っ張り出した。

　そのビルの上のほうから、不意に声が降ってきた。

「こんなところで車の事故なんかないだろうに、さっきから何なんだ？　地震か？」

　一狼ははっとした。騒げば誰かが気づくのは当然だ。

　どうりで、灯とナイトメアが必要な会話のみで迅じん速そくに撤てつ退たいしたわけだと納得する。

　自分たちも、いつまでもこんなところにいるわけにはいかない。

「逃げるよ」一狼は空の手を摑むと、走り出した。

　アニスが「往おう生じよう際ぎわ悪いのデス」とハンマーを引きずって追いかける。

　アニスは空を侵魔だとまだ勘違いしているようだが、誤解を解いている暇はない。ビルの住人が本格的に騒ぎ出す前にここから逃げ出すのが先決だ。

「何だか楽しいねっ」

　無理矢理走らされて息を切らしながらも、空がそう言った。

「そうですね」とそっけなく応じた一狼だったが、心は少し弾んでいた。

　――この任務。悪くないかも。

　この日々がいつまで続くかはわからないが、任務完了の日が一日でも先になればいい。

　そんなことを思ってしまい、一狼は空の手を摑む指に、少し力を込めた。
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　一狼たちのいる路地裏を遠くに見下ろす、高層ビルの屋上。

　貯水タンクの上に小柄な少女が足を組んで腰掛けている。空や灯と同じ輝明学園女子制服に身を包み、裾すそがフリンジになっているポンチョを羽は織おっている。

　人の姿をしているが、少女は異質だった――銀の髪に金の瞳。色素の薄い肌が一二月の凍いてつく夜に不思議と似合うその少女は、背後に紅い満月を背負っていた。

　彼女のいる屋上だけが、黄昏たそがれのような朱あけに染まっている。

「人間のくせにちょっと面白いモノ造るじゃない。箒に変形する人形か……オモチャとしては楽しそうなモノよね。たくさん並べて戦争ゲームとかさせてみたいかも」

　金眼の少女は幼さを残した声で独りごち、きらめく夜景を映した瞳を愉ゆ快かいそうに細め、くすくすと笑うと足を組み替え、唇を歪ゆがめて嘲ちよう笑しようを頰に浮かべた。

「侵魔あたしたちを狩るための人型箒、か……ウィザードも馬鹿よねぇ。あんなの何千体攻めてきたって、あたしにはそれこそオモチャの兵隊」

　彼女を滅ぼせる存在の数など、そもそもゼロに等しい。

　その名は、ベール＝ゼファー。

　蠅はえの女王の二つ名を持つ、一人でこの星を蹂じゆう躙りんしてあまりある力を誇ほこる、高位侵魔。

　侵魔の世界、裏り界かいの序列二位の偉大なる大公である。

　物事を為なすにおいて楽しいか楽しくないかを何より重視するこの気まぐれな大魔王は、時折この世界――ファー・ジ・アースに現れる。

〈世界結界〉がなければ、とっくにこの世界は滅びているだろう。世界結界とは、〈裁定者プリンシパル〉と呼ばれる者たちが構築した、この星を覆う不可視の殻からのようなものだ。

　自然科学を基礎に構築した〈常識〉を世界の共通認識とすることで、〈非常識〉を世界から駆く逐ちくする。非常識そのものと呼ぶべき裏界の侵魔は、この世界では著いちじるしく力を削そがれるのだ。ウィザードという世界を守る側の存在も、対策なしでは、世界結界の中では力を失ってしまう。個人結界・月衣がウィザードの力を保っているのである。

　侵魔もウィザードと同じく月衣を纏っている。故ゆえにウィザードにしか侵魔は倒せない。

　ベール＝ゼファーが人形――アニスに目をつけたのは、人形のくせに月衣を纏っていたからだ。

「オモチャなら、一個手元にあってもいいかもしれないなぁ――考えていたら欲しくなってきちゃった。しばらく観察してみようっと」

　音もなくベール＝ゼファーは立ち上がり、とんっと無造作に跳躍した。ポンチョをはためかせ、光溢あふれる夜の街に身を投じる。す、とその姿が実体感を失った。遠くの街明かりが透明になっていく体越しに揺らめく。どこかに転移するようだ。

　ベール＝ゼファーが消えると同時に、紅い月も消滅し、屋上を覆っていた黄昏色の光も消えた。後には、当たり前の夜が残るのみである。




　光も影もない薄闇の中で、年とし端はもいかない少女が大きな鏡と一緒に浮かんでいる。

　真しん鍮ちゆうのような鈍い輝きの髪、鉛色の瞳。羽織ったブラウスの前はボタンが全て留められておらず、慎つつましい膨らみと細いへそが見えている。見た目の幼さに反してそれが奇妙に艶なまめかしい。

　ミニスカートの裾を両手でつまみ、少女は自分の背丈と変わらないサイズの鏡に向かって、優雅に一礼した。

「お姉様にはご機嫌麗うるわしく。ニー＝クラリス、参りました」

　薔ば薇らの花とトゲのあるツタの意い匠しようの彫ちよう金きんが施ほどこされたいぶし銀の枠がある鏡。その鏡面は妖しげな燐りん光こうが揺らめくだけで、人の姿は映っていない。

　だが、ニーの瞳には敬愛してやまない魔王の姿が見えている。

「お言いつけ通りに、プラーナを集める準備を進めております。ちょっと面白いモノを手に入れましたので、使ってみようと思ってます。ええ、大丈夫ですわ。ご心配なさらずとも、きちんとお仕事を成なし遂とげてみせます」

　舌足らずな子供っぽい声で大人びた台詞を口にして、ニーは華やかな、しかし媚こびた笑顔を浮かべた。

「プラーナ献けん上じようの暁あかつきには、ぜひこのニーに士し爵しやくの称号を……はい。必ずや」

　鏡で揺らめいていた燐光が消えた。ニーの顔から笑みが失せる。は、と嘲あざけるように短く息を吐き、後ろ手に手を組んでくるりと鏡に背を向けた。

「どっかの馬鹿魔王みたいに、勝手に超公とかの爵位名乗っちゃったほーが楽なんだろうけど。後うしろ盾だてのない爵位じゃ周りになめられるしね。頑がん張ばってお仕事しなくちゃ」

　魔王とは、爵位を持つ高位侵魔を示す。最下位が士爵、最高位が大公。例外に皇帝という称号があるが、これは序列一位の上に存在する超高位侵魔一柱のみを呼ぶ。

　ニーが従っているのは、数人しかいない大公の一人だ。その後ろ盾を得られたら、賜たまわる士爵の称号以上にニーの地位は高いものとなる。

　成功の際に得られるメリットが大きい反面、失敗したら決して許されない。あの大公に睨まれたら、裏界で生きることは事実上不可能になってしまう。

　ぐっと拳を固め、ニーは鏡を振り返った。

「あたしの鏡さえあれば、きっと簡単よ。絶対に魔王になってやるんだから」














　深夜。人通りの完全に絶えたアパート前の細い路ろ地じに、箒形態ブルームモードのアニスがある。その前に、一いち狼ろうと空そらが立っている。

　こんな時間であるが、一狼も空も輝き明めい学園秋あき葉は原ばら分校の制服姿だ。

　もちろん学校に向かうわけではない。絶ぜつ滅めつ社しやが支給したこの制服は〈呪じゆ練れん制服〉という防御魔法効果を追加された呪じゆ術じゆつ的な衣装であり、物理的な防御力も一般的な服とは比べものにならないほど高い。万一に備え、制服を着ているだけだ。

「さて、と」

　一狼はアニスにまたがった。乗る位置は後ろ寄りで乗車姿勢はオートバイにかなり近い。

　ハンドルではなくグリップと呼ぶべき操そう縦じゆう桿かんが機体の左右に付いていて、それを別々に操作することで箒ほうきを複雑に制せい御ぎよできる。

「アニス。始動」

「了りよう解かいでございますデス、イチロ。ＨＴＢＸ０１Ａアニス、アイドリング開始デス」

　アニスの機体後部が低い駆く動どう音おんを放ち始めた。これから強ごう奪だつされた砲撃戦用人型決戦箒試作機Ｂ型、白はく兵へい戦せん用よう試作機Ｃ型の捜そう索さくを行うのだ。今日はその初日である。

　試作機の識別信号は何らかの原因で本来の出力よりも大幅に弱くなっていて、かなり接近しないと検知できないらしい。

　結果的に、探索活動は信号を探して都内上空を飛び回るという単純なものになる。

　一般的な機械箒は一人乗りだが、アニスは複座型――二人乗りタイプだった。

「えっと。どうやって乗ればいいのかな？」

　機械箒に乗ったことがない空が、小首を傾かしげて訊たずねた。思わず一狼は苦笑する。

「――ほんとに行くんですか、探索」

「うん、行くよ。あの人も、一緒に行けって言ってたじゃない」

　さも当然といった顔で空が答えた。

　確かにアニスを一狼に預けた緋ひ室むろ灯あかりは、探索活動に空を同行させれば警けい護ごも兼ねられるから一石二鳥だと言っていたが、一狼の考えは違った。

「でもですね。やっぱり危険ですよ？　箒で飛ぶってことは、たとえ真夜中でも人目につくことありますし――人目につくってことは、侵魔エミユレイターに見つかることもあり得ます」

　むっと空が眉み間けんに軽く皺しわを寄せた。少し機き嫌げんが悪くなったようだ。

「じゃあ斉さい堂どうくんは、あんまり人の気配がないこんな街裏の片隅のアパートで、私を一人にして平気なんだ？」

　一狼は痛いところを突かれてしまった。空を一人でアパートに残すということは、すなわち、もし何らかの襲しゆう撃げきがあっても守れないということに他ならない。

　しかし、連れて歩くのもやはり危険に思えてしまう。一狼は考え込んでしまった。

　空がその場にしゃがみ込み、上うわ目め遣づかいでじぃっと一狼を見つめた。

「一人でアパートに残るのって、きっとすっっっっごく寂しいだろうなぁ」

　――そんな捨てられそうな子犬っぽい目で僕を見ないでくださいよ。

　心なしか潤うるんで見える空の瞳に、一狼は呆あつ気けなく陥かん落らくした。

「――乗ってください。横座りでいいですから」

「ほんとっ？」

　一転、空は瞳を輝かせてアニスに腰掛けた。えへ、と小さく笑って空が一狼の胴に腕を回す。背中に感じた温もりに、思わず一狼はびくりと身じろぎしてしまった。

「ど、どうしたの？」

　空が驚おどろいた声を上げた。まさか体温に驚いたと一狼に言えるわけがない。

「べべべ、別に何でもないですからっ」

「イチロ、心しん拍ぱく数がいきなりレッドゾーンなのでございますデス。血管ぶち切れて死にますデスよ？」

　余計なことを言ったアニスの操縦桿の間にあるコンソールを「うるさいなっ」と引っぱたき、一狼は操縦桿を操あやつった。ぎゅんっといきなりアニスが急上昇する。

「ひゃ」と背後で空が小さく悲鳴を上げた。

　乱暴に発進させすぎたと一狼は反省し、ふわりと空中にアニスを静止させた。

「ひゃあ！」と再び空が声を上げた。先ほどとは少し調子が違う。

「どうかし――」たんですか、と一狼に言わせず、空がはしゃいだ。

「ふわあっ、すっごいね斉堂くんっ。夜の東とう京きようってこんなふうに見えるんだねっ」

　そんなことで悲鳴を上げたのかと一狼は安あん堵どし、改めて眼下に広がる光景を見やった。

　宝石箱をばらまいたようなと比ひ喩ゆされる、都市部独特の夜景。一狼にとって、それはさほど珍しい景色ではない。

　だが、空には違うようだ。綺き麗れいを連発し、興こう奮ふんは収まるところを知りそうもない。

「じゃあ、行きますよ」

　これほど喜んでくれるなら、空を連れてきてあげてよかったと思い、一狼は意図してゆっくりとアニスを発進させた。

　この探索活動は、試作機を発見するか、上から探索中止の命令が来るまで続く。

　一狼は一瞬、試作機が見つからなきゃいいなと思ってしまい、そんな自分に苦笑した。




　探索活動、三日目。今夜も一狼は空とアニスに乗った。元から空には飛行の適性があるようで、慣れた素振りでアニスに座り、無む造ぞう作さに一狼の腰に腕を回す。

　背中に感じる温かさに、一狼は、僕は生しよう涯がいかかってもこれに慣れないんじゃないかと思っている。心拍数は上がりっぱなしだ。

　安全のために今日も呪練制服を着ている。その制服のせいで、空はこの真夜中の行動をクラブ活動のように思っているらしい。

「じゃあ、今日の活動を開始しよう！」

　機嫌のよい声で、空は一狼を促した。

「了りよう解かいです。行きますよ、姫ひめ宮みやさん」

　出会って四日目。一狼の口調はまだまだ他た人にん行ぎよう儀ぎだ。それが空は少々不満らしい。

「もう。私のことは空でいいって言ってるのにー」

「……姫宮さんって呼ぶのに慣れちゃったから、今さら変えるのも……」

　ぼそぼそと一狼は言い訳がましく言った。

　呼び慣れたからではない。空と呼ぶのは恥ずかしすぎて一狼には無理なのだ。

　しょうがないなぁと空が苦笑した。

「いつでも空って呼んでくれていいからね。じゃあ、行こう！」

「とっとと飛ばすがよいのでございますデス、イチロ」

　嬉うれしそうな空の号令とアニスの催さい促そくを受け、一狼はスロットルを開けた。

　しゅんっと姿がかき消えるほどの勢いでアニスが垂直上昇する。

「今夜も好きにフライトするがいいでございますデス。索さく敵てきはオートで行いますデス」

「了解。じゃあ今日は山やま手のて線せんに沿って飛んでみるよ」

　くんっと一狼は操縦桿を操った。滑るような動きで急きゆう旋せん回かいしたアニスがＪＲ秋葉原駅上空に向かう。

　アニスは偉そうなことを言うだけあって高性能な箒だった。聞けば、機械箒のシェア第一位の一流メーカー、米国アンブラ社の特殊なラボで造られたという。

　操縦桿のみの操作ではなく、使用者として登録したウィザードの各種生体信号を機体制御に取り入れているそうで、アニスはまさしく一狼の意のままに空を駆ける。

　秋葉原駅そばにある真新しいビルを空が指さした。全面がミラーガラスで覆おおわれていて、電気街のビルと違って看板がない。そのシンプルさがかえって人目を引く。

「アキバランド近日オープンって垂たれ幕まくあるよ、あそこ」

「ああ、アミューズメントビルです。ここ、アニメやゲームの文化だと世界的に有名な街ですからね。アキバランドはそうした文化が楽しめる一種のテーマパークだって聞いてます」

　高層ビルというほどではないが、かなり大きい。暗くてわかりづらいが、屋上は遊園地のような屋外型アトラクションがあるようだ。他にどんなアトラクションが設置されるかにもよるが、遊ぶとしたら丸一日あっても時間が足りないかもしれない。

　中で迷子になったら大変かもな、と一狼はふと思った。

「そうなんだ……楽しそうなところだね」

　何かを期待しているような空の声に、一狼はただ「そうでしょうね」と相づちを打ち、山手線に沿って南に向かいアニスを飛ばした。今夜はよく晴れている。

　下を走る電車をアニスは簡単に追い抜いた。だがこの程度の速度など徐行運転も同然だ。スロットルを全開にすれば、簡単に音速を突破する性能を誇ほこる機械箒である。

　そんな代しろ物ものを普段着でウィザードが操れるのは、月衣カグヤを纏まとっているからだ。この個人結界がなければ、真冬の夜間飛行なんてできることではない。

　それを実は、調査初日の時に一狼は忘れていた。探索に出かけて一時間も過ぎた頃にようやく思い出したのである。空が凍こごえてしまうのでは、と。

　ところが空は平然としていた。このことから導みちびき出される結論は一つ。空は自覚していないが月衣を纏っている。つまり、ウィザードの力を無意識に操っている。

　高いプラーナを有している空が、ウィザードの力を持っていることに不ふ思し議ぎはないが、そのことをまったく自覚していないためか、月衣以外の力に目覚めていない。

　月衣を展開していると気づいた一狼は、ナイトメアにそれを報告した。その返答が、

『当人に教える必要はない。また何か気づいたことがあったら随ずい時じ報告するように』

　だったため、一狼は月衣について空に説明していない。

　だから空は未いまだに自分を一般人だと思っている。

　それでいいと一狼は思う。空みたいな人は、侵魔などという化けものとの戦いに身を投じることなく、穏やかに生きて欲しい――

　そんな願望を他人に持ったのは、これが初めての経験だった。

「あの暗いところって何かな」

　そう空が訊ねた。今は東京駅に向かう途中だ。空が指さしている場所だけ、広い範囲でほとんど光がなく闇が佇たたずんでいる。少し考えてから一狼は答えた。

「皇居です、たぶん」

「皇居？　行ったことないなぁ」

「降りたら捕まっちゃいますよ」

「ふふ、そうだよね。こんな夜中に箒に乗ってるカップルなんて怪しいよね」

「カ、カップルっ？」

　耳慣れない単語のせいで、一狼は殊こと更さらに空を意識してしまった。思わずグリップを握る手に力がこもり、不必要にスロットルを開けてしまう。

　ぐんっとアニスが一気に加速し「どこ行く気でございますデス？」と訊ねてきた。

　一狼が答える暇ひまもなくアニスは東京駅上空を南に向かって通過し、銀ぎん座ざも築つき地じも越えてしまった。

　東京タワーを横目に見る位置の真正面、暗い海の上に横切る光の帯がある。

「斉堂くん、あの光は？」

　光の正体がわからない一狼は「アニス。あれ何だ？」と質問を振った。

「レインボーブリッジも知らないデスか、この田舎いなか者ものどもが」

　アニスの言い方にむっとしながらも一狼は減速操作をした。

　新幹線をぶち抜ける速度から急激にアニスが速度を落とす。芝しば浦うらと台だい場ばをつなぐレインボーブリッジの上を通過してから大きく弧こを描いてさらに減速し、高度を下げる。

　海上すれすれでアニスは停止した。東京湾側からレインボーブリッジ越しに都心を眺ながめる位置で、ゆらゆらと宙に漂ただよう。

「ふわぁ。綺麗……」

　橋を見上げて空が感かん嘆たんの息を漏もらした。

　一狼の目にも、澄んだ真冬の夜空に浮かぶように見える鮮やかな照明は幻想的に見えた。世界がどこか、うっすらと朱に染まっているような印象さえ受ける――

　不意に一狼は違い和わ感かんを覚えた。その違和感の源みなもとに、空が先に気づく。

「あの、高い柱の上。誰かいない？」

　真っ直ぐ伸ばした空の指の先。

　主しゆ塔とうと呼ばれる、橋をワイヤーで吊り下げるための巨大な支柱の頂いただき。

　赤い光を背負った、小さな人影がある。

　この柱の高さは、海抜一二〇メートル。まともな人間が真夜中に登るような場所ではない――いや。場所も時間も問題ではない。問題は、ただ一つ。

　天空で輝く異い形ぎようの象徴、

　紅あかい月。

　一狼は全身が粟あわ立だった。

　主塔の頂上から軽く一〇〇メートルは離れているというのに、人影からは強烈なプレッシャーを――理解不可能なほどに強大な、悪意に満ちたプラーナを感じる。

　――何だ、あの化けものは。

　声さえ出せない一狼の代弁か、アニスがセンサーで捉えた事実を一狼に報告した。

「プラーナ値測定限界をぶっちぎりで超過しまくっておりますデス。敵戦闘力推測はまるっと不可能、とっとと逃げるのデスこのうすのろニンジャ!!」

「了解だ！」

　一狼はその場でアニスを旋回させるとすぐさまスロットルを開けた。加速の反作用で海面に激しく波が立ち、飛沫しぶきが踊おどる。

　どんっと衝しよう撃げき音おんを放ち、砲弾の勢いでアニスがレインボーブリッジから遠ざかる。

　一狼にきつく空がしがみつく。悲鳴を上げないのは加速が強烈すぎるせいだ。一狼でさえ加速の反動で血が頭の後ろに偏かたよって視界が暗くなり、意識が飛びそうになった。

　限界だとスロットルを閉める。視界に色が戻り、すぐ前に東京タワーがそびえていることに今さら気づいた。

　レインボーブリッジから東京タワーまでは、直線距離で二キロメートルほどだ。

　その距離を数秒で移動したのだから、速度は音速を超えていた。月衣を纏っていなければ、体がバラバラになっていたかもしれない。

　速度を落としたアニスがゆっくりと東京タワーの頂に接近していく。

　体が楽になっていくのを感じた一狼は、後ろの空を気き遣づかった。

「だ、大丈夫ですか」

「な、なんとか……死んじゃうかと思ったよ、もう。いったい、何だったの」

　空の声は震えていた。よほど驚いたらしい。

　一狼は空に余計な心配をかけることになるかと少し悩んだが、侵魔の存在を知っている空に事実を隠すのも、かえって不安をあおるかと判断し、説明することにした。

「強力な侵魔が出たんです。僕とアニスじゃ、まったく手に負えないような」

「そんなに強い侵魔だったの？」

「そりゃもう。正直、二度と会いたくない――」

　ぞくっと寒気がして一狼は視線をさまよわせた。その目が一点に釘くぎ付づけになる。

　真正面、摑つかめそうなほどに近くに見える東京タワーの最先端部。細い避ひ雷らい針しんの上につま先立ちの影があり、レインボーブリッジで感じたのと同じプラーナを放っている。













　紅い月を背負い、銀の髪かみが輝く。

　その少女は乾いた寒風にポンチョを踊らせて、す、と一狼に手を伸ばしてみせた。

「逃げても無む駄だよ。鬼ごっこであたし、負けたことなんてないわ。たとえ星の裏側に逃げたって絶対に捕まえる」

　声のない一狼に彼女が続ける。伸ばした手を戻し、薄い胸に手のひらを添えた。

「さあ。この美しき蠅はえの女王、ベール＝ゼファーにそのオモチャをよこしなさい」

　ベール＝ゼファー。その名に一瞬、一狼の心臓は止まりかけた。

　数いる魔王の中で知名度は群を抜く。当然、危険極まりない存在としてだ。

　一狼は関わらなかった事件だが、ベール＝ゼファーは輝明学園秋葉原分校に潜入し、ある魔王を復活させようとした経けい緯いがある。対処したウィザードたちによってベール＝ゼファーのたくらみは失敗に終わったが、わずかに運の天てん秤びんが不運に傾いていたら、この世界はその日に終わっていただろうとウィザードの間では語られている。

　――どうする。どうやって、姫宮さんだけでも逃がす。

　おおよそ高度三〇〇メートルの空中に一狼たちを乗せたアニスは浮遊している。

　一狼は空だけ突き落とすことを考えた。空も月衣を纏っているから、ここから飛び降りてもたいした怪け我がはしないはず。通常の物理的ダメージはそれほどに軽減されるのだが、飛び降りる際の速度は、通常の物理運動にしかならない。

　魔王から見たら、それは欠伸あくびの出るような遅さだろう。まず落下途中で追いつかれる。

　ならば空が地上まで落下し、そこからさらに逃げるだけの時間を稼かせぐしかない。

　――僕の命で、何秒時間が稼げるかはわからない。でも、やるしかない。

「姫宮さん」

　一狼は渇きを覚えた喉のどから、吐と息いきのようにかすかな声を絞り出した。

　魔王であるベール＝ゼファーの聴覚が人間レベルのはずはないだろうが、それでも聞き取りにくいようにひそひそと空に話しかける。

「合図したら飛び降りて。大丈夫、姫宮さんも月衣を持ってるから怪我はたぶんしない。地上に降りたら、振り向かずに走って」

「さ、斉堂くん？　いきなり何を――」

　空の質問を遮って、一狼はポケットからウィザード専用端末の0‐Phoneを取り出し、空に押しつけた。

「これ、普通の携帯と同じ使い方ができるから。逃げながらメモリの最初に入っている番号に電話して、保護を求めて。この前会ったナイトメアさんが助けてくれるはず」

「斉堂くん」何かを感じとったのか、空が名前だけを緊張しきった声で呼んだ。

　一狼は応えない。タイミングを探すべく、ベール＝ゼファーを注視する。

「イチロも基督キリストまいて逃げると良いでございますデス」

　一狼の耳でも聞こえるか聞こえないかというぎりぎりの小さなボリュームでアニスが話しかけてきた。

「ここはアニスが気前よく引き受けるデス。無駄死にするしか能のないイチロと違って、アニスには最終究極奥おう義ぎ的必殺技がありますデス、逃走不可能なら東京タワーもろとも消し飛ばしてくれるデス」

「消し飛ばすって――」言いかけて一狼は思い出した。

　自爆用戦術核兵器。それがアニスには内蔵されている。

　一狼は考えた。使うタイミングは難しいだろうが、戦術核なら決定打になり得る。むしろ核を使って仕留められないならば、それこそ一狼に打つ手はゼロだ。

「――それで行こう、アニス。僕が可能な限り時間を稼ぐ。姫宮さんが安全圏に逃げたら、たとえ僕が健在でも構わずに奴もろとも自爆してくれ」

「へっぽこウィザードにしては素敵に無敵に不敵によい覚悟でございますデスね。それなら逃げろ言いませんデス。ではヴァルハラで会おうデス」

　覚悟を決めて一狼はアニスの上で立ち上がった。月衣から武器を取り出そうと両手を広げる動作の途中で、ベール＝ゼファーがため息をついた。

「聞こえてたわよ、全部。言っておくけれど、核くらいじゃあたしを完全に滅ぼすのは無理よ？　幾つか持ってる命の一つくらい、ひょっとしたら消えるかもしれないけど」

「それでも僕はやる」

　毅き然ぜんとした態度で一狼は告げた。それをベール＝ゼファーが鼻で笑う。

「もうやる気も失うせたわよ。あたし、そのオモチャ――変形する箒が欲しくて出てきただけなんだから。自爆されたら意味ないもの」

　そう言いつつも、ベール＝ゼファーの金眼には好奇の色が浮かんでいた。

「あんたたちがこそこそ話している間に、その子のプラーナを探らせてもらったわ」

「わ、私？」

　空がうろたえる。一狼はいっそう真剣な眼でベール＝ゼファーを睨にらみつけた。

「魔王。何かたくらんでいるのか？」

　ひらひらとベール＝ゼファーが手を振り、愉ゆ快かいそうに口元を歪めた。

「さて、どうかしらね。とにかく、そっちの子。箒以上に面白いかもしれないわね」

　ベール＝ゼファーが標的をアニスから空に変えた。一狼はそう判断し、もう一刻の猶ゆう予よもないと、空に飛べと合図しようとした瞬間、理解不能の言葉が鼓こ膜まくを打った。

「いいわ、見逃してあげる。帰っていいよ」

「何だって？」

　信じられない言葉に、一狼は即座に聞き返した。

　ベール＝ゼファーは顔を背そむけ、じろりと横目で一狼を睨む。

　それだけで一狼はすくみあがりそうになったが、どうにか態度だけでも平静を装よそおった。

「だ・か・ら。見逃してあげるって言ってるのよ、このベール＝ゼファー様が。気が変わる前に、いなくなりなさい！」

　一狼は腰が抜けたようにすとんとアニスのシートに座り直した。震える手でグリップを摑む。上手くスロットルが操作できそうにもなく、声でアニスに命じた。

「帰き投とうするぞ」

「あのちんちくりん魔王の言うことバカ正直に信じるでございますデスか？　アニス的にはぶっちゃけあり得なーいと眉があったらつば塗ぬりたくりたい妄もう言げんデスが」

「ちんちくりん？」とベール＝ゼファーが片方の眉をぴくりと吊り上げ、ふるふると頰を震わせ、ぶつぶつと呟つぶやく。

「が、我が慢まんよベール＝ゼファー。ここで短気を起こしたら後で面白くないわ」

　ベール＝ゼファーには何かたくらみがある。一狼はそう察したが、この場でそれを追及などできない。魔王が気まぐれにも見逃すというのだ。〈空の警護〉〈奪うばわれた試作機の捜索〉、二つの任務遂すい行こうのために選ぶ行動は一つのみである。

　ベール＝ゼファーは襲おそってこない。

　そう確信して精神を落ち着け、一狼は手の震えを抑えて操縦桿を操った。

「後ろからずどんされてもご存じございませんデス、イチロ」

　アニスの警告を無視して、機首を秋葉原方面に向ける。空は何も言わない。

　――大丈夫。襲ってこないはずだ。

　そう自身に言い聞かせ、急加速しないようゆっくりとスロットルを開ける。

　すーっと滑なめらかに加速していく途中で、ちらりと一狼は背後を振り返った。

　不安そうな空の顔の向こう。東京タワーの上にあった紅い月が、ふっと消える。

　危険は去った。安あん堵どした一狼は、やや乱暴にスロットルを操作し、家へと急いだ。




　わずかに埃ほこりを舞い上がらせて、静かにアニスがアパート前の路地に降りた。

「今日は探索を中止しよう。じゃあ、お疲れさま」

　さっさと一狼はアニスから降りた。少し遅れて空が降り、持たされていた0‐Phoneを無言で一狼に差し出した。一狼はそれを受け取ると、かしゃかしゃとアニスが人型に変形する音を背中に聞きつつ自室のドアに向かった。

　鍵かぎを開けようとして、自分以外の足音がしないことに気づき、振り返る。

　薄暗い街灯の光に浮かぶ空の顔は、どうも不機嫌そうだった。うつむき加か減げんで視線を合わせようとせず、握りしめた左右の拳こぶしはかすかに震えているようだ。

「どうかしました？」

「怒ってるの――さっき。私を逃がすために、死のうとしたよね」

「それが何か」と一狼は平然と答えた。任務に命を張る。そこに疑問などない。

「何かって！」

　空が声を荒らげるのを、一狼は初めて耳にした。剣けん幕まくに呑まれ、声を失う。

「そんなの私、嫌だ！　私が狙われてるのは一応理解しているつもりだけど、誰かの命を犠ぎ牲せいにしてまで、私一人、守られたいなんて思わないから!!」

　顔を上げた空の頰に、一狼は光る滴しずくを見た。ますます言葉がなくなる。

　後悔や反省をしているのではない。一狼は単純に空が理解できなかった。

　出会ってわずか数日。一狼は、友人でもなんでもない、ただのボディガードのはず。

　一狼にとって任務のために命を投げ出すのは、ウィザードとしても忍者としても当然だ。そこに何の疑問もない。

　ぽろぽろと涙をこぼす空を、一狼はただ黙って見ていた。何をどう言えばいいのか、それさえわからない。そんな一狼と空をアニスが見比べて小首を傾げた。

「状況がアニスにはきれいさっぱりあますところなく把は握あく不可能でございますデス。アニスはどうしたらいいのか誰かとっととご命令するがいいのデス」

　空はぷいっとそっぽを向くと、くるりと踵きびすを返した。

「アニスちゃん、箒になって。私と二人だけで探索に出かけよう。運転、自動でも大丈夫だよね？」

「アニスは高性能なのでＧＰＳナビゲーション利用の全自動運転が至し極ごく当然に搭とう載さいされておりますデス、地球上のどんなところでも二四時間以内に玄関先まで搭乗者をお届けいたしますデスよ」

「じゃあ行こ。斉堂くんなんてほうっておいて」

「よろしいでございますデスか？」

　アニスが目を一狼に向け、そう訊たずねた。一狼は即座に首を横に振る。

「いいわけないだろ。姫宮さんも変なこと言い出さないで、今日のところはおとなしく部屋に戻ってくださいよ」

「変なことじゃない。私にとってこの時間は大切だから、中途半はん端ぱにしたくないの――だから、一人でも行ってくるっ」

　振り向かない空がどんな顔をしているのかわからない一狼は、少し苛いら立だった。

「何わがまま言い出すんですか」

「わがままだと思うんだったら、ほっといてくれたらいいじゃないっ。アニスちゃん、早く変形して」

　あくまで空は一狼を振り返らない。

　再び「よろしいでございますデスか？」と訊ねたアニスに一狼は、

「――てきとうにそこら辺を捜索して、すぐに帰ってくるなら」

　しぶしぶ許可を出した。ここで不毛な口論をするくらいなら、少しの間でも空の気の済むようにさせたほうがよい結果になるだろうと考えた故ゆえだ。

　アニスが変形を開始したのを見て、一狼は玄関のドアに向き直った。

　鍵かぎを開ける動作の途中で、空が「よいしょ。これが操縦桿なのかな」とアニスに搭乗する声を背中で聞いたが、あえて無視してドアを開ける。

　真っ暗な部屋に入ると同時にアニスが駆動音を放った。その音がすぐさま遠くなる。

　一狼は靴くつを脱ぎ散らかして部屋に上がり、裸はだか電球を点した。

　黄色っぽい光が暗がりに慣れた目に刺さる。

　部屋の奥側半分近くを、絶滅社のスタッフによって持ち込まれたアニスの充電用クレイドルが占めていて、ただでさえ広くない部屋の居住性は、住むのが辛く感じるほどに落ちている。アニスが来てからはちゃぶ台が使えず、畳たたんで壁に立てかけたままだ。

　部屋の狭さに苛ついて、ますます神経が逆立つ。

「何だよもう、イライラして。あの日だったりするのかよ……よくわかんねーよ、女の子って。まったくさ。僕は任務で彼女を守ってるんだ。命張って何が悪いんだよ」

　自分がイライラしていることには気づかず、一狼は口を尖とがらせた。どすんとその場にあぐらをかき、膝ひざに肘ひじを乗せて頰ほお杖づえを突いた。

「そうだよ。任務なんだ。任務だから、いつか終わる日が来る――こんな日が、いつまでも続くわけないんだ」

　――姫宮さんとは少し距離をおいたほうがいいかもしれないな。

　ぼんやりと一狼はそんなことを考え、空とアニスが帰ってくるのを待った。




　空を乗せたアニスが向かっているのは、西。空は行き先を特に指定していないが、自動操縦のアニスがベール＝ゼファーと遭そう遇ぐうした南方面を避さけた結果だ。

　飛び立って間もなく正面に高層ビル群が見えた。夜空に一際明るく街明かりが映はえているのは新しん宿じゆく副都心の辺りだ。綺麗なはずのその光景に、空は興味がなかった。

「斉堂くん、わかってない。私、そのうち別のところに行くかもしれないのに。一緒に過ごせる時間って、いつ終わるかわからないのに」

　ぶつぶつこぼしつつ、空は思い出していた。ナイトメアが、いずれはアパートから別の施設に安全確保のために移動してもらうことになるだろうと言ったことを。

　一狼がどういう理由で空の警護の任務担当に選ばれたのか、空は知らない。

　だが、アパートの隣の部屋に住み、学校もクラスも一緒になった。

　経緯はどうであれ、縁えんがあったんだと空は考えている。

　縁は望んで得られるものじゃない。だから大切にしたい。

　でもそんなふうに思っていたのは自分だけだったんだと空はがっかりしていた。

　箒で飛んだら気分も晴れるかなという期待も外れた。やはり一人はつまらない。

「私なんて、ただの護ご衛えい対象でしかないのかな……」

　護衛対象。パーソナリティのない単なる物体のような単語の響きに、ますます空は憂ゆう鬱うつになった。一人で腹を立てて飛び出してきたことさえも、ばかばかしく思えてくる。

　普段は物事を深く考えない自分が、こんなに感情的なのはなぜだろうと空は考えた。

（考エル必要ハナイ）

　そんな声が唐突に頭の中で響いた。え、と空は一瞬だけ疑問に思ったが、その疑問が即座に霧む散さんする。瞳どう孔こうが散大気味になり、空の眼差しは虚うつろになった。

「そうだね。考えることないよね」

（目的ノタメニ必要ダカラ斉堂一狼ト行動スル。ソコニ感情ハ不要）

「うん、わかってる。感情なんて要らないよ」

「誰と会話をしているでございますデスか、ソラ？」

　アニスの質問の数秒後、空の瞳に光が戻った。二度三度と目を瞬まばたかせる。

「誰とも話なんてしてないけど？」

「誰かと会話しているような口調でございましたデスが、独り言だったでございますデスか。ソラ、案外寂しい女だったりしますデス？」

　空は思わず苦笑した。寂しいかと問われたら、寂しいと答えたくなる自分がいる。

　一人で飛んでいることが、空は無意味に思えた。

「……悪いけど帰ろうか、アニスちゃん」

　箒形態のどこがアニスの顔かわからず、この辺りでいいのかなと操縦桿の間にある計器類やモニタが並んだコンソールに空は話しかけた。

　コンソールの一角で白い光が明めい滅めつする。そのリズムに合わせてアニスがしゃべる。

「了解でございますデス。イチロ抜きでの探索は姉妹機信号を発見した際の対処パターンが限定されるデス、明日出直すがこれ幸さいわい好こう都つ合ごう適切なのでございますデス」

　一際高くそびえるツインタワー、東京都庁第一本庁舎ビルを左手に見ながら大きな弧を描いてアニスが秋葉原方面へと進路を変えた、その時だった。

　コンソールのモニタが黄色くなり〈ALERT〉の文字が点滅し始めた。

　モニタの光の照り返しを浴びた空の顔色が変わる。

「な、何？　どうかしたのっ？」

「砲撃戦用人型決戦箒試作機Ｂ型ブリジット及び白はく兵へい戦せん用よう人型決戦箒試作機Ｃ型キャロルと推定される識別信号をキャッチしたでございますデス」

「ほんとに？　よかったじゃない、捜しものが見つかって！」

　ぱっと空は表情を明るくした。

　一人で勝手に出てきたのが無駄にならなかったと喜んだ直後、モニタのバックライトが黄色から赤に転じ、文字が〈ALERT〉から〈DANGER〉に変わった。

「Ｂ型機Ｃ型機に関するあらゆるデータが不適切でございますデス、なんやこれあり得へんやろとミス亜あ門もんが首を捻るような状況でございますデス」

「不適切って、どういうふうに？」

　危機感の湧かない空は、疑問を素直にアニスに伝えた。

　アニスは相変わらずの感情がない声で異変を訴える。

「識別信号に変な劣化ノイズが混ざっているでございますデス。さらに信号を複数検知、Ｂ型機の信号が八、Ｃ型機の信号が八。計一六機が全方位から接近中」

「じゅう、ろく？」空は目を幾度か瞬かせた後、丸く見開いた。

「試作機って、一機ずつしかないんじゃ？」

「だから不適切なデータと判断するでございますデス。もっとも可能性が高いのはアニスの各種センサの故障、次に可能性が高いのは索さく敵てきプログラムのバグ、その次が――」

　ちかっと遠くで光が瞬くのを空は見た。ほぼ同じタイミングでアニスが急旋回する。

　驚きアニスにしがみついた空の視界の端で、火球のようなものがすっ飛んでいった。

「ふわっ？　い、今のって何！」

「ビーッチ!!　姉であるところのＨＴＢＸ０１Ａアニスに砲口向けるのみならず撃うちやがりましたデス、ブリジットのおたんこなす!!」

「ええっ撃たれたって!?」

「黙ってるが幸いでございますデス、舌嚙かんでぶっ千切りお嫌デスならば！」

　アニスがでたらめな動きで飛び始めた。空は振り落とされないようにするので精一杯で、目さえ開けていられない。

　新宿上空で空中戦が始まった。アニスの索敵した通り、敵影は一六。全てが機械箒だ。

　機首先端に砲口を持つＢ型機が間かん断だんなく砲弾を放つ中、機首がブレードになっているＣ型機が斬ざん撃げきを加えようと次々とアニスに突っ込んでくる。

　一対一六という絶望的な戦力差だ。アニスの回避行動にも無理が生じる。

　急減速からの急旋回に耐えきれず、空の体が、ふわりとアニスの上から浮く。

「あ」と呟いた時には、空はアニスから離れてしまっていた。

「ソラ！」気づいたアニスが、瞬間的に上半身だけを人型に戻した。

　アニスが片腕を伸ばし、どうにか空の手首を摑まえる。その一瞬が隙すきになった。

　数発の砲弾が同時に、箒形態のままの下半身に命中し、いびつな火球が広がる。

　砲弾には何らかの呪じゆ術じゆつ的な処理が施ほどこされていたらしく、月衣を纏うアニスに著いちじるしい損傷を与えた。機体後部の装そう甲こう板ばんが剝はがれ落ち、剝むきだしになった機械が火を噴く。

　それでもアニスは空を自分の上に乗せ直し、上半身を箒形態に戻した。

「ア、アニスちゃん大丈夫っ？」

「さすがに大丈夫じゃございませんデス――『機関部に致命的な損傷・回復不能・機体爆発の恐れ有り』――お聞きの通りでございますデス、veryヤバいデスッ」

　アニスの口調とは違う機械的なメッセージの内容は、空にもわかった。どうしよう。そんな言葉さえ出ない。そうしている間にも、次の攻撃が来る。

「とにかく可能な限り逃げますデスそれしかありませんデス！」

　正面、ビル街の中にぽっかりと闇が浮かび、濃い緑の気配がある――新宿御ぎよ苑えん。

　都会の中のオアシスとして近隣の住民に親しまれている緑地公園だ。

　機体後部から炎と黒い煙を噴きながら、アニスは新宿御苑に向かって急降下した。

「ソラ、着地するでございますデス耐ショック姿勢を取るがよろしいデス！」

「耐ショックってそんなのわかんない！」

「要は根こん性じようあるのみでございますデス!!」

　前方に見えた芝生の広場に、アニスは強引に着陸した。

　冬枯れの芝生を引きはがしながら横滑りをし、広場を囲んでいる並木の一本の根元に激突した。衝撃で幹がへし折れ、樹が横倒しになる。

　その反動で空は芝生に投げ出された。周囲に、アニスのデザインと同系列の、しかしどこか歪んだ形状の機械箒が続々と降りてくる。

　着陸した箒が、がしゅんがしゅんと機械音を放ち、次々と形を変えていく。

「……う……」体を打った際の痛みに呻うめきながら、空は上半身を起こした。

　その瞳に、幾つもの人形が映る。

　金属の肌、無表情の白い顔。どこを見ているのかわからない、レンズの瞳。

「ソ――逃ゲ――アニ――――壊――……ピュィ……ィ…………」

　何かを言おうとしたアニスが、わずかな電子音を残して沈黙した。

　直後、被弾した機体後部が爆発した。夜の静寂しじまを破裂音が揺るがし、閃光が周囲を白く染めた。それきり、アニスからは何の音も聞こえなくなった。

　完全に壊れてしまったと空にでもわかる状態だった。

　しんと辺りが静まり返る。枯れ葉のすれる音さえしない。

　空を取り囲んでいるのは、数日前に一狼が壊した人形そっくりだった。歪んだ鏡から抜け出してきたようなどこかいびつな肢し体たい。均整の崩くずれた顔立ち。

　怯おびえた目で落ち着きなく周囲を窺うかがう空は、気づいてしまった。

　宙に、紅い月が輝いていることに。

　紅い月に関しては一狼から簡単に説明されている――紅い月は侵魔と共に現れる、と。

　がしゃんがしゃんと乾いた音を立て、人形たちが包囲の輪を狭せばめ始めた。

　それぞれ勝手な方向に向けられていた人形の眼が、一いつ斉せいに空へと向けられた。

　一六体三二個のレンズ全てに空の怯おびえた顔が映る――

　その空の表情から、唐突に怯えの色が消えた。上半身だけを起こした姿勢から、ゆらりと立ち上がる。だらりと下げられている両腕。緩ゆるい弧を描く背中。

　空は頭を後ろに投げ出すように上半身を反らし、背筋を伸ばした。

　紅い月明かりに照らされたその顔は、人形のように無表情だった。

（殲せん滅めつ開始）




「……遅すぎやしないか？」

　一狼はいらいらしながらポケットから0‐Phoneを取り出し、液晶で時間を確かめた。

　空がアニスと出かけて一時間が過ぎている。道路を行くならばともかく、アニスは機械箒だ。ゆっくりと飛んだとしても、山やま手のて線せん沿いを一周するのに三〇分もかからない。

　二周も三周もするなら別だが、もう帰ってきていてよいはずだった。

　部屋の外に出て帰りを待とうか。いっそ近所に探しに行こうか。飛行してくるのだから、近くのビルの上に行けば帰ってくる姿を見つけられるはずだ。

　そわそわと体を揺らす。こんなに気になるなら一緒に探索に出かければよかったとさえ思うが、そんな後悔は今さら何の意味もない。

「――ダメだ。落ち着かない」

　一狼は弾けるように腰を上げてドアに向かった。

　ちょうどその時、がちゃんとドアの向こうから機械的で大きな音が聞こえた。

　一狼は、アニスが戻ってきたのかとドアを壊さんばかりの勢いで開け放って外に出た。

　街灯の下に浮かび上がる光景に息を飲んだ。見ているものが理解できない。

　――どういうことだよ、これ。

　確かに、そこにアニスはあった。人型ではなく箒の形――無む惨ざんな姿をさらしている。

　機体の後ろ半分が、爆発したようにほとんど吹き飛んでしまっていた。

　一目で破壊されたとわかる状況だった。

　そのアニスの先端を右手で摑み、ここまで持ってきたと思われる人影が誰なのか、一狼の脳は理解を拒否している。

　周囲の路面にアニスが引きずられたような形跡はない。アニスを持ってきた人間は、上から路地に降り立ったようだ。人目につかないようにビルとビルの屋上を跳ちよう躍やくしてきたのかと一狼は推測したのだが、その自分の推測が、にわかには信じられない。

　――どういうことなんだよ、これは。

　疑問を胸中で反はん芻すうしたが、現状の理解を拒否する状態で答えが得られるはずもない。

　ただ、眼前にあるのは冷れい酷こくなまでに揺るぎない現実のみだ。

　そこには確かに空がいた――尋じん常じようではない姿で。

　靴の片方はなく、ストッキングは左右どちらとも何か所が丸く破れ、スカートの裾すそに裂け目が幾つもあり、上着は右袖が肩から引きちぎられたようになくなっている。

　土つち埃ぼこりと思おぼしき汚れの酷ひどい顔は、血の気がなく青白い。

　そして感情の感じられない瞳は、氷のように冷たく無機質に街灯の光をわずかに撥はね返しているのみだった。瞬きさえしない。

　通常の服とは比較にならない強度の呪練制服がこれほどに破損しているのに、破れ目からのぞく肌にはかすり傷一つない。それが殊こと更さらに事態の異常さを語っている。

　空がアニスを離した。持ち上げられていた機首が落ち、がしゃりと大きな音が立つ。

　その音で茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態から立ち直った一狼は、空に駆け寄り、細い両肩を摑んだ。

「何があったんです、姫宮さん！」

　空は無反応だ。一狼は摑んだ肩を揺さぶった。されるがままに空の頭が揺れる。

「答えてください！」

　空が一狼の手を唐突に弾いた。

　細い腕からは想像もつかない力で、一狼の手は簡単に空の肩からはがされた。

　衝撃でびりびりと指が痺しびれて驚く一狼を、ぎろりと空が上目遣いで見上げた。

　ほとんど唇を動かさず、空が言う。

「問題ない」

　まったく感情を感じさせない声だった。かすかな声だったのに、針はりのように一狼の耳に突き刺さる。その鋭するどさに背筋に寒さを覚えながらも、一狼は空を問いただす。

「も、問題ないってどういうことですかっ。どこをどう見ても問題だらけですよ！」

「問題ない」

　鬱うつ陶とうしそうな素振りで一狼を押しのけ、空が自分の部屋に向かった。

　一狼は素早く空の部屋の前に先回りし、話を続けようとした。

「と、とにかく説明してください。いったい何があったんですか」

「問題ない」

　三度空はそう言い捨てると、一狼の手を摑んだ。冷えきった指の感触に一狼がびくりとしたその直後、ぐるんと景色がひっくり返る。

　――投げられた？

　一狼は空中で理解し、身を捻ひねって姿勢を整え、半スクラップ状態のアニスの横に着地した。視線の先で空がドアを開き、部屋に入る。

　一狼はアニスを横目で確認し、すぐにポケットから0‐Phoneを取りだした。自分であれこれと勝手な想像をするより先に、絶滅社の傭よう兵へいとしてしなければならないことがある。もはや早朝に近い時刻だが構わずキーを操作し、端末を耳に当てた。

　コール音が始まる。こんな時間だが数回のコールで電話はつながった。

『鈴すず木きだ』と男の声。一狼は念のため、相手のウィザードとしての名前を確認した。

「斉堂ですが、ナイトメア＝ドリームマンさんですよね」

『確かめるまでもないだろう。どうした、こんな時刻に？』

「実は」余計な前置きを挟はさまず、一狼は簡かん潔けつに現状をナイトメアに報告した。

　アニスの破損状況、空の様子。客観的な事実だけを伝える。

『なるほど。箒試作機の件は、明日にでもメーカーからスタッフが行くことになる』

　とナイトメア。数秒の沈黙を挟んで言い加える。

『姫宮空の件だが。彼女が問題ないと言うのならば、君に考えるべきことは何もない。現状通りに護衛任務を続けろ。また何かあったら報告すればいい、それだけだ』

　了りよう解かい。普段ならばその一言で通話を終えるところだが、今回ばかりは違った。

「……納得のできる説明をお願いします」

『何についての説明だ』

「彼女です。彼女はいったい何なんですか」

　侵魔に狙われるほどの大きなプラーナを持ち、月衣を纏いながらもウィザードの力を自覚していない。呪練制服がずたぼろになるような状態で傷一つ負わず、別人のような態度で「問題ない」を繰り返す。

　そんな空のことが、一狼はまったくわからなくなっていた。

「僕は傭兵です。任務は放ほう棄きしません。警護は続けます。でも、警護対象のことを何も知らずに――」

　一狼が言い募つのる途中で、ナイトメアが告げる。

『知らなくていいことだ、悪い夢を見ないためにも。また何かあれば連絡するがいい』

　一方的にナイトメアが通話を切った。納得できない一狼は、傍かたわらのアニスをつま先で蹴け飛とばした。がんっと固い音が闇に響き、どこか遠くで犬が遠吠えした。
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　床も壁も天てん井じようも全てが鏡でできている最近見つけたそのお気に入りの部屋で、ニー＝クラリスは鏡の床にうつぶせで寝そべった姿勢で顔を両手で支え、いぶし銀の枠がある鏡を、じぃっと鉛なまり色の瞳で見上げていた。

「なかなか面白い見せ物だったわね……ふぅん……この街にあんなのいるんだ……」

　膝から下をぱたぱたと動かし首を傾げるニーの姿が、部屋を構成しているあらゆる鏡に映っている。

　ただ一つ。ニーの覗のぞいている鏡だけが、映すべき正面のニーを映さず、ぼんやりとした薄はく暮ぼのような闇を映しているが、ニーの目にだけは暗い森で幾つもの人形を破壊する人影の映像が、ビデオ再生のように見えていた。

「もう一回見ようっと」

　ニーは右の人差し指を立て、すいすいと宙に記号を描くような動作をした。

　映像が切り替わる。夜空を飛ぶ銀色の機械箒と、それに乗っている小柄な人影――少女に、搭乗者のいない複数の機械箒が襲いかかる様が、鏡に再生される。

「んふふふ、がんばれー、それ逃げろー。ほらほら弾が当たっちゃうよお」

　撃げき墜ついされると知っていて、ニーは逃げまどう機械箒をからかうように応おう援えんした。

　やがて少女を乗せた機械箒は暗いほうへと追い込まれ、芝生の広場に墜つい落らくした。機体から放り出された少女を、追っていた機械箒たちが人形に姿を変えて取り囲む。

　その後の容よう赦しやない暴力が、ニーのお気に入りの場面だった。

　わくわくした顔で、人形が次々と破壊されていく場面を魅み入いられたように見つめる。

　やがて動くものが何もなくなった。

　ただ一人、少女が何事もなかったかのように立っている。

「――この子。おっきなプラーナ持ってる……欲しいなぁ」

　ニーは、すいっと目を細めて呟いた。

「決めた。もらっちゃおう！　さっそく準備しなくちゃ」














　一段と冷え込みの厳しい朝だった。一いち狼ろうは寝違え気ぎ味みの首をさすりつつ、すっかり綿わたが潰つぶれて板みたいになっている薄い布団ふとんから這はいだした。

　添い寝のように横にあるのは、動かない金属の塊かたまりだ。昨夜一狼が苦労して部屋に引きずり込んだ、箒形態ブルームモードのままのアニスである。アニスの居場所である充電用クレイドルは人型状態で座って使用する構造だ。箒形態のままではまったく使えない。

　充電型ハンディ掃そう除じ機きのようにアニスを立てかけられないかと一狼は考えたのだが、箒形態のアニスの全長は、この部屋の天てん井じようの高さの一・五倍はあるため、早々に諦あきらめた。

　自分が狭い思いをすればいいだけの簡単な問題だ、と。

「……うー」ぼりぼりとシャツの下の胸をかき、制服のまま寝ていたことに気づく。

　ズボンもシャツも皺しわだらけだが、呪じゆ練れん制せい服ふくという特殊なものだから替えはない。

「ま、いいか」

　身だしなみについても諦めた。幸さいわい、今日は学校が休みの日だ。

　諦めきれないのは、昨夜のナイトメアとのやり取りである。

『知らなくていいことだ』

　ナイトメアのその一言が、耳の奥で今も響いている。

　この言い方は、すなわち『知るべきではない秘密が空そらに存在する』という意味に外ならないと、一狼は気づいている。

　その秘密が一体どんなことなのか。それも一狼は気になるが、それ以上に『空自身が自分の秘密を知っているのかどうか』が気になって仕方なかった。

　とはいえ、空本人に聞く勇気は一狼にはない。

　それどころか、今度会う時にどんな挨あい拶さつをすればいいのかさえ、わからないくらいだ。

「どうしたらいいんだろうなあ……」

　遠い目をして悩む一狼の腹が、くぅぅぅと鳴いた。思わず苦笑いが頰ほおに浮かぶ。

「――悩んでいても腹は減るか。コンビニ行ってこよっと」

　布団の傍かたわらに脱ぎ捨てていたブレザーを手に立ち上がり、羽は織おって玄げん関かんに向かった。

　ふわあと欠伸あくびをしつつドアを開ける。ちょうつがいの軋きしむ音が二重に聞こえ、寝不足で感覚が変なのかなと思いながら欠伸を嚙かみ殺し、外に出て後ろ手でドアを閉めた。

「ぅー、今日も寒いなあ」

「ほんとだね」

「年の瀬まであまり日もないしね。そのうち雪でも降るんじゃないのかな」

「クリスマスに雪なら素す敵てきなんだろうな、きっと」

「一緒に過ごす相手もいないし、どうでもいいや、そんなこ――とおっ？」

　一狼は何気なく会話をしていた自分に驚き、ぶんっと顔を振って横を見た。

「おはよ、斉さい堂どうくん」

　隣となりの部屋の玄関前、コート姿の空がぺこりと頭を下げた。スクールコートではないが、地味な色合いのコートだ。引っ越しの日以来、久しぶりに見る空の私服姿だった。

「……どうかした？」

　押し黙って見入る一狼に、空が微笑ほほえんで小首を傾かしげる。

　土つち埃ぼこりで汚れていたあの顔が何かの見間違いだったかと一狼が自分の記憶を疑いたくなるほどに、不ふ思し議ぎなくらいに普段通りの空だった。

「私、コンビニ行くんだけど。斉堂くんは？」

「あ、あ。ああ、僕もコンビニです。朝ご飯買いに」

　ぽんと空が手を打ち、嬉うれしそうな顔をした。

「ちょうどよかった！　それならご一緒しない？」

「え」昨日の出来事に対する意識の整理がまったくと言っていいほどにできていない一狼は、思いがけない誘いの言葉に思わず一歩後ずさった。

「――私、ひょっとして空気読めてない……？」

　空が顔色を曇くもらせ、しゅんと身を小さくする。一狼は慌あわてて顔の前で両手を振った。

「いいいい、いえいえとんでもないっ、決してそんなことないです!!」

「……ほんと？　無理してない？　迷めい惑わくなら、そう言って」

　不安そうな空の表情が、ますます一狼を慌てさせた。

「迷惑とか、絶対にあり得ないですから！」

　焦あせりのあまりに一狼が軽く青ざめる一方で、空は一転して実に嬉しそうな笑みを浮かべると、小さな舌をぺろりと出した。

「助かっちゃった。実はまだ、コンビニへの道をちゃんと覚えてないの。一昨日おとといだって、往復に一時間かかっちゃった。あちこちさまよって、帰れなくなるかと思ったよ」

　そう言ってふふっと短く笑った空の顔がまともに見られず、一狼は部屋の鍵かぎをかけるのも省略して歩き始めた。待ってよ、と追いついて並んで歩く空を横目に考える。

　――ほんとに。この人と、夜中のあの人は同一人物なんだろうか。

　空の横顔は機き嫌げんが良さそうだ。眼まな差ざしは穏やかで、昨夜のあの無感情で無機質な氷の瞳を一狼は連想できない。

「私の顔、何かついてる？」

　空が一狼の視線に気づいた。一狼は内心焦あせりながらも平静をできるだけ装よそおい、目を前に戻した。

「べ、別に何もないです」

「そう？」と微笑んでから、空も視線を前に戻した。

　最も寄よりのコンビニエンスストアは、通る道順を間違えなければ徒歩で片道五分しかかからない。短い道中だから、特に会話もしないで店に着き、それぞれ買いものを済ませて帰き路ろに着いた。途中、思い切って一狼は空に疑問を投じてみた。

「昨日は大変でしたね。もう大丈夫ですか？」

「大丈夫って、何が？」

　即答した空は、きょとんとした顔をしている。まったく思い当たる節ふしがなさそうだ。

　ぱちくりと瞬まばたきした純粋そのものの瞳が、しかし一狼の猜さい疑ぎ心しんを強くした。

　――いくら何でも、まったく覚えていないなんてあり得ない。

　自分自身の記憶違いが無いかを振り返りながら、一狼は昨夜の出来事を口にした。

「昨日は探たん索さくに行った先で、魔王と遭そう遇ぐうして。それが原因になって僕たちは喧けん嘩かして、姫ひめ宮みやさんは、部屋に戻った僕に構わずアニスと探索再開したじゃないですか」

　空はきょとんとした顔のままだ。相づちさえ打たない。一狼は話を続ける。

「それで。しばらくして壊れたアニスを持って帰ってきたじゃないですか。しかも制服がぼろぼろ――」

「知らない」

　一狼の言葉を遮さえぎって、空が強い断定口調でそう言った。

　呆あつ気けにとられて一狼は立ち止まったが、空は足を止めない。

　一狼はすぐに気を取り直し、すたすたと早足で行ってしまう空に追いついた。

「知らないって。いくらなんでもそんなこ――」

「知らないものは知らない。昨日はアニスちゃんの探索、お休みだったよね。だから私、早く寝た」

　妙に感情のこもっていない口調だった。素人しろうとレベルの役者が棒読みした台詞せりふのように一狼には聞こえた。納なつ得とくなどできるわけがない。

「何言ってるんですか、姫宮さんっ。昨日は探索行きましたし、そもそもぼろぼろになった制服はどうしたんです、ちゃんと部屋にありますよね？」

　不意に空が立ち止まった。数歩遅れて一狼も止まり、半はん身みになって振り返る。

「問題ない」

　ただ一言、空はそう言った。感情のない氷の瞳で、まったくの無表情で。

　絶句し、動けない一狼に向かって空が再び歩き出した。

　一狼の横で立ち止まり、覗のぞき込こむように顔を見上げる。

「どうしたの、怖いものでも見たような顔をして」

　にっこりと邪じや気きなく微笑み、空は一狼の袖そでを引っ張った。

「早く帰ろ。せっかく温めてもらったお弁当、冷めちゃうよ」

　――何なんだ、今の反応は。

　見たものが一狼は信じられなかった。一瞬、悪夢でも見せられたんじゃないかと思う。

「ほんとうにどうしたの、斉堂くん。顔色、悪いよ？」

　心底心配しているような素振りで、空が不安そうに瞳を曇らせた。

「――何でもないです」

　一狼はそう言うのが精一杯だった。気持ちの整理がつかない。

「何でもないならいいんだけど……何かあったら、遠えん慮りよなく相談してね。せっかく、お隣さんなんだし」

　どこかまだ心配そうな表情の空と、一狼は再び並んで歩き始めた。

　胸の奥で渦うず巻まくのは、やはり昨夜のナイトメアの言葉。

『知らなくていいことだ』

　確かに、護衛任務に徹てつするのであれば、空の正体は知らなくていいことかもしれない。

　むしろ、知ってしまったら任務に差し支つかえる可能性もある。

　しかし一狼は知りたかった。知りたいと思うその理由は、わからなかったが。




　空と別れて一狼は自室に戻ろうとし、玄げん関かんのドアを開ける前に躊ちゆう躇ちよした。

　部屋の中に人の気配がある。かちゃかちゃと機械をいじるような金属的な音が聞こえてくるのだ。空耳ではない。確実に、室内で誰かが何かをやっている。

　鍵をかけずに出かけたことを一狼は思い出し、気を引きしめた。

　音を立てないようにドアノブを回し、数センチのみドアを開けて中を覗き込む。

　中から漂ただよってきた匂いに一狼は顔をしかめた。侵入者は煙草たばこを吸っているようだ。

　首の後ろで無む造ぞう作さに束ねた長い髪かみを背中に垂たらした、細身の白衣姿がある。

　その人影が屈かがんだ姿勢で、ごそごそとアニスをいじっていた。

　――泥どろ棒ぼうか？

　一狼は月衣カグヤから得え物ものを手にしようと、ぴくりと動いた。

　その途端、白衣姿が動きを止めた。

「盗人ぬすつとみたいに盗み見なんてせえへんと、とっとと入れや。君の部屋やろ？」

　少しハスキーな女の声。声の主が腰を上げて振り返る。

　妙な服装の女だった。丈たけの長い白衣を朱あかい袴はかまの巫み女こ装しよう束ぞくの上に羽は織おっている。

　不ふ揃ぞろいの前髪が、ツーポイントフレームの眼鏡めがねにかかっている。化け粧しようっ気はまったくないが美人だった。

　女性の苦手な一狼から見ても、ちゃんとしたらモデルみたいになるんじゃないかと思えるくらいの美び貌ぼうの女が、唇の端に紙巻き煙草を引っかけ、紫し煙えんと一緒に言葉を吐く。

「何や。それともこんな女にビビって入れんっちゅーんか？　あー。そ言えばドリーム野郎が言うとったな、忍者小僧は女苦手やって――何なら教えてやろか？　女のこと、色々。色々知れば苦手意識もなくなるやろ。経験は何事にも勝まさる宝やしな」

　女が愉ゆ快かいそうに眼鏡の奥の瞳を細めた。

　色々。その単語が一狼の頭の中で飛び回る。

　思春期の少年らしい様々な妄もう想そうをひとしきりした後、一狼は確信した。

　しばらく前に秋あき葉は原ばらで一狼をからかったメイド少女の一〇〇〇倍以上、この女は危険だと――下へ手たに隙すきを見せたら僕なんか再起不能になるまで玩具おもちやにされる。

　一狼は侵魔エミユレイターに対するよりも強い警戒心を持った。見み透すかしたように女が鼻で笑う。

「せやから、そんなしゃっちょこばらんでもええやろ。冗じよう談だんの通じん子やな――うちのこと聞いてないんか、ドリーム野郎に。アンブラから技術者来るって」

　ここでようやく一狼は、ドリーム野郎と呼ばれているのが誰なのか理解した。

　夢使いのナイトメア＝ドリームマン。今の任務における一狼の上じよう司しのウィザードだ。

「何やあの阿あ呆ほう、伝えとらんかったんか。今度会うたらシメとかんとあかんなぁ」

　物ぶつ騒そうな台詞に一狼は焦った。このままでは一狼がきちんとした応対をしていないのが、ナイトメアのせいになってしまう。

「い、いえ。来ること、ちゃんと聞いてます」

「せやったら何でそない警戒しとるんや。まさかほんまに、うちが女やからちゃうやろな？　ほんまにそうなら、マジで社会勉強させてやろか？」

　社会勉強。そっちの社会は僕にはいくらなんでも早すぎる。

　こんな時ばかり勘の働く一狼は、半ば青ざめて頭を深く下げた。

「勘かん弁べんしてください、お願いしますから」

　初うい々ういしい奴やなぁと女は笑い、ようやく自己紹介を始めた。

「亜あ門もん天てん明めいや。人型決戦箒ほうき計画のＨＴＢＸシリーズは全部うちが設計した。これでもアンブラじゃ有名なほうや、個人でラボ与えられてるしな。歳は聞いたらあかんで？」

「歳？」と首を傾げた一狼に、天明が苦笑した。

「そこは笑うとこやろ。自分、固いなぁ。それじゃ女子にもてへんで？」

「そ、そうですか？」

「せや。それからうちやけど、見てのとおり陰おん陽みよう師じのはしくれや。ほれ」

　陰陽師。日本でもっとも伝統のあるウィザードの一派だ。

　くわえていた煙草を、天明はぴんと弾き飛ばした。

「火が！」と焦る一狼の見ている前で、煙草がふっと消滅する。

「月衣の中にでっかい灰皿入れてある。携帯灰皿なんてモン持たなくてええから、ウィザードの力は便利でええな」

　特殊な個人用結界である月衣が収納庫を兼ねているのは確かだ。自分の月衣をどう使おうがそのウィザードの自由だが、灰皿を月衣に入れているウィザードなんて一狼は初めて見た。変わった人だなと思いつつ一狼も自己紹介を始める。

「斉堂一狼です。絶ぜつ滅めつ社しやの、」

「自分のことは知っとるから紹介いらん。さて、さっそく本題入ろか」

　天明は話を進めると、白衣のポケットからライターと新しい煙草を取り出した。

　煙草をくわえると部屋の主の許可も取らずにさっそく火を点し、ぷかりとふかす。

「アニスやけどな。思ったより酷ひどく壊れとるわ。ちょいと直すのに日数かかりそうや」

「そうですか。それなら会社に回収するんですよね。いつです？」

「回収？　せえへんよ、そないな面倒なこと。ここでうちが直す。そのための道具や機材は――」

　天明は月衣から、ひょいひょいと物を取り出し始めた。ドライバーやレンチなど一狼が知っているようなありふれた道具から、何に使うのかさっぱりわからない大げさな装置まで、大小様々なものが次々と月衣から取り出され、一狼の部屋を埋うめていく。

　万まん年ねん床どこの布団の上にもお構いなしに物は置かれ、すぐに足の踏み場もなくなった。

「ばっちりや。な？」

　――そんな自信満々の顔で、な？　と言われても……。

　一狼は困りきった顔で、ぽそりとこぼした。

「あの。アニスをここで直すのはいいんですが、これじゃ僕が寝るところもないですよね。どうすればいいんです、僕は」

「決まってるやろ」と真顔で天明が言った。

「このおんぼろアパート、使える部屋はあと一つなんやろ？　そこに世話になれ」

「――はい？　そこに世話になれって、どこにです。使える部屋なんて残ってませんよ、このアパート」

「察しの悪い奴やなあ」

　天明が唇くちびるだけで器用に煙草を上下に揺らした。

「隣で護衛対象と同どう棲せいせいっちゅーとるんや。護衛任務しとるんやし、寝起きを共にしたほうが効率的やろ？」

　当たり前やないか、自分。天明はそう真顔で付け加えた。

「ちょ、待ってくださいよ！　僕に姫宮さんと同じ部屋で暮らせって言うんですか？」

　いくらなんでも無茶すぎると一狼は狼ろう狽ばいした。

　わずかばかりに天明が不機嫌そうな顔をする。

「せやからそう言うてるやろ。ものわかりの悪い子、うちは嫌いや。わかったらとっとと隣行け。まだごたごた言うならダイダルウェイブで外に押し流すで？」

　言うや否いなや天明は懐ふところから墨ぼつ痕こん鮮やかな一枚の和紙を取り出した。

　和紙には文字や記号が特定の法則に従って書き込まれている。呪じゆ符ふだ。

　それを天明は一狼に片手でかざした。呪符の前に虚こ空くうから流れ出た幾いく筋すじもの細い水流が集まって渦うず巻まき、球体を作り始めた。

　一狼は攻性魔力が強烈な勢いで高まっていくのを感じた。

　ダイダルウェイブは、水に属する攻撃魔法である。それも威力はかなり高いほうだ。

　あらゆる目標を、無差別に津波で押し流す。それこそこんなボロアパートなど瓦が礫れきすらも残らず押し流されるだろう。一狼のみならず、隣の部屋の空も、この一二月の寒さ厳しい折に住む場所を失ってしまうのだ。そうなったら困るどころの話ではない。

　渦巻く水球はその大きさをどんどんと増していく。

　見る間にバレーボールサイズを越え、なおも成長する。

　天明がその気になれば一瞬で水球は部屋の大きさを越えそうだ。

「わ、わかりましたっ。とりあえず出て行きますからソレ引っ込めてくださいよ！」

「自分が出て行ったら魔法キャンセルするし。さっさと去いね」

　一狼は回れ右して部屋を出て、ドアを閉めた。がちゃりとドア向こうで音がした。中で天明が鍵をかけたに違いない。

　一狼は冷めかけた弁当の入ったレジ袋を片手に立ち尽くした。

「どーすんだよ、僕……」




「さて、と」

　一狼を追い出した天明はドアに鍵をかけると、呪符を軽く振って懐に戻した。

　攻性魔力が霧む散さんし、水球もかすかな水滴を宙に散らして消滅する。

　天明は振り返り、機材に埋もれた状態のアニスを見下ろした。その表情が引き締まる。

「Ａ型、直すついでにちょいとパワーアップさせとかんとヤバいやろな。何や妙なことになってるっぽいし」

　一狼が留る守すの間に、アニスが行動不能になる直前のメモリを天明はチェックした。

　本体メンテナンスパネル内の小さなモニタで確認した戦闘記録動画は、妙な事実を映していた。襲しゆう撃げきしてきたのは複数の無人機械箒。開発者が見間違えるはずのない、砲撃戦用Ｂ型機ブリジット、白はく兵へい戦せん用Ｃ型機キャロル――の、出で来き損そこない。

「どこぞの阿呆が、あないなコピー商品以下の簡易量産しおったんや。まったく腹立つわ。うちの傑けつ作さくを何やと思っとんねん。なあ、アニス」

　試作機二機を盗んだ侵魔は盗んだだけに留とどまらず、いい加か減げんな仕事で劣化コピーを造ったと天明は判断した。実際、試作機似の不出来な機械箒が何機もアニスを襲ったのだから、事実の解釈として間違いようがない。

「ま、それかて妙な話ではあるんやけど」

　アニスのそばに戻り、機材の山から工具を一つ手に取って手近な外装を取り外しにかかりつつ、天明は腑ふに落ちない表情で呟く。

「盗まれて一〇日程度で、侵魔がどないして簡易量産にまでこぎ着けたんやろな……魔法でも使ったんとちゃうか」

　かちゃかちゃと音を立てて工具を操あやつりつつ、思い出したように口元に笑みを浮かべた。

「――そないなことよりも。お隣さんがどーなるか楽しみやなあ。ここ、壁薄そうやし。あの子ら、えっちなことで頭が一杯のお年頃やし……くっくっく。録音しとこかな」




　ふえっくしょい、と一狼はくしゃみをした。まだ自分の部屋の前に立っている。

　たった今略りやく奪だつされた自室から奇妙な含み笑いが聞こえてきて、一狼はぶるりと身震いした。ただでさえ寒いのに、精神まで凍こごえそうだ。

「冗談じゃないよ、まったく」

　ぶつぶつ言いつつブレザーのポケットから0‐Phoneを取り出し、すぐさま通話操作をした。ほどなくして通話がつながる。

『鈴すず――』木きと通話相手のナイトメアに言わせる前に、一狼は用件を切り出した。

「何なんですか、あの女！　いきなり部屋を乗っ取られましたよっ」

『女？』考え込むような短い沈黙の後、ナイトメアが続ける。

『アンブラの亜門天明か。もうそちらに行ったのか？』

「行ったのかじゃないですよ。ここでアニス直すからって、僕の部屋中を機材だらけにして、僕を追い出したんですよ!?」

『そうか』とあっさりナイトメアは相づちを打った。

「そうかって、そんな簡単に済まさないでくださいっ。あの女、僕に姫宮さんの部屋に厄やつ介かいになれなんて言ったんですよ、無茶苦茶もいいところです、まったくもう！」

　ぷんすかと一狼は0‐Phoneに苛いら立だちをぶつけた。ところがナイトメアの反応は一狼の期待を完全に裏うら切ぎる。

『何か問題か？』

　一瞬一狼は目の前が暗くなった。

　――あり得ないって、その返事。

　手からレジ袋が滑り、ぱしゃんと弁当の容器が軽い音を立てて地に落ちた。

　湯気が立ちそうなくらいに頭が熱を持つ。空いた手で一狼は顔を押さえた。

「待ってください。何か問題かって正直その言葉の意味がよくわからないんですが」

『言葉通りだ。特に問題はないだろう』

　一狼は顔から手を離すと、0‐Phoneの向こうでナイトメアが耳鳴りに悩まされてもおかしくないほどの大声で訴えた。

「大ありですよ！　一から一〇まで何もかもが問題じゃないですか!!」

『怒ど鳴なるな』それでもナイトメアは冷静だった。

『君もプロだろう。まずは落ち着いて、状況を整理して考えるんだ』

「これが落ち着いていられますかっ」

『だから落ち着けと言っている。冷静沈ちん着ちやくに任務を遂すい行こうする忍者にあるまじきうろたえようだな。君はそこまで未熟者だったか。そんなことでは、今回の任務から外すべきかもしれない』

　ナイトメアの冷れい徹てつなまでの正論に、一狼は頭から熱が引くのを感じ、黙り込んだ。

『……ふむ。落ち着いたようだな。それでいい。まずは姫宮空に電話を替わってもらえないだろうか』

「そばにいませんよ、姫宮さ――」

　言葉の途中で、がちゃりと空の部屋のドアが開いた。

　こわごわとした素振りで、顔を出した空が一狼を見やる。

「――さっきから大声出して、どうかしたの？」

　その空の声がナイトメアに聞こえたらしい。ちょうどいい、とナイトメアの声を伝えた0‐Phoneを一狼は胸元に降ろして数秒ほど逡しゆん巡じゆんし、空のそばへ行った。

「私？」と空。「そうです」と一狼は頷いて0‐Phoneを渡した。

「はい、姫宮です」

　空が通話を始めてからすぐに、一狼は空から離れた。

　その気になれば部屋越しの様子さえ聞き取れる聴力だ。

　同じ廊ろう下かで多少離れたところで聞こえ具合は変わらないが、気分の問題である。

「……え……そうなんですか……ええと……でも……はい……」

　――何を話しているんだろう。

　全力で耳から神経を遠のけていても、気になるものは気になる。

　聞かない振りをしながら、ついつい聞き耳を立ててしまった。さすがに0‐Phoneからのナイトメアの声は聞き取れず、話している内容はよくわからない。

「……それ、困ります……」

　――ああやっぱり困るよなぁ。僕なんかと同じ部屋で寝起きできるわけないじゃん。

　空の言葉に一狼は胸中で同意した。その直後に仰ぎよう天てんする羽は目めになる。

「斉堂くん以外の人に警護に来てもらっても、やっぱり私、困りますし――わかりました、しばらく一緒に暮らします。じゃあ斉堂くんに電話替わります」

「マジですかっ!?」

　つい一狼は大声で訊たずねてしまった。

　ちらりと空が一狼を横目で見ると同時に、にこりと微笑んで見せた。

　その笑顔に一狼は卒そつ倒とうしそうになった。しかし気絶している場合ではない。

　一狼は一瞬で空のところに戻ると奪うばうように0‐Phoneを受け取った。

『話はまとまった。姫宮空が同意した以上、問題は何もない。君は相手の性別を意識することなく冷静に任務に当たればよいだけだ。いっそう気を引き締めるように。ではまたな、ニンジャボーイ』

　ぷつ。一方的に通話は切られ、無機質な待機音しか0‐Phoneは伝えなくなった。

　言葉もない一狼に、ぺこりと空が頭を下げる。

「ふつつかものだけど、しばらくよろしくね」

　頰を少し赤く染め、じぃっと上うわ目め遣づかいで空が一狼を見つめて返事を待つ。

　それからおよそ一分。一狼は無言で突っ立った後、目を回してぶっ倒れた。




「お弁当、すっかり冷めちゃったね。ごめんね、電子レンジとかなくて」

「そ、そんなの別に構いませんよ」

　畳たたみに正座し、丸く小さなローテーブルを挟んでの朝食。ほんの一〇分ほど前の一狼には予想もできなかった事態だ。六畳じよう一間に女子――それも困るくらいに可か愛わいらしい――と二人きり。塩しお鮭ざけ弁当の味などまったくわからない。

　――困った。なんでゼリー飲んでるだけでそんなに可愛いわけ。

　一狼ならパックを握り潰して数秒で飲み干すような、吸い口付きゼリー飲料のパックを空は両手で持ち、ちびちびとすするように食している。

　その姿には、向日葵ひまわりの種をかじるハムスターと同様の小動物的愛らしさがある。

　朝から塩鮭弁当を食べる自分と違ってゼリー飲料を選ぶあたり、体重でも気にしているのだろうか、女子って大変だなと思いつつ、じぃっと一狼は空を見つめてしまった。

　空が、一狼の視線に気づいて目を宙に泳がせる。

「そんなに見られると、た、食べにくいんだけど」

「す、すいませんっ」

　一狼は慌てて両腕を掲かかげるという変な動作をしてしまい、手にしていた弁当の容器から中身が宙に舞った。瞬間、一狼の目つきが変わる。

　霞かすんで見えるほどの速さで、箸はしを持った右手が動いた。

　鮭もたくあんもきんぴらごぼうも白米も、一つ残らず元の容器に収まった。

「すっごーい」と空が感心して目を丸くする。

「いえ、これくらい。忍者ですし」

　まんざらでもない気分で、一狼は素直に笑みを浮かべた。

　その一狼の笑顔を瞳に映した空が、嬉しそうに微笑んだ。

「斉堂くんの、普通に笑った顔。初めて見たよ」

「えっと。そうですか？」

　そう返すのが精一杯の一狼に、こくりと空が頷く。微笑が笑顔に変化する。

「うん。何か得した気分」

　今度は空がじいっと一狼を見つめてきた。困った一狼は視線を部屋中に泳がせ、結果的に空の部屋をじっくりと観察した。

　――女の子の部屋っていっても、そんなに特別な感じはしないよな。

　調度品はあまりない。一狼の部屋とは違い、小振りだがちゃんとした衣装ダンスがある他は、食事に使っている折り畳み型のローテーブルと、電気式のファンヒーター、それからワンドアの冷蔵庫があるだけだ。

　テレビさえもない。そういえばこれまでの夜、空の部屋から壁越しにあまり音が聞こえてきたことはなかった。

　特に他意はなく、なんとなく一狼は訊ねてみた。

「テレビとかって見たくないんですか？」

「見ないよ。必要ないから」と空はすぐに答えた。暇ひま潰つぶしと言えばテレビくらいしか思い浮かばない一狼は、軽い疑問を持った。単純な興味でそれを口にする。

「暇な時って、何してるんです？　読書とか？」

「別に何もしてないよ」

　何もしていない。口の中で一狼は繰り返し、違い和わ感かんを覚えた。その違和感の正体がわからない。何をどう質問したら違和感が拭ぬぐえるのかわからずに一狼は黙り込んだ。

　冷めた塩鮭弁当を再び食べ始める。やはり味はよくわからなかった。




　――困ったな。さっそく煮詰まった状況になってる気がするぞ。

　今の状況を一言で言えば、暇。それ以上でもそれ以下でもない。

　どこかに出かけませんかと空を誘ってみてはどうかと胸中で自分に問うたら、無理、と自分が即答した。自問自答はそれで終わり。

　だから空がどこにも出かけない以上、護衛者である一狼も動けないままだ。

　暇な時には何もしない。そう言った空は、言葉通りにほんとうに何もしない。

　窓際の壁に肩を預けて座り、ただぼんやりと窓の外を眺めている。窓から見えるのは、路ろ地じを挟んで向かいにある古い雑居ビルの、ブラインドが下ろされたままの裏窓だけ。

　そんな動かない景色を、空は氷のように動かない瞳で見つめている。呼吸で緩やかに胸が動く以外、身じろぎ一つしない。

　学校での空は、こうではない。クラスに馴な染じみ、休み時間なども雑談に興じている。放課後は、こっそりと尾び行こうして警護任務に就いている一狼に見守られつつクラスメイトの女子と繁はん華か街がいで寄り道をしたりしている。それは当たり前の女子高生の姿だった。

　だが、家での空は様子がまったく違う。

　まるで不要な時は止まってしまう人形のようだった。

　――この人。やっぱり少し変だよな。

　窓際の空と部屋の対角線に位置する流し台のそばに一狼は座っている。

　動かない横顔に、「あの」と一狼は今日何度目かになる呼びかけをした。

　まるでスイッチが入ったかのように、ぼんやりとしていた空の瞳に光が宿る。

「何？」と少し嬉しそうな表情で、空は一狼に顔を向けた。

「もうすぐお昼ですね。お昼ご飯、どうします？」

「お昼？」笑顔のままで空が言う。「朝と同じのが冷蔵庫にあるから大丈夫」

　朝。空はゼリー飲料を一パック食べただけだ。そういえば、空はコンビニエンスストアで同じゼリー飲料を何個も買い込んでいたが、さすがにあれじゃ体力がもたないんじゃないかと一狼は思う。

「またゼリーですか？　もしかして、ダイエットとかしてます？」

「してないよ？　必要ないもの」

「じゃあ、もうちょっとまともなものを食べてもいいような気が……」

　これを口実に、一狼は昼飯に空を誘い出せないかと考えた。どんな店にどんなふうに誘えばいいだろうかと悩み始めた一狼が口を開き直す前に、空が言う。

「別にゼリーで困らないし。何か問題？」

「何か問題って――いえ。別に問題はないと思います」

　問題かと問われたら、そう答えるしかなかった。食事はしょせん、個人の嗜し好こう次し第だいだ。

「そう」と空が相づちを打った。食事の問題を呆あつ気けなく片づけられてしまった一狼は、何をどう言えばいいのかわからずに黙ってしまった。

　数十秒ほど過ぎたか。不意にスイッチが切れたように空の瞳から光が消え、空はまた窓の外に目を向けてしまった。

　――まただ。また止まっちゃったよ、姫宮さん。

　朝からこの繰り返しだった。一狼が話題を振って会話の糸口を作っても、会話が長続きしない。言葉に詰まった一狼が黙り込むと、空は一狼に興味を失くしてしまう。

　――僕、ほんとに会話下手だよなぁ。

　会話が続かないのは自分のせいだ。そう思い込み、ずぅんと一狼は落ち込んだ。昼飯を外に買いに行くのさえ、忘れてしまうほどに。

　結局一狼は、空からゼリー飲料を分けてもらって昼食を済ませてしまった。

　その際、普段の朝食と夕食を空がどうしているのか一狼は気になって訊ねたところ、いつもゼリーだと言う。それで「困らない」と空は繰り返して言った。

　午後も会話が弾まなかった。そうしているうちに日が暮れ、夕食の時刻になった。

　またもゼリーを食べると言う空に、一狼は自室から鍋なべで煮込むタイプの安いインスタントラーメンを持ってきて振ふる舞まったのだが、これは単に一狼がゼリーばかりの食事に耐えられなくなっただけだ。結果的に、空が大喜びしたから悪い気はしなかったのだが。

　――早めに外食くらい誘えるようにならないと、僕がもたない。

　どうしたものかと思案しつつ、一狼は空の台所を借りて鍋や食器を洗っている。

　全部、一狼が自室から持ってきたものだ。ゼリーしか食べない空は、自じ炊すいそのものをしないらしい。だから調理道具も食器もない。

　食器を洗い終え、ズボンで適当に手を拭いながら一狼は振り返った。

　今も空は、ぼんやりと外を眺めている。

　具もないインスタントラーメンに、美お味いしいと目を輝かせていたのが噓うそのようだ。

　アンブラ社の技術者、亜門天明に占せん拠きよされた自分の部屋からは、ほどんと間かん断だんなく騒音が聞こえてくる。がちゃがちゃと金属がぶつかり合う音に混ざり、時折ぢゅいいいんっと歯医者のドリル音を大幅に増ぞう幅ふくしたような金属が削けずられると思おぼしき音が響く。

　よく近隣から苦情がこないなと一狼が思うレベルの騒音だが、それさえ空は気にしていない様子で、人形のようにぴくりともせずに座っている。

　今日、空がしたことと言えば、先ほど風呂を沸わかしただけだ。他には雑事さえしていない。一狼と雑談した時間も、全て合わせても一時間もなかった。

　不意に自室の騒音が消え、しんと静まり返った。

　暖房のせいで曇った窓に、幾筋かの水滴が垂れる。

　外はずいぶんと寒そうだ。一狼がそうぼんやりと思った時だった。

　空が前触れなく立ち上がった。何をするのかと眺めるだけの一狼の前で、いきなり部屋着のスウェットパーカーを脱ぎ捨てた。

　さらにパーカーの下に着ていた長袖Ｔシャツの裾すそに手をかけ、無造作にまくり上げる。

　白く細い腰があらわになったところで一狼は我に返り、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ななななななっ何脱いでるんです姫宮さんっ!!」

「何って。お風呂入ろうかなって――…………え」

　胸の下までＴシャツをまくり上げ、空が硬直した。瞬間的に顔が真っ赤になり、ばっと裾を勢いよく下げた。今の今まで一狼の存在を忘れていたような素振りだった。

「ささ、さささ、さい、さいさい、斉堂くんっ？　そうだったよね、いたんだよねっ」

「は、はい！　いました！　ちょっと隣戻ってきますっ!!」

　どたばたと一狼はみっともなく足音を立て、空の部屋から靴くつも履はかずに飛び出した。

　自室のドアノブに手をかけ、捻ねじり切らんばかりの勢いで捻ひねる。がちんと固い感触があり、ドアは開かない。鍵がかかっている。

「鍵ならポケットに入れっぱなしだったはず」

　一狼はブレザーのポケットをあさり、安っぽいプラスティックのネームプレートタイプのキーホルダーが付いた鍵を取り出し、鍵穴に突っ込んだ。

　鍵は古くメッキがはげ、角が丸く摩ま耗もうしているせいで、すんなり解かい錠じようできない。

　微妙な力加減でキーシリンダーを回し、一狼は鍵を開けた。

　ドアを開け放って室内に飛び込み、一息つく――息が止まった。

「なんや少年。どないした？」

　袴はかまを脱ぎ、着物を肩まではだけた天明がそこにいた。

「これから風呂入るんやけど。何やったら一緒に入るか？」

　人並外れて立派な白い双そう房ぼうを隠しもせずに、天明は一狼に向き直った。

「あー。それともひょっとして。隣の娘とイイ感じになったけど何してええのかわからず、うちに色々教わりに来たとか？」

　天明は楽しそうに言って口元を笑みの形に歪ゆがめ、するっと着物を脱いでしまった。

「結構です!!」

　だんっと部屋を飛び出し一狼はドアを閉めた。部屋の中から、

「ほんまからかいがいのある子やなあ」

　と天明が笑う声が聞こえ、一狼はドアに向き直って大声で抗こう議ぎした。

「僕で遊ばないで、とっととアニス直して出てってくださいよ!!」

「ケツの穴のちっちゃい奴やな。それじゃ隣の娘に嫌われるで」

　ドア越しに返事が聞こえた。一狼もドア越しに言い返す。

「大きなお世話だ、この変態っ。女だったら恥じらい持てよ！」

「よう言った」

　足音が聞こえてきた。一狼は嫌な予感がしてドアから一歩後ずさった。

　ドアが開き、下着一枚纏まとっていない天明が外に出てきた。

「……ほんならここで恥じらいたっぷり叫んでやろか？　犯されるーとか？」

　そんなことされたら身の破滅だ。

　その場にくずおれると、一狼はがっくりとうなだれた。

「――勘弁してください、僕が悪かったです……」

　――泣きたい。何だこの人。ナイトメアさんといい、ウィザードって変態率が一般人より高いのか？

　そんな一狼の心情を察するはずもなく、天明は満足そうに頷いた。

「うむ。非をちゃんと認める少年は、好きや。そうそう、素直が一番やて」

　言いつつ天明が一狼の前にしゃがみ込む。一狼は顔を上げそうになって、慌てて止めた。とんでもないものを真正面で見てしまうところだった。

　ぽんぽんと天明が一狼の背を叩き、立ち上がる。

「ほなまた明日。アニスの修理は数日かかりそうやし、もうちょっと同棲生活満まん喫きつしぃ」

　ドアが開閉されるのを聞き、ようやく一狼は顔を上げた。

　立ち上がらずに座り直して膝ひざを抱え、丸くなる。

「――あー……もう最悪。色々と」

　美少女と同棲して裸の美女に迫られる。アニメやゲームのようなシチュエーションは、きっとアニメやゲームだから楽しめるのであって、現実だとちょっとしんどい。

　一狼はそう身をもって学んだ。空と会うまでは一人しか住人のいないこのアパートでの生活は少々寂しさを覚えるくらいに静かだったのに、変われば変わるものだと思う。

　あの静かな生活が、一狼は懐なつかしかった。

「……任務が終われば、元の生活に戻るさ。それまでの辛しん抱ぼうだ」

　どこか遠くから、空き缶が転がるような音と猫の鳴き声が聞こえ、続いて一狼の部屋の風呂から気持ちよさそうな歌声が聞こえてきた。こてこての演歌だった。

　天明の回るこぶしに一狼は「何、一人でご機嫌なんだよ」とぼやいた。




　空と同居を強しいられた、その翌日の教室。空はクラスの女子と学食に行ったが、一狼は安全な学内だからという理由で護衛をさぼってしまった。

　とにかく眠い。昼飯を食う時間があるなら眠りたい。何せ昨夜は一睡もしていない。

　そばに女子の寝息があって、眠れるような図太さなど一狼にあるはずもないのだ。

　休み時間ごとに、授業終了のチャイムと同時に机に突っ伏してうつらうつらする。

　昼休みは長いからきっちり寝てやると、一狼は気合いを入れて頰を机に預けていた。

『一年一組斉堂一狼くん、校長先生がお呼びです。校長室までお願いします。繰り返します。一年一組斉堂一狼くん、校長先生が――』

　むくりと一狼は身を起こした。

　そばにいた男子生徒が「何やったんだよ斉堂」と訊たずねてきた。

「あ？」と眠り損そこなった一狼は不機嫌な顔をそちらに向けた。男子生徒の顔が引きつる。

「と、とっとと行ってこいよ」

「言われなくてもそうする。早く戻ってきて寝たいし」

　ふらふらと一狼は教室を後にした。歩きながらも寝ね惚ぼけていたようで、どこをどう歩いたのか覚えていないのに気がつけば校長室の前にいた。

　気を引き締め、眠気を払う。よし、と呟き丁てい寧ねいにドアをノックして告げる。

「斉堂一狼、来ました」

「入ってくれたまえ」

　ドア越しに渋い男の声が聞こえ、一狼はドアを開けると一礼して入室した。

　片方の壁際に書しよ架かがあり、部屋の中央に革張りのペアソファーが天然木と思しきテーブルを挟んで並んでいる。

　部屋の奥、マホガニーの机に着いていた校長、荻おぎ原わら宗そう一いち郎ろうが席を立って一狼を迎えた。

「何のご用でしょうか」

「まあ、座りなさい」

　荻原は一狼に着席を勧め、自らもソファーに腰を下ろした。失礼します、と一狼は背筋をしゃんと伸ばして対面のソファーに浅く腰掛ける。

「用件は簡単だ。ただ、これを貸そうと思っただけだ」

　すっと荻原が右手を横に伸ばした。一瞬、手首が消える。月衣カグヤから何かを取り出そうというのだ。現れた手首は、黒光りする漆うるしの塗ぬられた鞘さやを摑つかんでいた。日本刀だ。

　鞘を見ただけでわかる。かなりの業わざ物ものである。

　こんな上等な鞘に不出来な刀など収める阿呆は、少なくとも忍びの世界にはいない。

　その刀を、荻原は一狼に差し出した。

「我が一族に伝わる村むら正まさだ。持ってゆくがいい」

　村正。室町の世に生まれ、一族に仇あだなすと徳とく川がわ家に蛇だ蝎かつのごとく忌いみ嫌きらわれた、謂いわれの多い妖よう刀とうだ。正しくは千せん子ご村正という伊い勢せ桑くわ名なの刀かたな鍛か冶じの手による刀の総称である。

　一派を束ねる荻原一族が伝えてきた刀ならば、間違いなく本物の村正のはず。

「名刀と呼ばれる刀は多いが、妖刀と呼ばれるものは少ない――君も知っておろう。妖刀と呼ばれるものには、呼ばれるだけの理由があると」

　刀を受け取らず、こくりと一狼は頷いた。うむ、と頷き返して荻原が話を続ける。

「当たり前の名刀で魔は切れぬ。たとえどれほど切れ味鋭くとも、だ。だが、これは違う。真に魔を断つ、本物なのだよ」

　ぐい、と荻原がさらに刀を突き出した。顔さえ映る磨き込まれた鞘を、一狼はまじまじと見る。

「僕には過ぎた業物です。うちは下げ忍にんの家系、そんな宝刀を扱うなんてできません」

「家系は関係ない。噂うわさに聞いたのだが――今回の任務は、場合によっては高位侵魔とやり合うこともあろう。そのために必要なものを貸すと言っておるだけだ」

　荻原はどうやら、一狼がベール＝ゼファーと遭遇したことを知っているようだった。

　己の純粋な戦闘力で高位の侵魔には勝てない。そう思い知っている一狼だ。妖刀レベルの武器がどれほど己の助けになるかも、よく理解している。

　それでも、一狼は村正に手を伸ばせなかった。あまりに分ぶん不ふ相そう応おうな代しろ物ものだからだ。

「受け取れ。それとも、一度差し出したものを引っ込めさせるという恥を、私にかかせる気か？」

　恥。そう言われてしまっては、一狼も村正を受け取るしかなかった。

「可能な限り、使わずに済ませます」

　一狼は一礼し、村正を己の月衣に丁寧にしまった。

「それでは困る。必要ならばためらわずに使え」

　しかし、と口を挟もうとした一狼を、荻原は太い笑みで制した。

「成すべきことのためであれば、へし折ってくれても構わん。だから必ず、返しに来い。よいな？」

　ますます一狼はかしこまり、頭こうべを垂れた。

「このご恩、生しよう涯がい忘れません」

　その一狼の肩を、荻原が軽く片手で叩いた。

「なーに、忘れてしまえ。しょせん老い先短いジジイのお節せつ介かいだ。私はただ、任務が終わった時に、無事に戻ってきて欲しいだけだよ。これからの時代、世界を危機から守るのは私のような老いぼれではないのだからな」

　一狼は顔を上げた。かっかっかっかと荻原が軽やかに笑う。

「さておき、斉堂くん。どうかね、彼女とは上手くいっておるのか？　実に可愛らしい娘ではないか、あれなら君でなくとも守ってやりたくなるというものだ」

　このまま校長室にいたら、根掘り葉掘り聞かれる羽目になる。

　そう一狼の勘は働き、逃げるように席を立った。

「任務完了の折にはすぐにお借りした宝刀をご返却に上がります故ゆえ、しからば御ご免めん！」

　時代がかった挨拶をし「こらちょっと待たんか」という荻原の制止の声を振り切って、一狼は校長室を出た。途端、気が抜けて強烈な睡すい魔まが襲ってきた。

　この後、どうやって教室に戻ったのかも覚えていなければ、いつの間に放課後になったのかも一狼は知らず、気がつけば教室は無人で隣の席に空だけがいた。

　すっかり陽は傾き、斜光がオレンジ色に教室を染め上げている。

「そろそろ帰らない？」

「…………すいません」

　そんな些さ細さいなやり取りにさえ、一狼は不思議と安らぎを覚えた。

　守るべき存在の前で何時間も眠りこけたという失しつ態たいに気づき、空の前で頭を抱えて後悔するのは、この後の帰路の途中である。




　数日が過ぎ、今日は二学期の終業式だった。明日から冬休みだ。

　慣れとは偉大なものだと一狼は思う。空との生活はおおむね順調だ。

　空と布団を可能な限りに離して敷しいていても寝息が気になり、さすがにぐっすり眠れないが、会話でぎくしゃくすることは、出会った頃とは比較にならないほど減った。

　昨日になってようやく、外食に誘うのもどうにかできるようになった。

　経験に勝るものはない。そんなことを天明が出会った日に一狼に言ったが、天明の人格はともかくとして、その言葉だけは認めていいと一狼は考えるようになった。

　その天明が今、空の部屋に来ていた。くわえ煙草で畳に寝そべり、まるで自分の家のようにくつろぎながら台所に声をかける。

「空ちゃん、夕飯まだかー？」

「もうちょっとですー」

　ガスコンロに大きな鍋をかけ、エプロン姿の空が中身をぐるぐるとお玉で混ぜている。

　鍋からは香こう辛しん料りようが複雑に混ざり合った香りが漂っている。すなわちカレーだ。

　炊飯器と鍋と食器は一狼が提供した。材料費は天明が出した。買いものには一狼と空で行き、調理は空が一人でやっている。

　見られていると何か恥ずかしいと言う空の姿に一狼は照れてしまい、下ごしらえも手伝わずに台所を見ないよう努力してきた。

　やがてカレーの匂いが立ち始め、嗅かぎつけた天明が先ほど部屋にやってきたのである。

　ピーと台所の一角で電子音が鳴った。炊すい飯はん器きの、炊きあがりの合図だ。

「ルーもたぶんできましたっ」

　空が明るい口調で告げた。

「じゃあ盛りつけますからもうちょっとだけ待ってください」

「あいよ」と天明が身を起こし、くわえていた煙草をぴんっと弾き飛ばして月衣内の灰皿に捨てた。

　まだ部屋に漂う煙を、一狼がぱたぱたと手で扇あおいで散らす。換かん気き扇せんが回っているので、この程度の対処でも多少は匂いが少なくなる。

「煙草なんて吸ってると味がわからなくなるって言いますよ。やめたらどうです」

「大きなお世話や。煙草くらい吸わんとストレス社会じゃ生きていけへんよ」

　ふんっと天明が鼻で笑う。口では天明に勝てるわけがないと思っている一狼は、そうですかと曖あい昧まいに答えて台所に目を向けた。

「手伝いましょうか？」

「いえ、いいです。男の人は座っていてください」

　その空の口振りに、天明が実に嬉しそうに妙にいやらしい笑みを浮かべた。

「男の人やて。もしかしてあんたら――ヤった？」

「やるわけないじゃないですかっ、何言ってんですか、亜門さん！」

　一狼は即座に全力で否定した。一方で空は、

「やるって、何をです？」

　純粋そのものの顔で答え、盛りつけたカレーを両手に一つずつテーブルに持ってきた。

　一人暮らしの一狼が貸した食器だ。カレー皿が三つ揃うはずもなく、天明の分は皿だが一狼の分はラーメンどんぶりで、空の分は大きめの茶碗だ。

　ごとりと重量感たっぷりにラーメンどんぶりがテーブルに置かれた。

　そのカレーの外観に、やったやらない論議は完全に忘れ去られた。

「あのー、姫宮さん。これって」と一狼。

「どうかした？」と受け答えしつつ空が自分の分を盛りつけに台所に戻った。

　天明が、空の背中と自分の皿を交互に見やる。

「なあ。この部屋ってもしかして包ほう丁ちようないんか？」

　天明の言葉で思い出した。空がこれまで自炊なんてしたことがなかったことを。

　だから鍋も食器も炊飯器も一狼が貸したのだが、包丁を貸してと言われた覚えはない。

　台所から意図的に意識を外していたから気がつかなかったが、そういえば包丁がまな板を叩く音も聞いた覚えもない。

「えっと。それが何か問題？」

　空が自分の分を持ってテーブルに着いた。茶碗にこんもりと盛られたカレーには、野菜が本来の形そのままで真っ黄色のルーにまみれている。タマネギは薄皮がついたまま。じゃがいもの皮もそのまま。にんじん一本まるまるが真ん中に突き立っている。

　肉だけはカレー用に切ってあったのを買ってきたおかげで、まともに見えた。

「じゃあ、いただきます」

　そんなカレーと呼ぶのが不可能な代物を、空は何の疑問も持っていないような顔で食べ始め、あまつさえ「うん、美味しいっ」と頰を綻ほころばせた。













「なあ、一狼」と天明。「もしかして初めてご飯作ってもろたんか？」

「……ええまあ。外食とかコンビニで済ましてましたから」

「そか。これも経験か……」

「……そうですね」

　いっこうに皿に手をつけない一狼と天明を、空が交互に見た。

「冷める前に食べてよ。せっかく作ったんだし」

　一狼は意を決してスプーンを取ると、じゃがいもをスプーンで割ろうとした。

　がりっと音がして皮が剝むけただけだった。

　――生じゃないのか、これ。

　ちらりと一狼は天明を盗み見た。即座に首を横に振られた。

　――言うたらあかん。男の子やろ。

　そんな声が聞こえた気がして、一狼は無言で食事を始めた。

　カレーなのに苦い。漢かん方ぽう薬やくのような味だ。基本的には市販のルーを使ったはずなのにどうしてカレーの味がしないのか、一狼はただただ不思議だった。

　一口二口カレーをなめるように味見した天明が、空に訊ねる。

「あんな、空ちゃん。これ、ターメリックたくさん入れたんちゃう？」

　ターメリック。日本ではウコンの名で知られている香辛料だ。カレーの黄色い色合いは、主にこの香辛料が発色させている。

「うん。どれくらい使うかわからなかったから一ビン全部入れてみたけど、ちょうどよかったみたい」

　一ビン。買いものにつき合った一狼は、調味料コーナーの一角で『カレーにどうぞ。風味が本格的にお手軽アップ！』とポップの立った場所にあったターメリックのビンを思い出した。缶コーヒーの半分ほどの大きさのビンだったと覚えている。

　おそらく、三人前ならルーに小さじ一杯程度を加えるのが適量なのだろうなと空のカレーから一狼は学んだ。確かにこれも経験だった。




　食後、「あー。珍しいモン食ったわ」と天明は逃げるように一狼の部屋に帰った。

　空が平然とカレーを平らげたため『食べられるものでできている』というその事実のみをよりどころに、一狼と天明もカレーを完食した。

「鍋にまだまだあるからね」と空は上機嫌で片づけをしている。

　壁に背中を預けて座っている一狼は、空の後ろ姿を眺めながら考えていた。

　――やっぱり変だ。

　空のカレーに一狼は納得していなかった。味がどうのとかいう問題ではない。ターメリックの入れすぎは、味覚音痴の領域で片づけられる普通の問題だ。

　問題は、作り方。たとえ親がカレー嫌いで家の食卓に出されることがなくても、給食か何かでカレーくらい普通なら誰だって食べたことがあるだろう。食べたことがあるならば、野菜が切ってあると知っているはず。

　だが空のカレーは「野菜と肉をルーで煮て、お好みで香辛料を加える」と作り方を簡単に説明されたとしか思えない代物だった。

　空がカレーをきちんと見たことがあるかどうかも怪しい。

　校長に呼び出された日以外、一狼は空が学食に行く時は気配を消して尾び行こうし、警護しているのだが、空と昼食を共にする女子生徒たちはダイエットでもしているのか、カロリーが高いカレーを食べていた記憶はない。

　だからと言って空がカレーを見たことがないと決めつけるのは早そう計けいなのだが、疑問は拭えない。空の作ったカレーは、それほどに非常識なものだった。

　――カレーを知らないなんて、あり得るのか？

　そんな単純な疑問に答えが見つけられないほど、空という存在はどこかちぐはぐとしている。親しくなるに従い、余計に違和感が拭えなくなる。

　欠けつ落らく。その単語が思い浮かび「姫宮さん」と一狼は空に声をかけた。

　当たり前の質問をして当たり前の答えをもらって、安心したかった。

「何？」

　空が振り向かずに答えた。洗いものをしているその手元が食器洗剤をどれくらい使った結果なのかわからないほど泡立っているが、一狼はひとまずそれを無視した。

「ここ引っ越してくる前って、どこにいたんです？」

「知らない」

　その空の即答に「え」と一狼は驚きを隠せなかった。思わず立ち上がる。

「知らないって。そんな馬鹿な。もしかして言いたくないんですか？」

「言いたくないなんてことないよ。知らないだけ」

　やはり振り向かずに、どこか平坦な口調で空が答えた。

「私のことなんてどうでもいいよ。それよりもうすぐクリスマスだね」

　空が洗いものの手を止めて振り返る。

　普段通りに笑っている空の可愛らしい顔が、一狼にはどこか異質に見えた。

　笑っているけれど、心が笑っていない。そんな気がした。

　同じ部屋にいるのに、存在を遠くに感じる。

　空はほんとうはどこか遠くにいて、目の前の彼女は鏡か何かに映っているだけの幻まぼろしのように思える。そこにいるはずなのにリアルに感じられず、引っ越す前のことを一狼は追及できなくなってしまった。

　空が作りものじみた笑顔のままで濡れた手をエプロンで拭い、言う。

「クリスマス、何か予定ある？」

「予定、ですか」

　動揺を隠して一狼はおうむ返しにした。空が一狼の言葉の続きを待っている。

　ほんの一〇秒ほどの静せい寂じやくだったが、一狼にはずいぶんと長く感じられた。

　空の笑顔にかげりが宿る。その自然な変化でさえ、今の一狼の目には奇き異いに映った。

「……訊かれて困るようなことだった？」

「こ、困るなんてそんな。予定なんてないですよ、姫宮さんの警護任務中なんだし」

「それなら、お願いしちゃおうっかな」

　空の笑顔から不安の色が消える。

　ただそれだけのことに、一狼はほっとしてしまった。

　空のことを正体不明だと疑いながらも、悲しい顔はさせたくない。そんな矛む盾じゆんを抱え込んでいることに一狼自身は気づかず「お願いって？」と話の先を促した。

「秋葉原の駅前にできたアミューズメントビル――ええと、アキバランドだったっけ？　あそこ、イブの夕方にオープンしてオールナイト営業するってクラスの子から聞いたの。行きたいけど、ダメかな」

「僕が禁じる理由はないですよ。いつものように陰からちゃんと警護しますから、心配しないでクラスの女子と楽しんでください」

　そう一狼は答えた。空がどこに行こうが自分の目の届く範囲であれば問題はないと。

　しかし空は首を横に振った。

「そうじゃなくて。一緒に行こうって言ってるの」

　一瞬、一狼は聞き間違えたかと耳を疑った。しばらくして、自分を指さして呟く。

「――僕と？」

「……ダメ？」

「――二人で？」

「……うん。ダメかな？」

「――それって、デートって言いませんか」

「……そうだね。そうとも言うかな。ダメ？」

　念を押された瞬間に、一狼は激しく首を繰り返して横に振った。

「めめめ、滅めつ相そうもない！　僕なんかでよかったらお供させていただきますっ」

　ふふっと嬉しそうに空が笑った。

「そんなに固く考えないでよ、アニスちゃんの探索だって二人で出かけてたじゃない」

「や、あれはアニスがいたし、二人っきりじゃないですよ」

　二人きり。自分で言ってその単語に一狼は緊張し、赤面して口をつぐんだ。

　――ああもう。今から緊張してどうするんだ、僕。

　クリスマスイブは三日後。その間、僕の神経はもつんだろうかと一狼は心配になった。

「あともう一つ、お願いあるんだけど」

　デートの約束以上に困難な願いはないだろうと一狼は、

「いいですよ、何ですか」とあっさり返した。

「敬語。ずーっと気になってたんだけど、クラスメイトにそれって変じゃない？　名前だって呼び捨てでいいのに」

「よ、呼び捨てっ？」

　うんと空は頷いたが、空と名前で呼んでいる自分を一狼はどうしても想像できない。

「ぜ、善ぜん処しよしま――」

「ほらまた敬語だよ」

「――がんばってみま――る。それでいいで……いいかな、ひ、姫宮」

　しどろもどろの一狼に「とりあえずはそれでいいでしょう」と空がわざと丁寧な口調で返し、いたずらっぽく笑った。その笑顔からは、一狼は違和感を覚えなかった。

　――僕が守るべきは、この笑顔。それでいい。

　――空の正体なんか関係ない。

　一狼は、素直にそう思えた。




　一狼のアパートを近くに見下ろす古いビルの屋上。呪術的文様を刻み込まれた砲身を持つ、鈍く光るガンブルーに染め上げられた機械箒――ガンナーズブルームが空中に静止している。腰掛けているのは緋ひ室むろ灯あかりだ。

　灯は感情の色の薄い瞳で、じっと空の部屋の窓明かりを見つめていた。

「どうした。気になるのか」

　灯の斜め下。屋上を囲む細い鉄てつ柵さくの上に立つナイトメア＝ドリームマンが言った。

「別に」と灯が返す。「私が気にしても意味ないことだから」

「意味ない、か……確かにそうかもしれん。しかしだ。あの二人には今の時間がきっと意味のあるものになるだろう」

「それも私にはわからない。でも、結末だけは変わらない」

　灯の口調は静かで冷淡だった。ふ、とそれをナイトメアが鼻で笑う。

「夢のない考え方をする」

「私には現実しかないもの」

「現実か。その現実は俺が守る――この件は俺が責任者だ。俺が最後はけりをつける」

「当然。責任を取るのが責任者……来たようね」

　呟き、灯は視線を斜め下に投じた。視線の先でビルの中から屋上に通じるドアが開き、白衣姿が現れた。ナイトメアが器用に鉄柵の上でくるりと振り向いた。

「来たか、亜門天明」

「見てわかることをいちいち偉そうに言うんやない。ついでに人を上から見下ろすんやない、この阿呆」

　不快そうに天明はくわえ煙草を揺らした。それはすまなかったなとナイトメアが柵から降りる。灯は動かない。天明に合わせる気はまったくないようだ。

　ちらりと灯を見やり、天明は視線をナイトメアに据すえた。

「時間を無駄にするのは趣しゆ味みやない。とっとと話進めるで」

「せっかちな女だな」とナイトメアが芝しば居いがかった態度で肩をすくめて見せた。

「やかましいわ、ほっとけ」

　天明はぷっと月衣の灰皿に短くなった煙草を吐き捨てると、すぐに新しい煙草を取り出し火を点けた。深呼吸するように一いつ服ぷくする。

「結論から言わせてもらう。アニスの戦闘記録は一〇〇パーセントの信頼性や。センサの故障や索さく敵てきプログラムのエラーなどは、まったくない」

「つまり」とナイトメア。「一機ずつしかないはずの試作機が、何機も存在すると」

「せや。不っ細工な劣化コピーやけどなぁ――実に不愉快や。うちの芸術、あない不出来に量産しおって」

　天明の唇でぶちっと音がした。腹立たしさのあまりに煙草のフィルターを嚙みちぎったのだ。そのフィルターもろともまた煙草を吐き捨て、別の煙草をくわえ直す。

「オリジナルとの性能差は？」と灯。「敵戦闘力は把は握あくしておきたい」

「アニスの短い戦闘記録からやと、正確な数値を弾き出すのは無理やが……推論で、ざっと六割っちゅーところやろか。一機を相手にするのなら並のウィザードで充分倒せるが、一ダースで来られたら、あんたらでもちょいと手こずるかもしれへんな」

　天明は真顔でそう言った。分析には私し見けんを挟んでいない。客観的事実のみを考こう慮りよして、一対一二以上になる戦いはできるだけ避さけろと忠告しているのだ。

「覚えておく」

　灯がそう答え、ナイトメアに目配せした。ナイトメアは灯と視線を合わせて一つ頷くと、目を天明に戻した。

「ＨＴＢＸ０１Ａの修復完了はいつになる？」

「調整まで含めると明後日あさつてや。量産機と違って部品を交換すれば終わりちゃうし」

「明後日か。それまで敵が動かないことを祈ろう」

　天明の目つきが鋭くなる。数秒の沈黙の後、紫煙を吐いた。

「――敵は来るんやな？」

「来る――必ずな。そのための姫宮空だ」

　言って、ナイトメアは灯のガンナーズブルームに飛びつき、ぶら下がった。

「タンデムシートを俺のために付けてくれる気にはならないか？」

「少し嫌」

　灯が即座に答えた。ガンナーズブルームが低い駆く動どう音おんを放ち、その場で一八〇度向きを変える。直後、どんっと衝しよう撃げき音おんを残してガンナーズブルームは飛び去り、あっという間もなく闇に消えた。

「そのための、か」ぽそりと天明は呟いた。

「それも世界のためか。残ざん酷こくやな」




　　　†　　†　　†




　くるくるとミニスカートの裾を翻ひるがえして踊おどる姿が、あらゆる角度であらゆる鏡に映っている。鏡に映った姿をさらに鏡が映し、その姿をさらに別の鏡が映す。

　無限に増ぞう殖しよくする鏡映の中心で、ニー＝クラリスはご機嫌だった。

「やっとできたやっとできた、あたしのお城ーっ。これならきっとお客様たちもすっごく満足してくれるはず」

　軽いステップを踏んで回転を止める。ふわりとスカートの裾が落ち着くと同時に、正面に彫ちよう金きんの施ほどこされたいぶし銀の枠がある、何も映さない大きな鏡が出現した。

「お姉様にはご機嫌麗うるわしく。準備万ばん端たん、整いましてございます」

　金色の光が揺らめく鏡に向かってニーは礼儀正しく挨拶した。

「もうすぐ、ここには人間どもが大たい挙きよしてやってきますわ――プラーナを搾しぼり取られるとも知らずに」

　ニーはふふふと笑い、感極まったかつま先立ちで再びくるくると鏡の前で幾度もターンした。す、と回転を収め、また鏡に一礼する。

「その前に。大きな獲え物ものを一匹、献けん上じよういたしたく存じます。もう少しだけ、お待ちくださいませ。それでは、失礼いたします」

　鏡で揺らめいていた光が消える。自分よりも大きな鏡に、ニーは抱きついた。

「お姉様はきっと気に入ってくれるわ、あのお人形。あたしのお城に来る人間どもも、きーっと喜ぶわ。だってお姉様とあたしの美味しいご飯になれるんだものっ」

　くすくすとニーは笑う。その可愛らしい笑い声は、いつまでも鏡の迷宮に響き続けた。






















　今日は朝から近くで道路工事がうるさかった。年末になるとどうしてこの国はたいして傷んでもないアスファルトをめくっては鋪ほ装そうし直すのか、一いち狼ろうは理解に苦しむ。

　つい先ほど静かになった。日はすでにとっぷりと暮れている。

　普段通りに窓の外をぼんやり眺めている空そらの姿から目を外し、一狼は水でも飲もうと台所に向かった。蛇じや口ぐちを捻ひねって一緒に首も捻る。

　ちょろちょろと細い水流が出たと思ったら、すぐに水が止まってしまったのだ。

「何だ？」

　一狼は蛇口を閉めたり開けたりしてみたが、水は止まったまま。

　その様子に気づいた空が「どうかした？」と訊たずねた時だった。

　こんこんとドアがノックされた。天てん明めいさん来たのかなと空が呟つぶやく一方で、一狼は緊張した。隣となりの部屋から修復作業の騒音が聞こえている今、天明が来たということはない。

「姫ひめ宮みやは、ドアから一番遠い部屋の角に移動して」

　と小声で一狼は告げてドアに向かった。

　一狼の緊迫感を感じ取ったか、空がやや不安そうな顔で指示に従い移動する。

　いつでも月衣カグヤから苦く無ないを取り出せるよう心の準備をし、一狼は壁に半分ほど身を隠す格好で鍵かぎを開け、ドアを細く開いた。

「どちらさまですか」

　廊ろう下かに電灯はない。部屋から漏もれる光だけがぼんやりとドアの向こうを照らす。

「そこの通りで道路工事してた者なんだけど」

　ドカジャンと通称されるナイロン生地の防寒ジャンパーを着た作業員と思おぼしき中年の男が立っていた。寒さのせいだろう、やや顔が赤い。

　一狼は警戒心を解かずに、ドアを半開きで押さえたまま応じた。

「工事ですか。そういえば朝からうるさかったですね」

「あー、すまんかったなあ。でもおじさんはこれが仕事だから」

　作業員が恐きよう縮しゆくしたように苦笑した。人はよさそうだが雑談につき合うつもりなど一狼にはない。さっさと話の先を促す。

「何の用ですか」

「重ねてすまないんだが、工事の最中に水道管やっちまってな。今、復旧作業してる最中なんだが今夜遅くまで断水しちまう、この近所。それを伝えに来ただけだ」

　道路工事の際に、埋まい設せつしてある水道管やガス管を傷つけてしまうことは、よくあることだ。驚くには値あたいしない。

「断水ですか」なるほどと一狼は思う。蛇口を捻っても水が出ないはずだ。

「不便かけると思うけど、できるだけ早めに直すし、我が慢まんしてな？　じゃあお騒がせしました」

　最後だけ中途半はん端ぱに丁てい寧ねいな口調で頭を下げ、作業員は去っていった。

　一狼はドアを閉め、鍵をかけた。

「しばらく断水するそうですよ」

「敬語に戻ってるよ」と空が釘くぎを刺した。

「あ、ごめん」と頭をかいた一狼に、空が首を傾かしげて見せる。

「断水かぁ。晩ご飯終わった後でよかったね。あとで飲みものだけ買い出しに行く？」

「僕の部屋の冷蔵庫に缶コーヒーが何本かあったけど、天明さんが飲んじゃったかも」

「飲んじゃったよ、たぶん」

　そうだよねぇあの人だしと頷うなずき合った途と端たん、隣から大声が聞こえてきた。

「断水やって？　いきなり言われても困るっちゅーねん」

　先ほどの作業員が隣の部屋に事情を説明しに行ったようだ。天明の苦情は続く。

「これから風呂入ろと思っとったのに！」

　その天明の文句で一狼と空は顔を見合わせた。ほんとすいませんという作業員の平謝りが聞こえる中、同時に目を瞬まばたかせる。

「そうだ、風呂」「そうだよ、お風呂」

　二人揃そろって考え込む一方、隣の部屋で天明が早々に諦あきらめた。

「しゃあないなぁ今日はもう風呂はええわ。あんたもさっさと帰れ。寒いしドア閉めさせてな」

　ほんとすいませんと繰り返して作業員が去っていく様子が伝わってきた。乱暴に隣の部屋のドアが閉められる。

「すぐ近くじゃないけど」と一狼は口を開き直した。

「銭せん湯とうあるけど、どうする？」

「銭湯？」と聞き返した空に一つ頷き、一狼は話を続ける。

「歩いて一五分くらいかかるから、冬だと湯冷めしそうな気がするけど……行くなら案内するよ」

「行く！」と一狼の語尾と重なるくらいの勢いで空が嬉うれしそうに答え、立ち上がった。そのまま衣装ダンスに向かう。

「斉さい堂どうくんもお風呂行く準備してきてよ。着替えとか持ってくんだよね？」

「あ、うん」一狼は自分の部屋に戻ろうとドアに向かった。途中で立ち止まり、衣装ダンスを開けたばかりの空を振り返る。

「一応、呪じゆ練れん制せい服ふく着ていこう。道中で何かに襲しゆう撃げきされないとも限らないし」

「うん、わかった。じゃ、三分くらいしたら外でね」

　言いつつ空がタンスから何かを取りだした。くしゃくしゃとした小さな布の塊かたまりが下着だと気づき、一狼は大おお慌あわてで部屋を出た。




「彼女と一緒に銭湯やて？　ほー。へー。ふーん……明日はもうクリスマスイブやからなぁ、そかそか。やるやないか、少年」

　と、天明にさんざん冷やかされて自室で準備を済ませ、時間通りに空と待ち合わせして銭湯にやってきた。

　道中、どうも銭湯のシステムを空がよくわかっていないと会話で一狼は気づき、料金の支払い方法から入浴の基本マナーまで教える羽は目めになった。

　入り口で別れ、それぞれに入浴する。普段から入浴に数分くらいしか時間をかけない一狼は、そそくさと風呂から上がって着替えを済ませ、銭湯の外に出た。

　銭湯の面している道路は決して広くはないが、それなりに行き交う人が多い。

　一狼は銭湯の玄げん関かんから少し離れ、電柱の陰に身を寄せた。

「……いつもの癖くせですぐ出てきたけど。姫宮、当分出てくるわけないよなあ」

　同じ部屋で寝起きをするようになってから、空が入浴する間、一狼は玄関前で待つことにしてきた。その間、おおよそ三〇分。

　今からだと二〇分以上、寒空の下で一狼は待つことになる。

「……ま、いいか。中に戻るのも不自然だし」

　片手に提さげた、着替えとタオルを入れたレジ袋をぷらぷらと揺らしながら、夜空を見上げた。よく晴れているようだがほとんど星は見えず、うっすらと灰色に染まっている。

「この街の夜空ってあまり暗くないんだよな」

　郷里の星空が、一狼はほんの少し懐なつかしくなった。

　夜空を天の川が縦じゆう断だんする満天の星空。寝そべって眺めているだけで幾いくつも流星が走り、一定の速度ですーっと消えることなく横切っていく人工衛星まで見える。

　あれがほんとうの夜空だと一狼は思う。引っ越してくる前のことを知らないと言った空は、星空というものを見たことがあるんだろうか？

　しばらく一狼は、無言で闇と呼べない夜空を見上げていた。

「里の星空。空に見せてあげたいな」

　そんな言葉が口からこぼれた、一分後。思いがけずに空を呼び捨てにしたことに気づいて一狼は赤面した。今さら慌てて周囲を確かめる。見える範囲には誰もいない。

　ほっと一息ついて気を緩ゆるめる――数秒してはっとした。

「誰もいないだって？」

　まだ深夜と言える時刻ではないのに、先ほどまであった人通りが絶えている。

　耳を澄ましても、近くにある大通りの喧けん噪そうが聞こえない。

「まさか！」と一狼は顔を跳はね上げた。

　仄ほのかな朱しゆをたたえた夜空の中天に輝く――

　紅あかき月。

　周囲一帯が一種の異次元と化している。月げつ匣こう。そう呼ばれるこの結界が出現した以上、敵は来る――侵魔エミユレイターが現れるのだ。

「油ゆ断だんした!!」

　舌打ちして銭湯の玄関に走る。湯とペイントされた古風な磨すりガラスの引き戸に手を伸ばす。嫌な予感がし、指先が戸に触れる寸前に一狼は大きく真横に飛びのいた。

　轟ごう音おんが聞こえ、ドアが吹き飛んだ。中からの砲撃に間違いない。

　一狼は月衣から両手で苦無を取り出した。

　その耳に、がしゃりと聞き慣れた機械音が聞こえた。

「――また人形か！」

　一体の機械人形が姿を見せた。ステンレスの体に白い顔、黒い髪かみ。

　全体的にアニスに似ているが、やはり何もかもがいびつで不格好だった。人形の腕には手首というものがなく、どちらの腕も肘ひじから下は円筒形で先端が黒く開口し、穴から硝しよう煙えんの匂いと細い煙が漂ただよっている。砲口だ。

　――アニスに聞いた砲撃戦型に似てるけど、これは紛まがいものだな。

　人形は、横に飛んで避さけた一狼にまだ気づいていない。

　先手を打つ。一狼はそう判断し、ダッシュした。

　足音に人形が反応する。レンズ眼に一狼を捉え、近いほうの腕を掲かかげた。同時に砲口が火を噴く。

　一狼はタイミングを読んでいた。飛び込み前転の要領で前に身を投げ出す。その上を砲弾が行きすぎる。

　砲撃の反動で跳ね上がった腕を人形が構え直す前に、一狼は人形の懐ふところに飛び込んだ。伸び上がりざまに股こ間かんから首まで苦無で分断する。刃渡りの短い苦無だ。人形を左右に断つほどの深さでは切れないが、作動を停止させるには充分な攻撃だ。

　停止した人形を押しのけて銭湯の中に入ろうとした一狼は、再び嫌な予感がして真後ろに跳ちよう躍やくした。

　一狼が破壊した人形が頭から真っ二つになり、左右に倒れる。

　鏡の破片のようなものに転じていく残ざん骸がいを踏みつけて出てきたのは、腕がブレードになっている白はく兵へい戦せん型の人形だった。この機体も全身に歪ゆがみがある。やはり紛いものだ。

「邪じや魔まをするな!!」

　吼ほえて一狼は人形に突っ込んだ。振るわれたブレードをかいくぐって胴体に取りつき、押し倒す。喉のどに苦無を捻ねじ込んで目一杯捻った。

　狙いどころがよかったようで頭はそれで簡単にもげ、人形が動きを止めて倒れた。

　銭湯は玄関をくぐってすぐのところに番台がある。その奥、男湯と女湯の脱衣所にそれぞれ通じるドアがあるが、どこにも人の気配はない。

　身を起こした一狼は、ためらわずに女湯に向かった。

　ドアを開け放とうとしたその瞬間、奥から爆発音のような轟音が聞こえた。

　反射的に身構え、一いつ拍ぱく遅れて女湯の脱衣所に飛び込む。

　脱衣所の壁が派手に吹き飛び、外が見えている。脱衣所の奥、浴室に通じるガラス戸は砕け散り、辺りにはところ構わずガラスの破片や壁の残骸が転がっている。

　空の姿はどこにもない。

「どこだ、姫宮!!」

　一狼の叫びに応えるかのように、銭湯の裏手から間かん断だんなく砲撃音が聞こえてきた。

　絶え間なく連つらなる砲撃音が遠ざかっていく。何かが人形と戦闘をしつつ移動しているらしい。一狼は壁の穴から外に飛び出し、砲撃音を追った。

　破壊されて鏡の破片と化していく人形のなれの果てが、一狼を導く道しるべのように路ろ地じ裏うらに幾つも転がっている。尋じん常じようではない状況だ。

　――何だよ、これ。

　不安に苛さいなまれながらも一狼はビルの谷間を駆け抜け、路地から大通りの交差点に出た。

　人通りの絶えるはずのない時刻だが、街角は無人。通りには自動車も見当たらない。

　クリスマス直前で華やかなはずのイルミネーションは全てが消灯し、余計に空虚感を強調している。

　世界から隔かく離りされた、人形だけが闊かつ歩ぽするがらんどうの街。

　交差点に面した歩道の一角に立つ一狼には、そう見えた。

　そんな交差点の中央。鏡の破片に転じていく数体の人形の残骸に囲まれて、白い華きや奢しやな人影があった。白いボディースーツを着ているのかと一狼は考えたのだが、すぐに勘違いだと気づいた。

　その少女は、裸ら体たいに白い生地の下着だけを纏まとい、華きや奢しやな手でもぎ取った人形の頭部を鷲わし摑づかみにし、冷たい瞳で天空の紅い月を仰いでいる。

　恐怖さえ覚えさせる作りものじみた綺麗な横顔は、一狼の見知ったモノだった。













「――姫宮……？」

　空は答えない。一狼を見もしない。

　ただ天を見上げるのみの空の手の中で、人形の頭部が鏡の破片となって砕けて散った。

　一狼は押し黙って空の視線の先に目を投じた。

「――何だ？」思わず声が漏れた。「……鏡？」

　異界の門が開く時、天に輝く紅い満月。その禍まが々まがしい輝きの月から吊り下げられているかのように、姿見を思わせる大きな鏡に腰掛けた小さな人影があった。

　ゆっくりと、空のそばに人影を乗せた鏡が降りてくる。

　いぶし銀と思しき縁ふちのある楕だ円えん形の鏡は、奇妙な代しろ物ものだった。

　一目で直感的に鏡だとわかるのに、鏡面には何も映っていない。

　歪みのある鏡面ではおぼろげに光のようなものがゆらゆらと揺れているだけだ。夕方の水面にどこか似ているという印象を一狼は持った。

　黄昏たそがれ色を映した鏡が、鏡面を一狼たちに向けた状態で、アスファルトから数メートルの高みに浮かんでいる。鏡に細い足を組んで腰掛けた人影が空を見下ろし、

「ごきげんよう」と愛らしい声で空だけに挨あい拶さつをした。

　交差点の隅にいる一狼を気にする素振りもない少女の容姿は、極上だった。

　羽は織おったブラウスの隙すき間まからのぞく白く慎つつましい胸、細い腰。鉛なまり色の瞳と真しん鍮ちゆう色の髪が共に鈍い輝きを放つ、ビスクドールのような容よう貌ぼう。その全てが一狼には異質に見えた。

　ぶるりと身震いする。背筋を寒くする感覚の正体は、外でもない恐怖だ。

　東とう京きようタワーでわずかに言葉を交わしたあの魔王、ベール＝ゼファーほどの力はないだろう。だが、鏡に座った少女から感じられる凶悪なプラーナは、一狼をすくませるに充分すぎるほどに強大で、足を地に縫ぬい止とめられたように動けなくなった。

「あたしはニー＝クラリス。初めまして、あたしの新しいお人形さん」

　少女――ニーが機き嫌げんのよい声で言った。空は無言のまま、瞬きさえしない。

　ニーが勝手に、無反応の空に語りかける。

「あたしね、もうすぐね、魔王になるの。だからさっそくだけどお持ち帰りしていいかな？　いいよね？　うん、そうしよう」

　理屈の通っていないことを嬉しそうに言い、ぽん、とニーが手を打った。

　その瞬間、ニーが座っている鏡によく似た別の鏡が二枚、空の左右に出現した。

　二つの鏡は、合わせ鏡となるように空へと向きを変える。直前、空が普段からは想像もできない俊しゆん敏びんさで飛びすさった。何か危険を感じ取ったらしい。

「もー、動かないでよ」ぷうとニーが頰ほおを膨ふくらませた。

「だったら動かないようにしてから、持って帰る！」

　ぱちんとニーが指を鳴らした。

　空を挟もうとしていた鏡が一瞬ぶれ、二枚から四枚へと数を増した。

　再び指が鳴る。四枚は一瞬で八枚に増え、また指が鳴り、八枚は一六枚になった。

「この前も、さっきも。これじゃ足りなかったんだよね」

　にこりと微笑ほほえみ、ニーは幾度も繰り返して指を鳴らした。そのたび、鏡が倍になる。見る間に数え切れないほどに増殖し、空とニーを幾いく重えにも輪になって鏡の列が取り囲む。

「全部で一二八枚。あ、これくらいあれば合わせ鏡で挟むのも簡単だったね。でも、せっかく増やしたんだし――遊ぼう！」

　ばっとニーが両腕を大きく開いて掲げた。

　鏡が一いつ斉せいに揺らめく。黄昏色を映すその鏡面から、にゅうと銀色の腕が、足が出現した。枠に手をかけてそれらが機械の体を鏡の中から引きずり出す。

　人形。人形。人形。人形。人形。人形――機械人形。

　現れた人形の腕が次々と武器化する。腕が砲になる人形と、刃になる人形の数が同じように一狼には見えた。

　人形を吐き出した鏡が次々に塵ちりとなって消滅する。歪んだ鏡の鏡映から実体化した、歪んだ姿の人形の群れが、空を取り囲んだ。

　それらの人形たちもニーも、交差点の片隅で立ち尽くす一狼を無視している。取るに足りない存在なのだ、一狼など。ニーには路ろ傍ぼうの砂じや利り程度にも興味がないだろう。

　――何で動けないんだよ、くそっ。

　その声すらも一狼は出せない。唇くちびるはわなわなと震え、歯の根が合わずにかちかちと情けない音を立てるだけだ。顔を背そむけないのさえ、自分の意志ではない。

　一狼を置き去りにしたまま、事態が動く。

　空の右腕に異変が起こる。皮ひ膚ふが黒ずんでひび割れ、肉が盛りあがる。

　肩から数倍に腕が膨れあがり、表面が亀きつ甲こうのような艶つやのない殻からと化した。

　指と呼べるようなものはない。手首さえもない。肘ひじから先は実に単純な形をしていた。

　杭くいである。それも吸血鬼を滅めつするために心臓に打ち込むような、太く無ぶ骨こつな杭だった。

「……アーム、ブレイド……まさか……」

　一狼の乾ききった喉から声が漏れた。アームブレイド――腕が武器に変化するその意味を一狼は知っている。知ってはいるが、目まの当たりにしても信じられない。

　無意識に現実を拒絶しようとする一狼の眼前で、一対一二八という戦闘が始まった。

　包囲の輪の最前列から空までの距離は、せいぜい五メートル。

　その至近距離で、最前列の砲撃型全てが、一斉に砲撃を放った。

　いきなり包囲の輪が乱れた。中心から的が消え、放たれた全ての砲弾が対面する人形を何体か撃ち抜き、そして爆散した。一瞬で二〇体以上の人形が呆あつ気けなく壊されたが、空中から下を眺めているニーは、ただ面白そうな顔をしているだけだ。

　余裕を感じさせるニーの視線の先。包囲の輪の外に空が移動していた。

　動きが一狼には見えていなかった。俊しゆん敏びんさに秀ひいでた忍者の眼が空の動きを追えない。

　あり得ないと一狼は思うが、それもまた現実だった。

　空が前に向かって倒れ込むように身を低くする。前髪の隙間で瞳が冷たく光る。その光が不意に流れた。残像だけ残して空が人形の群れを割って駆け抜ける。

　杭の腕が伸びて何体もの人形を貫つらぬく。人形を串くし刺ざしにしたままの杭を横なぎに振るってさらなる人形を空が打ち砕く。

　圧巻だった。戦闘力の桁けたが違うというレベルですらない。

　空の前には、人形はただ壊されるだけの存在に過ぎず、人形が砲弾を放とうが刃を振るおうが、空の裸体にかすり傷一つつけられない。

　幻想的だった。打ち砕かれた人形は崩れて鏡の破片となる。

　破片が無数に宙で踊り、紅い月を映してきらめく中で、踊るように空が淡々と人形を破壊し続ける。

　一狼はニーが放っているプレッシャーさえ忘れ、いつしかその光景に見とれていた。

　――綺麗だ。

　一狼はもう空しか見ていなかった。だから百体以上も複製した人形の半分ほどを潰つぶされて拗すねた顔をしているニーに気づかなかった。

「つまんない」

　鏡に座って足をぷらぷらと揺らし、空中から戦闘を眺めているニーがそう呟いた。

「ダメじゃん、この人形。ウィザードがあたしたちを滅ぼすために作ったって聞いたから、期待してたのにぃ。わざわざ盗んでコピーしたあたしがバカみたいじゃない。こんなんじゃお姉様にも呆れられちゃう。せめて一匹ぐらい、ウィザード殺しちゃわないと――」

　ニーが、戦闘の輪の外に呆然と立っているだけの一狼に目を向けた。

　一狼に興味が湧いたわけではない。ただ、何となく目が向いただけだ。

「ん？」とニーが首を傾げた。おとがいに指を当てて考える素振りをする。

「ウィザードってよく徒党を組むよね」ぼそぼそと独りごちる。

「こいつら、たまたま一緒に居合わせただけじゃなくて、組んでるんじゃない？　でも、あっちの奴は弱すぎて足手まといだから、戦いに加われずに見てるだけとか？」

　ぱちくりと幾度か瞬きし、にぃっとニーは唇の端を吊り上げて笑んだ。

「これって使えるかも」

　ニーは片手を一狼へと伸ばし、ぴしりと指さした。

「先にあっち殺やっちゃえ！」

　体の向きはそのままで、一斉に人形が一狼に首を向けた。

　梟ふくろうのように首を真後ろに向けている人形が多く、異様な光景だ。

　空に破壊される僚りよう機きを無視し、がちゃりと音を揃えて人形が一狼へと体の向きを変える。健在な砲撃型全機が足を止めたまま両腕を一狼に向けた。

　ただの傍ぼう観かん者しやからいきなり標的にされた一狼は、ずらりと並ぶ砲口に背筋が凍った。その隙を突き、もっとも近くにいた白兵戦型がブレードをかざして斬りかかってくる。

　――殺られる！

　そう自覚するのが精一杯で苦無を構えることもできない一狼のすぐ前で、人形の胴が横殴りの一撃でへし折れた。

　吹き飛ぶ人形と入れ替わりで、空の背中が現れた。

　次から次へと襲おそいかかってくる白兵戦型を、空が杭の腕で粉ふん砕さいする。

　手を伸ばせば届く距離で、白く小さな背中が襲い来る人形の群れを退しりぞけ続ける。

　――僕は。

　――何で守られているんだ。

　その背中は、一狼が命を賭として守らねばならない背中。それが任務だ。

　だが、あろうことか何もできずに守られているのは一狼だ。

　すぐ前にあるはずの背中が、無限に遠く感じられる。

　立ち尽くす一狼は、空の肩の向こうで無数の砲火が連なるのを見た。刹せつ那な遅れて発砲音が落らく雷らいのように轟とどろく。瞬間、小さな手のひらが一狼の胸を強く突き飛ばした。

　杭ではない空の左手が放った強烈な掌しよう打だで一狼の胸骨が軋きしみ、衝しよう撃げきで息が止まる。

　一狼の意識のみが加速した。コンマ数秒の出来事が網もう膜まくに焼きついていく。

　砲弾を空が杭で弾く。一発。二発。弾かれた砲弾が虚こ空くうで爆裂する。火球に照らされた砲弾が、さらに幾つも迫る。うちの一発に別の砲弾がぶつかった。

　空の眼前で火球が生じる。視界が白く染まる。

　閃光で視界を失った空に次々と砲弾が着弾した。火球が連なる――

　一狼は腰からアスファルトに落ち、後ろに転がった。腰の痛みで我に返る。

　片かた膝ひざを突いた姿勢で身を起こした。その髪を爆風がかき乱す。

「あたったあたった!!」

　拍手して喜ぶニーの歓声が一狼の耳じ朶だを打った。

「そーれ、今のうっちー！」

　ニーが両腕を収まっていく爆炎に向けた。炎を挟んで一狼の背ほどもある鏡が二枚出現する。炎が失うせていく間に鏡は互いに映し合うように向きを整えた。

　炎が消える。砲撃を受けてなお立っている空を、同時に二枚の鏡が映した。

　おぼろげな光しか映さないように見えていた鏡に、空の姿が映り込む。

　合わせ鏡だ。鏡映は互いの鏡映を無限に映し、鏡の奥に向かって無限に空の姿が映し出されていく。

　何が起きているんだと一狼は瞬きした。合わせ鏡もろとも空の姿が失せている。

　瞬きという刹那の間に、跡形もなく消えてしまった――

「やったやった、やっと手に入ったーっ！」

　空中の鏡の上のニーが大喜びをする。ひとしきり手を打ち鳴らしてから一狼を見下ろし、嘲あざけるように目を細めた。

「この子らは全部あげる。ミンチになるまで遊んでもらってね。じゃ、ばいばーい」

　ニーは座った鏡もろとも忽こつ然ぜんと消えた。

「待て!!」一狼の叫びが響きもしないで虚こ空くうに消える。

　取り残された人形たちが、がしゃりと音を立てて一狼へと歩き出した。

　一二八体あった人形は、二〇体ほどにまで減っている。

　この人形の群れをどうにかしなければ、さらわれた空を探しにさえ行けない。

　だが、一狼の実力でこの数の人形をどうにかすることなど、不可能だった。

　一狼の頰を焦あせりの汗が伝った、その時だった。

　真横からの攻撃で、何体かの人形が吹っ飛んだ。砲撃だ。発砲音の残響が消える前に、その声が響く。

「ジャッジメント・レイ!!」

　天属性の、極めて強力な攻撃魔法である。一狼は天空に攻性魔力が高まるのを感じた。巻き添えを食らわないよう大きく飛びのく。そこに光の雨が降り注いだ。

　辺り一面を白く輝かせるほどの、無数の細い光刃が全ての人形を切り刻む。

　人形の断片は地に落ちる途中で鏡の破片となり、アスファルトにぶつかって砕け散ると塵になって消えていった。

　横から歩いてくる人の気配がある。一狼はそちらに向き直った。

　予想通りの人影が二つ、近づいている。

「危ないところだったな、ニンジャボーイ」

　一人は、ナイトメア＝ドリームマン。もう一人は、無言でガンナーズブルームを肩に担かついだ緋ひ室むろ灯あかりだった。周囲にはもう敵がいないと一狼は判断し、両手の苦無を月衣に収め、ナイトメアに向き直った。

「ナイトメアさん、どうしてここに？」

「話は後だ。どうやら月げつ匣こうが解ける――そこのビルの屋上にでも移動するか」

　ナイトメアは交差点から少し離れた古い雑居ビルを見上げた。確かにそこなら人目につきそうもないが、悠ゆう長ちように会話をしていられるような状況ではない。

「そんな暇ひまはありませんよ、姫宮がさらわれたんです！　早く探さないと!!」

「そのことでも話がある――そもそも、どこにさらわれたかの見当もつかずにどこを探すつもりだ」

　ナイトメアの言うとおりだ。闇やみ雲くもに探してみたところで空を見つけられるはずがない。反論ができない一狼から目を外し、ナイトメアは灯に行くぞと声をかけた。

　すぐに灯がガンナーズブルームを肩から降ろしてまたがり、すっと飛翔する。ナイトメアはガンナーズブルームにぶら下がってこの場から離れた。

　一狼は雑居ビルの横手の細い路地に走ると目当てのビルを見上げた。約三〇メートルほどの高さがある。一狼が唯ゆい一いつ修得している火属性の魔法を使えば一気に屋上に到達できるが、その魔法は大きな音を伴う。

　周囲の目を引くわけにはいかないと、一狼は魔法を使わずに隣のビルの壁面と目当てのビルの壁面を交互に蹴けって屋上を目指した。

　一〇秒もしないうちに屋上を囲む柵に手が届き、跳び越えて柵の内側に降りる。

　中天で輝いていた紅い月が消え、通りの喧けん噪そうが屋上にも聞こえてきた。街角にクリスマスキャロルが流れ、イルミネーションが瞬く。世界が元に戻ったのだ。

　一狼は通りから見えにくい物陰に移動した。そこにはすでにナイトメアと灯がいた。

「ニンジャボーイ。姫宮空の護衛任務は現時点で終了だ」

　最初に口を開いたのはナイトメアだった。

　任務終了。

　その予想外の単語に、一狼は言葉を失くす。短い静せい寂じやくを挟み、今度は灯が言った。

「ＨＴＢＸシリーズ試作機Ｂ型とＣ型の探索任務も終わり。後はこちらに任せて」

　灯が制服のポケットから小さな装置を取り出した。0‐Phoneや携帯電話より小型だが形状は似ていて、液晶モニタとテンキーが付いている。

「これを使えば、何もかもに片がつく」

　灯の白い指先に包まれたその装置が、妙に邪じや悪あくなものに一狼には思えた。眉まゆをひそめ、灯の冷淡なまでに落ち着いた瞳を見据える。

「……何ですか、それは」

　灯は答えない。ただ無言で一狼を見つめ返すのみだ。無口な同どう僚りようの代弁か、ナイトメアが諭さとすような口調で話し始めた。

「君ももう気づいているだろう。その装置が何なのかも、姫宮空が何なのかも」

　一狼は唇を真ま一いち文もん字じに結んだ。腕が武器化するのを目の当たりにして空の正体に気づけないほどに、一狼は愚ぐ鈍どんではなかった。

「その顔。やはりわかっているようだな」

　一狼の表情からナイトメアは察したようだ。口に出したら認めてしまうことになると一狼が決して声にしたくない事実を、ナイトメアが告げる。

「――そう。姫宮空は〈人造人間〉だ」

　人造人間。ホムンクルスとも呼ばれる、文字通り人じん為い的てきに創造されたウィザードだ。

　造られた目的はただ一つ。世界を脅おびやかす存在――侵魔と闘い、討ち滅ぼすこと。

　戦闘に特化して設計された肉体は、全てが武器だ。手足の武器化は当然のこと、命さえも武器の一つに過ぎず、いざとなれば平然と己の命を使用する――自爆という形で。

　クローン技術で生産される人造人間は、いくらでも換かえの利く存在なのだ。

　ナイトメアが説明を続ける。

「君には話していなかったが、強ごう奪だつされた人型決戦箒ほうき試作機のレプリカと思しき機体にウィザードが襲われ、プラーナを奪うばわれそうになるという事件が何件か起きていた。あの日、君もレプリカの襲撃を受けたな？　幸さいわい、君を襲ったレプリカは一機のみだったから返り討ちにできたが、数機のチームに襲われたらひとたまりもなかっただろう」

　言われなくてもその通りだ。つい先ほど、人形の群れに為なす術すべもなく一狼は殺されるところだった。返す言葉もなく、一狼はナイトメアの言葉を聞き続ける。

「このままでは被害が拡大する。ならば、敵が襲いたくなるような疑ぎ似じ餌えを投入すればいい――姫宮空は、囮おとりなのだ。君には姫宮空の護衛を命じたが、真の目的は、不安定な要素を持つ人造人間が何かトラブルを起こさないようにという監視だった。その意味では、君はよく働いてくれた」

　監視。なるほど、言われてみればしっくりくる。何かあったら報告をとナイトメアは幾度か言った。事情を把握した一狼に、確認するようにナイトメアが言う。

「もう理解しただろう。人形たちに襲わせ、可能ならば人形たちを操っている根源にさらわせる。それが今回の絶ぜつ滅めつ社しやの作戦だった」

　目的は達せられた――空は、ニー＝クラリスという人形の群れを統すべる侵魔に拉ら致ちされた。認めたくはないが、一狼は自分がこの任務に選ばれた理由を理解した。

　強力な侵魔に空を拉致させるための、護衛対象を守りきれない傭よう兵へいとして、一狼の実力がちょうどよかった。それだけのことだ。

　何故、意図的に拉致されることを絶滅社がくわだてたのかも、わかっている。

「姫宮を自爆させるつもりですか。敵を滅ぼす、そのために」

　思うところがあるらしく、今度はナイトメアが口をつぐむ。代わって灯が口を開く。

「そう」小さく頷き、装置を持った手がぴくりと動いた。

「これは彼女の自爆装置の遠えん隔かくコントローラー。次元間通信機能を備えているから、たとえ敵が彼女と異次元に潜ひそんでいようが関係ない。パスワードを入力して起爆キーを押せば、全てが終わる」

　灯の細い指がテンキーに伸びる。その直後、めったに感情の変化を顔に出さない灯が、目を丸くした。手のひらから装置が消失したのだ。

　疾風はやてのごとき迅じん速そくを身しん上じようとする、それが忍者だ。一狼は一瞬で灯の手からコントローラーを奪うと「こんなもの！」と怒りをあらわにして足下に叩きつけ、さらに踏みつけた。べきべきと乾いた音を立て、呆気なくコントローラーは潰れた。

「感情がない強化人間だから、こんなものを使うなんて言えるんだ。人一人、死なせるところだったんだぞ！」

　灯は丸くしていた目を一度閉ざすと普段通りの無表情を取り戻し、一狼には何も言わずにナイトメアに視線を向けた。

「あなたの持ってる予備のコントローラーを貸して」

「断る」とナイトメアは即座に答えた。それは一狼の予想外の言葉だった。

　今回の任務において一狼の上じよう司しであるナイトメアは、今の一狼の行動を、任務遂すい行こう妨ぼう害がいの暴挙だと非難して当然の立場にある。灯にコントローラーを貸さない理由がない。

　いや、任務を重んじる絶滅社の傭兵ならば即座に灯の要よう請せいに応じるべきだ。

　一狼とてパートタイムとはいえ絶滅社の傭兵だ。そのくらい承知している。

　しかし、ナイトメアは繰り返して灯の要請を拒絶した。

「俺のコントローラーは使わせない。姫宮空の自爆装置で事態を片づけることは簡単だ。だが、少女一人を犠ぎ牲せいにする他に、事件を片づける方法がないのではない」

　にやりとナイトメアが口元に太い笑みを浮かべた。

「姫宮空に仕込んだ発信器の信号が消えたポイントはわかっている。秋あき葉は原ばら駅のすぐそばだ。あの鏡に乗った侵魔はその近辺に月匣を構えているだろう。居場所さえわかれば、簡単だ。俺が――ナイトメア＝ドリームマンがあの侵魔を狩る。前にも言ったはずだ。この任務の責任者は、俺だ。俺がこの事件の片をつける――それでいいだろう？」

　じっと灯がナイトメアを見つめる。ややあって、小さく唇を動かした。

「ナイトメアがあの侵魔を倒せる保証はない。いいからコントローラーを貸して」

　ナイトメアは真っ直ぐに灯を見つめ返した。

　かすかに灯の瞳で影が揺らぐ。その動どう揺ようを見抜き、ナイトメアは言った。

「そうしておまえは彼女を自爆させ、一人の少女を殺した罪を背負って生きていくつもりか」

　ぴくりと小さく灯が身じろぎする。ナイトメアが呆れた素振りで軽くため息をついた。

「図星か……やれやれ。おまえが責任と罪を抱え込むのは、おまえの勝手かもしれない。だがな、俺は今、ここにいる。何もしないで罪を背負うおまえを黙って見ているなどという夢見が悪くなることは御ご免めん被こうむる。俺には、できることがあるからな」

　灯は数秒ほど考え込んだ後、目を伏せた。

「ナイトメアが気にすることはないのに」

「気にするさ。おまえとはそれなりに長い付き合いだ」

　ナイトメアが灯と組んで幾つかの絶滅社の任務をこなしたことは一狼も知っていた。

　だからナイトメアが灯の思おも惑わくを読んだことには驚かなかったが、その灯の思惑には驚きよう愕がくと共に酷ひどく後悔を覚えていた。

　灯は一人で空を殺すという罪に身を染めようとしていた。

　汚れるのは私一人でいい。灯の横顔がそう告げているように一狼は感じた。

　――強化人間だからという言葉は、きっとこの人を傷つけた。

　一狼は自身の短たん慮りよを恥じ、頭を下げた。

「すいません、灯さん。俺が単純すぎました」

「気にしないで。強化人間の気持ちが動きにくいのは、ほんとうだから」

　ちらりと灯が一狼を見やった。その視線に一狼はわずかにだが柔らかいものを感じた。灯に女性を意識してしまい、赤面する。そこをすぐにナイトメアが指摘した。

「何を照れているんだ、ニンジャボーイ。今はそんな場合じゃないぞ」

「せや。うちの試作機Ｂ型とＣ型、とっとと奪だつ還かんしてもらわへんと困るで」

　天明の声と一緒に、かすかな飛行箒ほうき駆く動どう音おんが上から降ってきた。

　皆が揃って見上げる夜空から、銀色の細長い機体が降下してくる。

「待たせたな、直ったで」

　箒形態のアニスから降りたのは、声の通りに巫み女こ装しよう束ぞくに白衣を羽織った天明だった。

　屋上に着地したアニスがすぐに人型に変形した。その際、ほとんど音を立てなかった。素人しろうとの一狼でも、一目で動きがスムースだとわかる。

「反射速度二二パーセント増し、出力ロスは七パーセント軽減。ジェネレータの限界出力設定値を上げたから、瞬間的になら調整前のざっと五割増しのパワーが出るで。うち、結構頑がん張ばったやろ？」

　得意げにくわえ煙草たばこを天明が揺すったが、一狼にはよく意味がわからない。ナイトメアも灯も同様のようでコメントしない。天明が残念そうに軽くうなだれた。

「はいはい、どーせわかってもらえへんと思ってたよ。なあアニス。うち、頑張ったのになあ」

　一狼が久しぶりに見るアニスはやはり人形らしく無表情のままだ。だが平坦な口調は、どこか得意げに聞こえる。

「ミス亜門は、どえらい頑張ったのでございますデス。今のアニスならＢ型Ｃ型劣化コピーの一万機や一〇万機、反射衛星砲で瞬殺ぽぽいのぽいなのでございますデス」

「おまえ、反射衛星砲管かん制せいシステムなんか積んどらへんやないか」

　ぺしっと天明が手刀に構えた手の甲で、アニスの胸辺りを軽く打った。

「それなら腹部からミサイルがどどーんと出るでございますデス」

「それも出ないっちゅーの！」

「口こう腔こうからのビームでなぎ払うでございますデス、世界を焼き尽くした邪じや悪あくな一族の末まつ裔えいでありますから簡単なのでございますデス」

「そうそう、うちがこう片手を掲かかげて、なぎ払え――ってちゃうやろ、どこの古代兵器やねん、おまえ。ロールアウトして一か月も経ってへん新型試作機やのに」

「ではこれから一万年ほど地中に埋まって立派な古代超兵器になりますデス。そうしたらミサイルもビームもいつの間にか実装されるに違いないでございますデス」

「そんなんやったらうちも苦労せんってーの。いい加か減げんにしなさい！」

　ぺしぺしと天明がアニスをはたく。ナイトメアは引きつった笑みを浮かべた。

「寒い漫まん才ざいはそれくらいにしてくれ、これから敵の本ほん拠きよに挑いどもうというのに、気分が盛り下がる」

「何や、緊張しすぎや思たからな。ちょいと場をほぐそうとしたんやが」

「余計なお世話」と、天明の台詞せりふに半ば重なるように灯が言った。ちぇっと天明がつまらなさそうに舌打ちする。

「これやから東京の奴ぁ嫌いなんや。ほんまにおもろない。会話にオチつけんと気持ち悪くてしゃあないのになぁ……一狼、あんたもそう思うやろ？」

　唐突に話題を振られ、一狼は返事に窮きゆうした。

　灯に対して紅潮した頰が、ますます赤くなる。さらにこんな時に、不幸な偶然で見てしまった天明の裸体を思い出してしまい、頭に血が上ってくらくらしてきた。

　そんな一狼の姿にナイトメアと天明が愉ゆ快かいげに笑った。

　灯でさえもわずかに口元を緩ゆるめ、場の緊張感が薄れる――

　ぞくりと一狼は全身が粟あわ立だった。

　何だ、と思う間もなくその声が背後から聞こえてきた。

「何を和わ気き藹あい々あいとしてるのよ、ウィザードども」

　透明感がある可か愛わいらしい少女の声に、一狼は聞き覚えがあった。

　声が聞こえたほうに目を向けられない。緊張で肌がぴりぴりと痛む。少女の気配が数万の針となって肌に突き立ってくるかのようだ。

　ナイトメアと灯が声の主に向き直った。ナイトメアはいつでも戦闘が開始できるように足をやや開いて前ぜん傾けい気ぎ味みに構え、灯はガンナーズブルームの照準をそれに合わせ、トリガーに指をかけている。

　天明はすぐにでも呪じゆ符ふを使えるようにと白衣の懐ふところに片手を入れていた。もう片手をアニスの前にかざし、軽率に動くなと無言で制している。

「何よ。どいつもこいつも怖い顔してさ。そんなにあたしと遊びたい？　相手してやってもいいけど――」

　一狼は思うようにならない体を無理に動かし、振り返った。屋上を囲む鉄てつ柵さくに腰掛けている小さな人影がある。その影が、金色の瞳を細めて嘲あざ笑わらう。

「――代金、安くないよぉ？　このベール＝ゼファーに遊んでもらうんだから、命の一つや二つは支払ってもらうことになるけど、いいわけ？」

　からかうようなものの言い方だったが、冗談なはずはない。魔王ベール＝ゼファーの相手をするならば、命は当然の賭かけ札ふだだ――それも、おそらくは親の総取りで終わる。

　別格。その表現がこれほど適切な侵魔はそういないが、一狼以外のウィザードは誰もすくんでいなかった。ふん、と天明が鼻で笑う。

「……蠅はえの女王か。初めて見たけど、ちっこいな」

　は、と小こ馬ば鹿かにしたようにベール＝ゼファーが笑い返した。

「小さくて悪かったわね、このオバン。ぼよんぼよん醜みにくく膨らんでんじゃないわよ。もう垂たれてんじゃないの、その乳」

「垂れてへんわ、このどあほう。見せちゃろか？」

「お断りよ、醜みにくく崩れた年とし増まの裸なんて見たくないってーの」

　んべっとベール＝ゼファーは舌を出し、両手の親指を鼻に当てて顔の前で手を広げ、ぴらぴらと揺らした。

「てめえ――泣かしたる」

　天明の殺気が膨れ上がった。懐から抜き出された指には呪符が数枚挟まれている。

「やっちまうでございますデスか、ミス亜門」

　アニスが天明に指示を仰いだ。天明はすでに頭に血が上っている。このままでは戦闘になると、一狼は勇気を振り絞ってベール＝ゼファーの前に歩み出た。

「――何よ？　あんたから死にたい？」

「そ、そうじゃない。わざわざ現れるなんて何か話があるんじゃないのか？　そう思ったんだ」

　一狼は考えていた。この魔王が戦う気ならばとっくに自分たちは全滅している。声をかけてきたということは、何か別の用件で現れたのではないだろか、と。

「ふぅん」鉄柵の上で足を組み、ベール＝ゼファーは膝に肘を乗せて頰杖を突いた。

「そうよ、わかってるじゃない。あんたたちに耳寄りな話を持ってきたのよ。知りたくない？　あのガキ――ニー＝クラリスって侵魔があの女の子を連れ去って、どこに潜んだのか。だいたいの場所はあんたたちも摑めているだろうけど、あたしは正確な場所を知ってるわ。教えてあげようかって言ってるの、このベール＝ゼファー様が」

「……教えるだと？」とナイトメア。

「魔王のおまえがか。何のメリットがある」

「メリットなんてあんまりないわよ？　あたしが自分でやるのが一番簡単で早いもの。あんたたちに情報漏らすのは、ちょっと面白いから。それだけよ」

「面白いからやて？　うちらはあんたの冗談に付きおうとる暇、あらへんな」

　怒ど気きを隠さない天明を、ナイトメアは「まあ待て」と制した。

　天明は数秒間ナイトメアと視線を交わし、しぶしぶと手にした呪符を懐に戻した。

「聞かせてもらおうか」とナイトメアはベール＝ゼファーに話を進めるよう促した。

「どっしよっかなー」

　もったいぶった態度でベール＝ゼファーが明後日あさつてを向く。

　その横顔に、一狼は躊ちゆう躇ちよなく頭を下げた。

「頼む。僕はすぐにでも、彼女を助けに行きたい」

「い、いいから頭上げなさいよ。教えてやるから。もう、恥ずかしい奴ね」

　一狼は頭を上げた。どういうわけかベール＝ゼファーはわずかに赤面していた。

「駅前にでっかいビルできたわよね。あそこの最上階に鏡でできた迷路があるのよ」

「駅前のビル。アキバランドのことか」とナイトメア。

「鏡の迷路――ミラーハウス？」と灯。

　クリスマスイブの明日、オープンするアミューズメントビル、アキバランド。空と行く約束をしていたその場所が、敵の拠点だという。

「呼び方なんて知らないわ、人間の造ったものだし。とにかくニーはそこにいる。鏡使いだから鏡の迷路って居心地がいいんじゃないの、たぶん……さてと」

　言うだけ言って、ベール＝ゼファーは組んでいた足を解くと器用に鉄柵の上に立った。

「とにかく教えたから、どうにかしなさいよ？　あたしは高見の見物させてもらうから――あんまりつまらないようだったら、ニーもろともあんたたちも殺るからね？」

　可愛らしい口調で念を押し、無造作にベール＝ゼファーが鉄柵からビルの谷間に身を躍おどらせた。慌てて一狼は鉄柵に駆け寄った。ベール＝ゼファーは影も残さず消えている。

　一狼は振り返った。

「行きましょう、ナイトメアさん。アキバランドに」

「いい顔になったな、ニンジャボーイ。人形どもに囲まれていた時とは大違いだ」

　歩み寄ったナイトメアが、一狼の肩に手を置いた。

「戦えるのだな？　先ほどのように立ちすくむだけでは、死ぬぞ」

　一狼は無言で大きく頷いた。天明がちらりとアニスに目を向ける。

「行くで、アニス」「ラジャーでございますデス、ミス亜門」

　アニスが箒形態に変形し、すぐ天明が搭とう乗じようし、一狼を「後ろに乗れ」と手招きした。

「失礼します」と一狼はアニスのタンデムシートに座る。

「ナイトメア。乗って」と灯がガンナーズブルームに横座りに搭乗した。

「乗せてくれるとは珍しい」どこか嬉しそうに、ナイトメアが灯の後ろに座った。

「変なところ触ったら殺す」

　そうナイトメアに釘くぎを刺し、灯がガンナーズブルームを発進させる。

　続いて天明が「一狼は好きなとこ触ってええからな、どさくさに紛れて」と冗談めかして言い、アニスを離陸させた。二機の機械箒は一瞬ふわりと宙に停滞し、どんっとビル街に衝撃波を轟かせて大加速し、闇夜に吸い込まれるように消えた。

　その夜空には再び、紅い月が輝いている――。
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　自分という存在が薄くなっていく。何か大切なものが体の奥から流れ出し、どこかに吸い取られていく。その感覚を、空ははっきりと自覚していた。

　それほど時間がかからずに、たぶん自分は跡形もなく消滅する。

　そのことに恐怖をまったく覚えない。それを不ふ思し議ぎとも思わない。

　記憶も曖あい昧まいだった。銭湯で入浴を終えて着替え始めたところに、何体かのアニスに似た人形が突然現れたのは覚えている。

　その後、どうしてこんな状況になってしまったのかが、わからない。

　自分が封じられているのが鏡だということも、連れ込まれたのが月匣と化したアキバランドのミラーハウス最深部だということも、空はわかっていない。

　何もわからないから、ただ単純に不思議に思う。歪んだガラスのようなものの向こうにいる少女が、一体何をそれほどに怒っているのか。

「こんなのって。こんなのって。こんなのってこんなのってぇぇぇえええっ!!　このプラーナ、偽物じゃない！　樹とか石とかからかき集めて練り上げただけって、何それ！　不純物だらけで嫌になっちゃう！」

　プラーナはあらゆる物質に存在するが、物質の種類によって質が異なる。無機物は植物に劣おとり、植物は動物に劣る。もっとも上質なのが知的生命体――人間のプラーナだ。

　侵魔が好むのは、基本的に人間のプラーナのみである。

　空の巨大なプラーナは、そのほとんどが人間以外のプラーナを合成して作られた模も造ぞう品ひんだった。上質なプラーナの量は、並のウィザードと大差なかった。苦労して手に入れる価値など微み塵じんもなかったのだ。

　だからニーは怒っているのだが、そんなことなど空には想像もできない。

「こんなの、お姉様に献けん上じようできるわけないじゃないのさ！」

　乱暴にニーが鏡を何度も蹴り飛ばす。

「聞いてるのっ？　何とか言いなさいよ！」

「す、すいません……でも、何を言えばいいのかもわからなくて」

　おどおどと空は返事をした。それがニーには気に入らなかったらしい。

「ああもおっ！」

　一際大きな声で怒鳴ると、ニーが黙り込んだ。怒りのあまりに言葉が出なくなったようだ。じーっとニーが無言で空を見る。

　何やら面白いことを思いついたかのように、唐突ににやりとニーの口元が歪んだ。目には嗜し虐ぎやく的てきな色が浮かんでいる。

「ほんと、何にも知らないんだ？　哀れな、人形以下の人の形をした粗悪品さん」

「え？」

　空は瞬きした。言われたことがよくわからない。

　人形以下の、粗悪品。それがどういうものか考えようとしたか、上手く思考が働かない。頭の中にもやがかかっているかのようだった。

　ニーがいっそう、サディスティックに笑む。

「やっぱりね。じゃあ、どうしてこんな鏡の中に入れられたのかも、これからどうなるかも全っ然わかんないよねー。そりゃ、不安にもなっちゃうよね♪」

　声を弾ませてニーが続ける。

「さっきも言ったけど。あんた、まともな人間じゃないのよ。確か、最近だと人造人間って言ったかな。ホムンクルスって聞いたことない？　錬れん金きん術じゆつで合成される、人に似た姿の、でも決して人なんかじゃない紛いものの生命体」

　――私が、人じゃ……ない？

　ニーの言葉から、それだけはどうにか空は理解した。

　あまりのことに、瞬きさえできなくなる。

　そんな空を、鏡の向こうでニーが指さした。

「思い当たる節ふし、たぶんあるでしょ？　鏡に封じてからちょっと調べさせてもらったけど、せいぜい造られて一〇日ってとこね――昔のことってきちんと思い出せる？」

　昔のこと。今日、アパートに引っ越してくる前はどこにいたのか一狼に聞かれた。

　知らないと空は答えた――そう。昔のことなど思い出せない。そしてそれを当たり前のように考えている自分に空は一瞬だけ疑問を持ったが、すぐに疑問が霧む散さんした。

　疑問が消えたことを変だと思う。だが変だと思った次の瞬間に、疑問が消える。

　また疑問が消えたことを変だと思うも、やっぱり疑問が消えてしまう。

　それが人間として異常なことだと空はおぼろげに理解し、言葉を失った。

　ニーが、やっぱりねと言いたげに嘲あざ笑わらう。

「ほーら、思い出せないでしょ。思い出そうとして思い出せなくても、それを変だって思うことさえできないでしょ？　造った奴に都つ合ごうのいい一部の記憶だけ植え込まれて、それ以外は考えることさえ禁則事項にされてるって、理解もできないでしょ。あんた自身の他に、もう一つ『闘うだけの人格』というのが体に入ってる。そっちは物ぶつ騒そうだから封印させてもらったけど、それさえも自覚できてなかったでしょ？」

　空は反論さえできなかった。ニーの説明に思い当たる節がいくらでもあるのに、今にいたってもそれらを疑問に思えない自分がいる。

　違う。その声さえ出せずに、空はふるふると首を横に振った。

「今、自分で事実を否定しようと考えたでしょ？　でも、ちゃんと違うって認識さえできなかったでしょ。それも禁則事項なのよ。人造人間は、侵魔を倒すという目的のためだけに造られる――その障害になることは考えられないように造られてる。どう、これでわかった？　あんたが人形以下の人の形をした粗悪品だってこと」

　――私は。姫宮空だと思っている、私は。

　――そう思うように造られただけの、人の姿をした紛いもの。

　そう認めてしまった空は、ぴくりとも動けなくなった。

　体からプラーナを抜かれすぎたせいなのか、それとも知った事実にショックを受けたせいなのか、それは空自身にもわからない。

　ただ、わかるのは。自分に、一狼に守ってもらう価値などないということだけだった。

「ふん。心が壊れたっぽい――ざまあみなさいってね」

　がんっともう一発、ニーは鏡を蹴飛ばした。それでも空は無言のままだった。

　ニーが鏡に背を向け、ぴくりと身じろぎした。何かを察知したようだ。

「うわ。ウィザードどもが来た。もしかしてコレを取り返す気じゃないでしょうね。こんなの、取り返す価値なんてないのに――それとも何かたくらんでるのかな。どうもコイツ、よくわからないところあるんだよね。体の中に何かあるんだけど……ま、いっか。今はウィザードどもを箒たちに迎げい撃げきさせないと」

　ぶつぶつと呟き、ニーがちらりと鏡を見た。ニーは何かをしているようだがプラーナを抜かれていくせいで朦もう朧ろうとし始めた空には、よくわからない。

「でも、ほんと困ったな。お姉様にはおっきなプラーナ献上するってもう言っちゃったし、今さら無理でしたなんて言えないし、あたしの立場ないじゃない。どうしよう」

　ニーが、繰り返して首を左右に捻る。ややあって、ぴたりと動きを止めた。

「――粗悪でもプラーナはプラーナよね。これだけ大きければ、あれも不可能じゃないかも……うん。お姉様にはこの世界を献上しちゃうことにしよう。プラーナ集めるより、よっぽどよろこんでもらえるわよね、うんうんうん」

　ニーが満面の笑みで鏡を振り返った。

　華やかで愛らしい笑顔の中、鉛色の瞳だけが笑っていない。

「あんたの命を使ってこの世界を劣化させてあげる。光栄に思いなさい……うふ。うふふふふふっ。くふふっ。ふはっ。はっ――あはははははははははははははっっ!!」

　自分の思いつきのあまりの素す敵てきさに、ニーは興こう奮ふんを抑えきれず声も高らかに嘲笑した。

　ガラスの迷宮に狂ったような少女の甲かん高だかい嗤し笑しようが響く中。

　空は消えそうな意識の底で、一狼に願った。

　――お願い。助けになんて、来ないで。














　斜しや陽ようのような朱を帯びた夜空に舞い踊る、無数の銀。

　数千なのか、それとも万を超えているのか。数さえわからないほどの機械箒ほうきが、ＪＲ秋あき葉は原ばら駅そばにそびえるアミューズメントビル、アキバランドの上空を飛んでいる。

　試作機Ｂ型、Ｃ型の劣化コピー群による迎げい撃げきは予想通りだったが、激しさは予測を大幅に超えていた。上下左右から、砲弾の嵐が襲おそい来くる。

　一発の被弾で撃げき墜つい確実の攻撃を、天てん明めいも灯あかりも巧たくみに箒を操そう縦じゆうして避さける。

　航空力学を無視した滅茶苦茶な機動に、一いち狼ろうは必死で天明にしがみつく。

「簡単には行かせてもらえへんわな、そりゃあ！　どないする、一狼!?」

「降ろしてください、二人乗ってたら不利ですよ！」

　劣化コピー箒に性能で勝まさるはずのアニスだが、二人乗り状態では、無人のコピー箒に飛行能力で劣おとっている。人間二人分の重量はそれほどに負ふ荷かになるということだ。

　灯のガンナーズブルームも同様らしく、攻撃を避けるので精一杯という状況だ。

　全ての面がミラーガラスという無機質な姿の、アキバランドまでの数百メートルが、限りなく遠い。

「降りるにしても、この砲火の中じゃ無理や！」

　怒ど鳴なり返した天明のすぐそばを、一瞬灯のガンナーズブルームが通り過ぎた。

「いったん下がる」

　その灯の声を一狼も聞いた。遠ざかるガンナーズブルームのリアシートにいるナイトメアと視線が合った。アイコンタクトで了りよう解かいと返す。

「天明さん！」「わかっとる」

　急降下で速度を稼かせぎ、路面すれすれをすっ飛んでアキバランドから二機の機械箒は離れた。敵機は追ってこない。どうやらアキバランド周辺のみの防御を固めているようだ。

　アニスとガンナーズブルームが一八〇度ターンし、着陸した。全員が箒から降りる。

　灯がガンナーズブルームを砲として腰だめに構え、アニスがすぐ人型に変形した。

　紅あかい月を天に戴く、人も車もいない幽霊街ゴーストタウンと化した大通りの先。

　およそ五〇〇メートルの地点に、攻略すべきアキバランドがある。

　宙を舞っていたコピー箒が次々と人型に変形して着陸していく。その様子は枯れ葉が舞い降るように見え、がしゃがしゃと重なる作動音も枯れ葉の重なる音に似ていた。

　一狼たちの行く手を遮さえぎって、大通りが銀の歪ゆがんだ人型に埋め尽くされた。アキバランドの真下から一狼たちのほんの一〇〇メートル先付近まで、わらわらと人形たちが蠢うごめく。

　圧倒的な物量を目まの当たりにし、一狼の膝は震えた。だがへたり込んだりはしない。

　目指すビルに空そらがいる。ならば、この人形の海も越えられる。

　どこかに防御の穴がないだろうかと一狼は通りに沿って視線を巡らせた。

　――何だ？

　違い和わ感かんを覚えたが、その違和感の正体がよくわからない。

　もう一度、よく通りを観察する。右側近くのビルの看板に、一狼は目を止めた。

　〆イド力フェ。

　その看板が一狼には読めなかった。少し考えて、メという片仮名と「〆」という漢字の形が似ていることに気づく。よく見ると、カも漢字の「力」に変わってしまっていた。看板にそんな誤ご字じはあり得るはずがなく、変だなと思いつつ、他の看板も確かめた。

　カメラがカメヲになっていたり、書店の本の文字が木になっていたりする。

　どういう現象なんだと一狼が考え始めた時、ナイトメアの上衣で0‐Phoneのコール音が鳴り始めた。即座にナイトメアが通話に応じる。

「どうした？　――何だって？　秋葉原を中心に世界が劣化コピーに書き換わっていくだと？　なるほど……心当たりはある。了解した。これより月げつ匣こうを解除すべく、この場のメンバーで任務に当たる――問題ない。悪い夢は俺が消す」

　ナイトメアが通話を終え、0‐Phoneをしまった。

「聞いての通りだ。おおむね話はわかっただろう――あの歪んだ人形どもと同じく、鏡を使う侵魔エミユレイターが世界そのものを劣化コピーにすげ替えようとしているらしい。この世界を守る世界結界までが、劣化を始めたそうだ。事態は一刻を争う」

　世界結界は、この星を侵魔の侵略から守る殻からだ。

　常識と科学という論理的な通念を社会に広めることにより、侵魔という不条理な存在を閉め出すそのシステムが劣化してしまったら、侵略は間違いなく容易になる。

　世界は今、存続の危機に瀕ひんしているのだ。

　一狼は、改めて人形の群れに目を向け、自分は何のためにこの絶望的な状況を突破しようとしているのか、考える。

　――世界のためじゃない。僕は、空一人のために戦おうとしている。

　その考え方は、世界を危機から救うために存在するウィザードとして、正しくないのかもしれない。そう思い、わずかに表情を曇くもらせた一狼に、ナイトメアが笑みを見せた。

「闘う動機は、己おのれさえ納得できればいい」

　一狼の心情を読んでいるらしいナイトメアの笑みが自じ嘲ちよう気ぎ味みに変化する。

「教えてやろう、ニンジャボーイ。俺は、妻と子のために闘っている。世界など、家族の付属物だ。家族を守れば自動的に世界も守られる――別に構わんだろう、それで？」

「――そうですね。問題ないと思います、僕も」

　一狼は最後の疑問を吹っ切った。もう何の迷いもない。

「持っていけ」

　ナイトメアがどこからか取り出した手のひらよりも小さい箱状のものを一狼に放った。

　受け取り、確かめる。それは一狼が叩き壊したものとまったく同じ、空の自爆装置コントローラーだった。忌いみ嫌うべき装置に一狼の眉まゆが寄る。

「……どうしてこんなものを渡すんです」

「勘違いするな。パスワードを知らない君では自爆装置の起動ができないだろう」

　言われてみればその通りだ。短たん慮りよを反省しつつ、一狼は改めて問う。

「これ、何かに使えるんですか？」

「本来なら、そのモニタに光点で彼女の位置が表示される。彼女の体内には発信器が埋うめ込まれているから、正面のビルにいるならば光点が見えていて当然だが、見ての通りに反応はない。発信器の信号が次元間通信ではなく通常の電波だからだろう、街全体が月匣と化している状態では、上手く信号を拾えないようだ。だが、近づけば位置がわかるかもしれん。念のため、渡しておく」

「わかりました。ありがたく、お借りします」

　ナイトメアの説明に納なつ得とくし、一狼はコントローラーをブレザーのポケットにしまった。

　それが合図になり、皆がわずかに頷き合い、揃そろって人形の群れに向き直る。

「アニス。敵の数は解かい析せきし終わったか？」

　おびただしい銀の群れを眼鏡めがねに映し、天明がアニスに質問した。

「とっくでございますデス、ミス亜あ門もん。Ｂ型四〇九六機、Ｃ型同数。計八一九二機でございますデス」

「よくまぁそないにぽんぽんコピー造ってくれるもんやな。うちが一機の試作機を開発するのにどれだけ苦労しとる思っとる……ったく、胸くそ悪ぃ。いいか、おまえら」

　天明が順番に仲間を見回した。

「一機たりとも残さずぶっ潰つぶすで。ええな？」

　むぅとナイトメアが小さく唸うなった。だが表情には余裕がある。

「試作Ａ型機を戦力の頭数に入れたら、一人あたり二〇四八機か。いいだろう」

「弾薬が足りない」と灯が客観的な意見を述べた。それなら心配あらへんと天明が言う。

「アニスの月衣カグヤ内に予備弾だん倉そうならたんまりとある。そのガンナーズブルームでも使えるはずや。Ｂ型を奪だつ還かんできたら場合によっては必要になるかと思って持ってきたんやが、今のところは使うあてはあらへんし、好きに使えばええよ」

「それなら問題ない――ここは任せて」

　灯が顔を一狼に向けた。一狼は無言で頷いてみせた。

　一人あたり、二〇四八機。

　その数に、自分の分が含まれていないことに一狼は気づいている。

　それはすなわち、一狼が勝負をかける場所がここではなく、劣化コピー箒の海を越えた先にあるということだ。

　一狼は月衣から武器を取り出そうと、両手を左右に掲かかげた。

　月衣の中には、輝き明めい学園校長にして敬うやまうべき年長の忍者、荻おぎ原わら宗そう一いち郎ろうから預かった妖よう刀とう村正も収めてあるが、一狼は、今はまだ使うべき時ではないと考えていた。

　――切り札は、切った時は勝負を決める時だ。

　使い慣れた苦く無ないをそれぞれの手に持ち、一狼は目指す場所へと向き直った。

「突っ込みます。援えん護ご、お願いします！」

　一狼は身を低くしてダッシュした。ただ走るのではない。〈俊しゆん足そく〉という忍びの技だ。

　ウィザードの人並外れたプラーナの力が、常人には不可能な身体能力を発揮させる。

　陸上競技の世界記録を大幅に塗ぬり替かえる速度で一狼は走る。

　一いつ斉せいに人形たちが身構えた。砲撃型は砲口をかざし、白はく兵へい戦せん型がブレードを掲げる。

「ほんならおっぱじめるで！　いきなり大技ぶちかましたる！」

　一狼は、ナイトメアが放った光の雨に匹敵する強大な攻性魔力が生じるのを感じた。

　天明が呪じゆ符ふを持って前に突き出した両手の先で、水流が渦うず巻まく。

　留とどまるところを知らない勢いで増えていく水量は、下へ手たなビルの容積を超えている。

　構わず一狼は駆ける。もう人形の海の先端は目の前だ。

「ダイ、ダル――ウェィィィィィイブッ!!」

　津波召喚魔法、ダイダルウェイブが発動した。大気を震わせて水流が放たれる。

　衝しよう撃げき波はを纏まとう巨大な波頭が一狼を追い越し、人形の群れを真上から押し潰つぶす。波は左右に割れ、飲み込んだ人形を路ろ肩かたに押し流し、一筋の道を一狼の前に出現させた。

　飛沫しぶきが舞う中、黒く濡ぬれたアスファルトを一狼は決して振り向くことなく蹴ける。

　アキバランドの下まで残り四〇〇メートル。路肩で重なり合った人形たちが次々と動き出す。その全てがレンズの眼に一狼を映す。

　残り三〇〇メートル。体勢を整えた白兵戦型が次々と一狼めがけて飛びかかった。

　轟ごう音おんが連なり、一狼を襲う人形が一体残らず爆散する。

　ガンナーズブルームの砲撃だ。弾倉交換のためか一瞬砲撃音が途と絶だえたが、一狼の行く手が阻はばまれる前に砲撃が再開された。

　己おののすぐそばで爆散する人形を気に留めず、一狼はただ走る。

　残り二〇〇メートル。灯の砲撃で破壊されるよりも、体勢を整える人形の数が上回った。一狼の前に何体もの砲撃型が立ち塞ふさがり、ずらりと砲口が並んだ。

　その時、虚こ空くうから細い金色の――光の糸が幾いく筋すじも幾筋も垂たれ、人形たちのあらゆる関節に絡みついた。その様は、まるでマリオネットの操あやつり糸だ。

「踊おどれ、人形ども――傀儡くぐつ糸いと！」

　ガンナーズブルームの砲撃音の狭間はざまで、ナイトメアの声が朗ろう々ろうと響いた。

　傀儡糸。夢使いというウィザードの一派が操る魔法じみた技である。

　文字通り自在に敵を操るその技は、一狼の知る限り言葉による催さい眠みん術じゆつの一種のはず。作用の異なるナイトメアの傀儡糸は、彼のオリジナル技かもしれないと一狼は思ったが、確かめる暇ひまもその気もない。

　ただ、絶妙のタイミングでの援護に感謝し、ナイトメアに操られて同士討ちをする人形の間を駆け抜ける。

　残り一〇〇メートル。ついに道が復活した人形によって完全に塞がれ、一狼は苦無を握る手に力を込めた。

「押して通る!!」

「アニスにまるっとお任せするがいいのでございますデス!!」

　下半身が箒形態で上半身だけ人型のアニスが、出会ったあの日の路ろ地じ裏うらで、一狼を叩き潰そうとした戦闘ハンマーを引ひっ提さげて一狼を追い越す。

「オラオラオラオラオラオラオラオラ!!」

　粉ふん砕さいという言葉がこれ以上似合う破壊活動はないというほどに、ハンマーが容よう赦しやなく人形を打ち砕く。アニスの口調はやはり平坦だが、妙に楽しそうに一狼は思えた。

「かたじけない！」

　アニスの作った道を、一狼は駆け抜けた。

　真正面、『明日午後五時ＯＰＥＮ』と看板のあるアキバランドの入り口が迫る。

　ビルの中は侵魔ニー＝クラリスによって迷宮と化しているはずだ。

　外から見ただけでも一〇階建て以上あるビルである。正面切って挑いどんだら、最上階にあるというミラーハウスに辿たどり着つくのも難しいかもしれない。

　一狼は急制動をかけた。靴くつ裏うらからわずかにゴムの溶ける匂いを放ちつつ、腰を落として体勢を整える。完全に止まるのを待たずに、一狼は精神を集中した。

「臨りん、兵びよう、闘とう、者しや、皆かい、陣じん、烈れつ、在ざい、前ぜん――」

　唱となえつつ、片手の苦無で格こう子しを描くように宙を切る。多くの忍しのびが意識を高める際に使う、早はや九く字じという一種の呪まじないだ。

「バーストジャンプ!!」

　唱えるなり、一狼の足下に火球が生じた。即座に盛大な破裂音を放って火球が爆はぜ、反動で一狼は高く舞い上がる。

　バーストジャンプは、高く跳ねるためだけの単純な炎属性魔法だ。だが、ウィザードの優れた身体能力を以もつてしても絶対に不可能な跳ちよう躍やくを可能にする。

　アキバランドの壁面を埋め尽くしたミラーガラスに残像を残し、一狼が弾丸のように天に向かう。勢いは最上階が迫っても衰おとろえない。このままでは行きすぎる。

　ぶんっと一狼の片手が動いた。上昇中に制服の袖そでの中に隠したワイヤーを結んでおいた苦無が、最上階のガラスを突き破る。

　ワイヤーがぴんと張った。窓際の手すりか何かに上手くワイヤーが絡まったようだ。

　一狼はすかさず腕を引き、全身でガラスをぶち破ってビルの中に飛び込んだ。

　両腕を交差させ、頭を庇かばった姿勢で着地する。

　あるかもしれないと覚悟していた迎撃はなかった。

　一狼は、腕の間から用心深く正面を窺うかがった。ぼんやりとした薄暗がりの中、己の姿が映っていてぎくりとした。それも一つではない。右に左にと幾つも鏡像が並んでいる。

「……そうだった。ミラーハウスだったな」

　元々そういう構造の階なのか、ニーによって造り替えられたせいなのか、一狼にはわからない。だが、窓を割って降りた場所は、すでに鏡に囲まれた部屋だった。

　一狼は立ち上がり、手首を返してワイヤーを操り、突入に使った苦無を手元に戻した。

　解かれたワイヤーが袖に収納される。袖にはバネ仕掛けの糸巻きが仕込んであるのだ。

　駆け出して空を探したい衝しよう動どうをこらえ、二つの苦無を左手のみで持ち直し、右手でポケットから自爆装置のコントローラーを取り出した。

「何だ？」と、声が漏もれた。

　ナイトメアから受け取った時にはなかった白い光点が、モニタに表示されている。空の発信器の信号をキャッチできたようだ。その光点は、モニタの中央にある。

「すぐそばかっ？」

　慌てふためいて周囲を見渡した。一面、鏡、鏡、鏡。

　どこを向いても焦あせり顔の自分が映っているだけだった。

「お、落ち着け」とコントローラーに目を戻す。

　よく見ると、モニタには空の位置情報の他、幾つかのメニューが表示されている。縮しゆく尺しやくという項目を見つけ、一狼はコントローラーを操作した。モニタに升ます目めと数字が表示された。その数字を変えると、光点がモニタの中心から遠ざかったり近づいたりする。

　なるほどと納得し、このコントローラーの機能で最大の縮尺になると思おぼしき数字で固定した。光点がモニタの左隅すれすれの位置に点る。

「今行くから」

　一狼は一歩、足を踏み出した。目指すは、鏡の迷宮の最深部。




　やはり最上階全体が完全にダンジョン化していた。通路のみで構成された単純な迷路型だが、単純なだけに迷えば元の地点に戻ることすら困難になる。

　一狼の移動に合わせて動く空の位置を示す光点は、モニタの中央に近くなったかと思えば遠くなり、遠くなったかと思えば再び近づいてくる。

「ここは通ったはずだよな」

　一狼は右手の鏡を横目で見た。迷わないように苦無の先で引っ掻いて付けた×印が、鏡に浅く彫り込まれている。

「やっぱり、やばそうなところの奥か」

　忍者である一狼は探索の類たぐいが得意だ。勘を働かせれば、それがどんなタイプの罠わななのかまではわからずとも、進む先に罠が仕掛けられているかどうかを察知できる。

　そうした危険を避けて踏とう破はした範囲で、ダンジョン最深部に通じる通路はなかった。

「――そのほうが、話は簡単だ」

　一狼はコントローラーをポケットに突っ込んだ。もう見ることはない。

　とにかく危険な匂いを感じるほうへと突き進めば、奥に辿り着けるはず。

　一狼は避けて通った最初の分岐点まで戻った。

　月げつ匣こうの中は時間の流れが通常の空間とは異なることがあるが、ダンジョン探索で時間を無む駄だにしたのは事実だ。その間、空に心細い思いをさせただろうことも間違いない。

　一狼は正面の通路を見据えた。昏くらく、先は見通せない。

　罠。

　わかっていても踏み入るしか道はない。一歩一歩探るように進むのはここまでだ。

　罠があるならば、もはや神速での突破あるのみだと一狼は集中力を高めた。

　目を閉ざし、大きく息を吸い、吐く。二度、三度と深呼吸を繰り返す。

　無呼吸で駆け抜けるために全身くまなく酸素を送り、細胞の一つ一つに活力を染み込ませる。体内の血流さえも感じ取れるほどに意識を高める――たいていの罠なら発動の瞬間を察知できる。

　かっと目を見開いた一狼の姿が消えた。

　再び〈俊足〉の術を発動させ、人形の群れの間を駆けた時よりも速く疾しつ駆くする。

　つま先にかすかな違和感があった。床のパネルが浅く沈み、かちりと何かのスイッチが入ったのを感じたが無視して駆ける。

　じゃっと音を立てて左右の壁に無数の穴が開き、ガラスの針が射出された。

　すでに一狼の姿はない。針は対面の壁にぶつかって砕け、微み塵じんと散る。

　一狼は正面に駆けてくる自分の姿を見た。先が鏡の壁になっている。

　三さん叉さ路ろだ。右か左か――あからさまな熱気を感じる右に、ためらわずに一狼は進んだ。

　行く手は火の海で遮さえぎられている。単純かつ効果的なトラップだ。炎は動物を本能的にすくませる。人間とて例外ではない。

　――知るか、そんなの！

　一狼は炎に突っ込んだ。身を包んでいる呪じゆ練れん制せい服ふくは、そう簡単に発火しない。ズボンの裾すそから入り込む火がわずかに肌を焼くその灼しやく熱ねつ感を無視して炎の区画を抜けた。

　そこに別のトラップがあった。足の裏で床がわずかに沈むのを感じたのは、針の罠と同じだ。だが、発動した罠の性質はまるで違っていた。

　床が爆裂したのだ。おそらくは炎の区域を飛行で越え、油断して着地した人間を吹き飛ばすための罠だろう。効果的な配置だが、駆け抜ける一狼には無意味だ。

　背後で次々と床が爆はぜ、その爆風に後押しされてなお一狼は加速する。

　腕に足に背中に、細かい鏡の破片が幾つか布越しに刺さったが、痛みさえ感じないほどに集中している。

　ちかりと正面で何かが瞬またたいた。

　――魔導砲台！

　射程内に動くものが入ったら無差別に銃弾をばらまくトラップが前方で作動したのを察知した。前方からの攻撃だ。これまでのように単純に振り切るわけにはいかない。

　――〈分身〉！

　駆けながらも左右にステップを繰り返す。ばらりと一狼の姿が複数にばらけた。

　残像を利用した分身だ。魔導砲台には、的まとがいきなり増えたように見えたはず。

　一狼の思おも惑わく通り、弾幕が散さん漫まんになった。

　何発かを服にかすらせながらも直撃を避け、片手の苦無を一狼は投射した。

　宙を貫く苦無が向かう先には、床に設置された魔導砲台がある。

　単純な形状の円筒型ボディから生えた銃身の先端に苦無が突き刺さり、銃身を割った。

　ぼんっと爆ぜた魔導砲台の横を一狼が駆け抜ける。

　――ヤバい。息が辛つらくなってきた。

　酸素不足で目の前が暗くなり始める。まるで帳とばりが降りるよう――

　一狼は霞かすむ目を見開いた。違う。天てん井じようが実際に降下し、行く手を塞ぎつつあるのだ。

「間に合え!!」

　思わず声を出し、一狼は前に体を投げ出した。

　頭から滑り込む形で、天井と床の隙すき間まを抜ける。

　一狼のつま先が抜けた瞬間に、ずんと重い音を立てて天井が床にぶつかった。

　一息つく間もなく、びょおっと空気の裂さかれる音を耳にして、一狼は倒れ込んだままの姿勢から真横に転がった。分厚い銀色のブレードが振り下ろされ、鏡の床を割る。

　前転して姿勢を整え、片かた膝ひざを突いた姿勢で膝を支点にくるりと一狼は向きを変え、深呼吸して息を調ととのえた。

　そこは通路ではなく、部屋だった。小さな体育館ほどもある広いフロアの床は、全面が鏡張りになっている。

　がらんとした空間に、ぽつぽつと点在して立つ人影は三つのみ。

　一番近くにいる一つはたった今、一狼を両断しようとしたブレードの腕を持つ銀色の機械人形――試作機Ｃ型と思しき人型箒だ。

　その向こうに、両腕が砲になっている試作機Ｂ型がいる。どちらも容姿に歪みはなく、一狼に欲しいと思わせたアニスと同レベルの端整な顔立ちをしている。

　どちらも劣化コピーではなく、強ごう奪だつされたという本物に違いない。

　最後の一人。

　フロアの奥。いぶし銀の枠がある大きな鏡に肩を預けて年とし端はもいかない少女が立っている。見間違えるはずのない、空をさらったニーという侵魔だ。

「あーら、意外。こんなの助けに来る馬ば鹿かいたんだー？」

　こんこんとニーが拳こぶしで叩いた鏡の中に、空の姿があった。

　黄昏たそがれ色の海にたゆたうように力なく浮かぶ空の目はただ虚うつろだった。瞳に光はなく、何も映してはいない。さらに、体が透明になりつつあるのが見てわかる状態だった。

「おまえ――その娘に何をした！」

　一狼は吼ほえて立ち上がった。その怒ど気きにまったく怯むことなくニーが平然と返す。

「何って。別にプラーナ搾しぼり取とってるだけよ。それももうすぐ終わっちゃうけど」

　――プラーナを搾り取る――だって？

　生命エネルギーであるプラーナは、言い換えれば命そのものだ。それを失うことは、単純な死を意味しない。この世界から痕こん跡せきを残さず消滅してしまうのである。

　ウィザードであれば、記憶には残る。だが、一般人からは、姫ひめ宮みや空という存在がいたという記憶さえも消滅してしまう。

「貴様あっ!!」激げつ昂こうし、一狼は床を蹴った。空を封じた鏡を奪うばいに走る。

「嫌ね、ムキになっちゃって」

　呆れたように目を半眼にしたニーを、銀の影が隠した。

　立ち塞がった白兵戦型が横よこなぎにブレードを振るう。

　その刃をかいくぐった一狼は、反射的に斜め後ろに跳んだ。

　一瞬遅れて砲撃音が鼓こ膜まくを揺らし、さらに一瞬遅れて壁に砲弾が着弾して破裂した。

　一狼は着弾地点を横目で確かめた。鏡の壁に大穴が空き、ひび割れが縦じゆう横おう無む尽じんに走っている――ビデオの逆転再生のように、ひび割れが消えて穴は閉じた。

「よそ見している暇ひまはないんじゃないの？」

　じゃっと間近で大気が唸うなる。視界の隅に走った一筋の銀に一狼は反応した。

　――避けきれない！

　苦無を二本交差させて斬撃を受け止めたいところだが、あいにく一本は魔導砲台の破壊に使ってしまった。苦無を持った腕の手首を空いている手で摑つかみ、精一杯力を込める。

　そこに真上からブレードが降ってきた。刃と刃が接触し、火花が散る。

　白兵戦型の人形のブレードが、わずかに苦無の刃に食い込むのを一狼は確かに見た。

　人間離れした反射速度で苦無を手放し飛びすさる。

　きんっと空中で苦無は切断され、振り下ろされたブレードは再び鏡の床を割った。

「あらら、武器壊れちゃったね。どーするの？」

　自身の優位を信じて疑わないのだろう、ニーが楽しそうに言った。

「別に困りはしない」と一狼は左手を真横に突き出した。

　一狼の手首が消失する。月衣の中で、左手はしっかりとその鞘さやを握った。

　もはや出し惜しみなどしない。二機の試作機をどうにかしなければ、ニーの前に立つことすらも叶かなわないのだ。

　切り札はここで切る。後のことは、勇気と根こん性じようと己の命でどうにかする。

　一狼の覚悟は決まった。

　――お借りします、校長先生。

　荻原宗一郎から預かった妖刀、村正が月衣から現れる。

　左手に鞘を持ったまま、右手で柄つかを握る。

　腕を左右に開くように動かし、長い刀身を一狼は抜き放った。

　白刃にはみっしりと細かい水滴がつき、ドライアイスのような白いもやが漂ただよっている。

　妖気。そうとしか表現できない異質な気配を、抜き身の村正が放つ。

「へー。面白そうな刀だね。刀のくせに、それってあたしたちに近い存在みたい。でもね、刀は刀。届かなければ意味ないでしょ――撃うっちゃえ！」

　ばっとニーが一狼に手をかざした。

　その指示で砲撃型の両腕の砲口が火を噴く。硝しよう煙えんに螺ら旋せんを描かせながら飛来する二つの砲弾の動きが、一狼の目には遅く感じられた。

　右手一本で長い刃を一狼が振るう。唐から竹たけ割りの動作で一発目の砲弾を縦たてに断ち、返す刃を横に振るって二発目の砲弾を横に割った。

　切られた砲弾は、一発目は左右に、二発目は上下に八の字を描いて離れ、一狼の背後に着弾した。その破裂音が消えやらぬ間に、一狼は再び床を蹴った。

　行く手を遮る白兵戦型に向け、横よこ一いち文もん字じに白刃が走る。

　回避不能と判断した白兵戦型が、ブレードを縦に構えて刃を受ける。

　先ほどとは逆に、ブレードに村正の刃がぬるりと食い込んだ。そのまま羊よう羹かんでも断つかのように、刃は呆気なくブレードもろとも人形の胴を両断する。

　白兵戦型が崩くずれ落ちる前に、一狼は左手に持っていた鞘を鋭く投射した。

　矢のごとく宙を貫つらぬいた黒塗りの鞘は、まさに今砲弾を放とうとしていた砲撃型の右腕の砲門に突っ込んだ。

　発射寸前だった砲弾が内部で破裂する。爆発で体勢を崩した砲撃型の前に一狼は一瞬で移動すると、間かん髪はつをいれずに上段から刃を振り下ろした。

　砲撃型の正中線に黒い筋が走り、体の左右がずれる。複雑な断面をさらして倒れていく砲撃型の横をすり抜け、一狼はニーを目指し、斬りかかる。

「――覚悟！」

　切っ先は、しかし宙にぴたりと停止した。

　ニーが、空を封じた鏡をまったく重さを感じさせない動作で盾たて代わりにかざしたのだ。自分の背よりも大きな鏡の裏で、ニーがちろりと赤い舌を出す。

「甘い甘い、ほんっと甘い――とっとと死ね、バーカ」

　その罵ば声せいを一狼は聞いていなかった。

　何に代えても取り返すべき空が手の届くところで絶望に打ちひしがれた顔をしていることに、全身を切り裂かれるような悲しみを覚える。

　ミラーハウス探索に無駄な時間をかけすぎたと己を呪のろいさえした。

　だから、次の瞬間に降り注いだ細かく鋭い鏡の無数の刃に気づくのが遅れた。

　呪練制服のおかげで傷は浅い。だが全身くまなく血ち塗まみれになる。熱した油をかけられたかのような灼熱感で硬直する一狼の前から、空の姿が遠ざかった。

「何だか丈夫な服だね、それ。呪力も感じるし――ま、あれで死なないなら別のやり方するだけだけど」

　鏡と一緒に移動し、勝かち誇ほこった顔を見せたニーを、一狼は睨にらみつける。

「うるせえよ、クソガキ。その娘を返せ。そしたら見逃してやってもいい」

「うーわ、こいつ馬鹿だわ。状況わかってねーんじゃないの？」

　汚い口調でニーは言い、心底呆れた顔をした。

「あんたに勝ち目はゼロよ、ゼロ。万に一つなんて甘いこと、あり得ないって。あんた、この鏡を攻撃できる？　無理だよね。こんな、いくらでも替わりがある人造人間を人質に取られて手も足も出せない馬鹿に、この賢かしこくて可か愛わいいもうすぐ魔王のニーちゃんが倒せるとか思っちゃってるんだー？　ほんと、バッッッッッッッカじゃないの？」

　嘲あざけりと共に、再び鏡の破片の雨が降った。

　横っ飛びで一狼は攻撃を避ける。この程度、隙を突かれなければ喰らう攻撃ではない。

「あ。生意気に避けたっ。腹立つな！　今度避けたら、この鏡割るからね!!」

　怒ど鳴なり、ニーが空を封じた鏡を蹴った。

　たったそれだけで一狼は動けなくなる。

　どうにかして、あの鏡を奪わないことには手の出しようがない。

　――何か手はないか？

　一狼は視線だけで辺りを探った。砂じや利りのような小さな鏡の破片が散らばる床に、自らが切った白兵戦型と砲撃戦型の試作機の残ざん骸がいがあるだけだ。

　すぐ足下に、右腕の先端が爆はぜた砲撃戦型の半身が転がっている。

　――これは？

　一狼はつま先の前に落ちている手のひらくらいの尖とがった円筒に気づいた。

　間違いなく砲弾だ。一狼の攻撃で右腕の砲が破壊された際、こぼれたらしい。

「動くんじゃないよぉ――」

　言いつつニーが片手を一狼にかざした。

　そこに丸い鏡が出現し、刀を構えた一狼を映した。

　ニーが何をしようとしているか、わかるはずもない。

　だが、動くなという以上は致命傷を与えるつもりで攻撃してくるはずだ。

「勝負！」

　一狼は裂れつ帛ぱくの気合いと共につま先で足下の砲弾を器用に真上に蹴り上げた。

　左手で砲弾を摑み、間髪をいれずにニーへと投射する。

　驚おどろいてニーが目を丸くする。その頰ほおの数センチ横を砲弾は通過した。

「は、外してやが――」

　焦りと嘲りの混ざったニーの声は、そこで爆音に遮られた。

　背後の壁で砲弾が爆ぜ、爆風がニーの背中を押し、呼び出されたばかりの、一狼を映した丸い鏡が、ニーの前でくるくると舞う。

　空を封じた鏡は爆風でニーから離れる方向に飛ばされた。

　一狼の狙い通りだ。砲弾は牽けん制せい、本命はこの後の斬ざん撃げきだ。

　砲弾を投げると同時にダッシュした一狼は、すでにニーへと間合いを詰めている。

　ニーの姿勢は崩れたままだ。回転している丸い鏡もろともニーをぶった切ろうと一狼は村正を振り上げた。

　一狼を見上げるニーの目が、すぃっと細くなる。

「勝ったと思った？」

　丸い鏡が、ちかりと瞬いた。

　鏡面に映っている切っ先が、一狼の目に飛び込んでくる。一狼を映した――

　いや、一狼の構えていた村正を映したその鏡が、村正の劣化コピーを吐き出した。

　刃に腹を貫かれる寸前、一狼はどうにか身をよじったが、脇わき腹ばらを深くえぐられた。

　痛みで一瞬気が遠くなり、膝から崩れ落ちる。

　ニーの小さな手のひらが、コピー村正の柄を握った。

　バットを振るような乱暴な動きで、しかし正確に一狼の首を刎はねようと白刃が走る。

　すんでのところで一狼は刀を首の横に掲げた。ぎんっと嫌な音が響く。

　子供のような体つきからは想像もできない膂りよ力りよくで一狼は吹き飛ばされた。

　受け身も取れずに、無ぶ様ざまに鏡の床で何度か跳ねて倒れる。

「あーあ、折れちった。でも、まぁいいか」

　かはっと血を吐き、一狼はどうにか体を起こした。たった一発で全身打ち身だらけだ。

　挙あげ句く、村正は刀身の半ばで折れている。

「その刀、もう気配が消えたね。死んじゃってる。残念だったねー、あははははは」

　一狼を笑いながら、ニーは折れたコピー村正を投げ捨てて空を封じた鏡へと向かった。

　ふわりと重力を感じさせない動きで跳ね、鏡の上の縁に座る。

「ほらね。あんたじゃあたしに勝てないの」

　一狼は何も答えず、ぎりっと歯ぎしりした。実力の差があまりにも大きい。

　これが高位の侵魔というものなのか――完全に遊ばれてしまっている。

「あー、気持ちいいなあ。その悔しそうな顔。ほんっと大好き。濡れちゃいそ」

　少女の顔でそうなまめかしく言い身をくねらせたニーが、あれ、と呟き視線を床のある場所に向けた。落ちている何かに気づいたらしい。

「ほいっと」

　手が届くはずもない距離で、ニーが物を拾う手つきをした。落ちていたものがひゅんっと飛んでニーの手に収まる。

「何これ？」

　ニーが指でつまんだのは、空の自爆装置コントローラーだった。今の一連の戦闘で一狼が落としたのだ。

「返せよ！」

　必死の声を上げた一狼に、ニーが面白いものを見る目を向けた。手にしているものの正体に気づいたようだ。

「そっかー。なるほどね、わかっちゃった。この娘の中の、あの妙なモノ――そうゆうことね。あれが切り札か――人造人間の自爆装置のリモコンでしょ、これ。あたしの隙を突いて鏡ごと爆発させようって魂こん胆たんだったのか……うんうん、上手いこと考えたじゃない。それなら確かに、あたしを殺やれたかもね」

　その推測にニーはご満まん悦えつのようだった。下げ卑びた笑みが一狼を怒らせる。

「誰が――」

　一狼は肩を震わせた。冗談じゃない。誰がそんなことを考えるものか。

「誰が、そんなもの使うか！　僕は助けに来たんだ、姫宮を!!」

　声を張り上げた一狼に対し、ニーは冷ややかに顔から笑みを消した。

「――救いようのない身の程知らずね。この期ごに及んで、まだそんなこと言えちゃうなんて、呆れるを通り越して感心しちゃうかもしれない。せいぜい、頑がん張ばってみて」

　他ひ人と事ごとのようにニーが言った。実際、ほとんど他人事だ。仮にもニーは魔王になろうとしている侵魔。一狼がこの月匣と化したミラーハウスでどうあがこうが、おそらく困らない。適当にあしらって飽きたら殺す、それだけだ。

「ああ、頑張って、頑張って、頑張り続けてやる。おまえを倒して姫宮を救うまで」

　ニーが目つきに険しさを宿し、コントローラーを無造作に握り潰して捨てた。

「――いい加か減げん、ウザくなってきた。そろそろ死んでもらおっかな」

「やってみろ。たとえ僕を倒せても、じきに仲間が駆けつける」

「外の連中か。あんなにたくさん造ったコピーも、残り少ないみたいだし……確かに、来られるとちょっとだけ厄やつ介かいかなぁ」

　一狼は何も言わずにニーの視線を正面から受け止めた。

　魂たましいの底から震えの来るような、冷たく鋭い鉛色の瞳。一狼は死を覚悟した。自分では、この場でおそらく空を助け出せない。ならば、命尽きるまで時を稼ぐ。たとえ己が倒れても、ニーを逃がしさえしなければ、きっとナイトメアたちが空を救出してくれる。

　一狼は片手に村正を持ったまま、別の手でネクタイを解いた。軽く振って気を込める。

　きちっと音を立ててネクタイは硬化し、刃となった。

　右手に村正。左手にネクタイブレード。迷いのない目で一狼は構えた。

「遠えん州しゆう賽さいヶ崖がけ忍にん群ぐんが末まつ裔えい――下げ忍にん、一狼。推おして参る」




　それは、自らの消滅という運命をすでに受け入れた空には、辛い光景だった。

　倒れても倒れても、一狼は必ず立ち上がる。そのたび、体のどこかに必ず傷が増える。

　ニーの嘲ちよう笑しようが響く中、鏡の刃で切り刻まれ、鏡の床を血しぶきで染めてなお、一狼の瞳から光は消えない。何度でも立ち上がる。

　それが誰のためなのか。わかっているから、余計に空は辛かった。

　――私に、そんな価値なんてないのに。

　この場で死ねるなら、それで一狼が自分の救出などという無意味なことを諦あきらめてくれるなら、いっそ死んでしまいたい。

　そう思えども、プラーナの尽きかけた体は、ろくに動かすことさえできなかった。

　鉛が詰まったかのように重い腕を空はどうにか持ち上げようとして、己の中に何か体を動かすための力が少しでも残っていないだろうかと、意識を裡うちに向けた――熱の塊かたまりのようなモノを感じた。

　純粋な、熱。そんなものを感じたのは、これが初めてだった。

　――これは、何？

　意識すると、その熱はどくんと胎たい動どうのように脈打った。わずかながら全身に力が戻り、あれほど動かなかった指先が、ぴくりと動いた。ぁ、と喉の奥からかすかな声が漏れる。

　――声が、出せる。

　たったそれだけのことが、空は嬉うれしかった。嬉しさのあまりに涙が滲にじむ。

　――これで、お別れが言える。

　一狼との別れを意識して、空は気づいた。

　存在の消えかけた自分を動かす、この力の正体に。

　最後の最後に、使うべきその力――使うのは、きっと今だ。

「……もういいよ、斉さい堂どうくん」

　空は一狼に呼びかけた。たった今、倒れ伏して再び立ち上がったばかりの一狼が、驚いたように目を見開き、構えを解いた。

「意識が戻ったのか、姫宮っ？」

　ニーもびっくりした顔で鏡から飛び降り、空を覗き込む。

「噓うそ。もうほとんど存在消えかかってるのに、何で？」

　ニーには一瞬たりとも視線を向けず、空は一狼を見つめた。

　たぶんもう、プラーナが尽きてしまうまであまり時間はない。この身が消滅してしまう前に、少しでも多く一狼に言葉を伝え、最後を迎えようと空は語る。

「私なんて守ってもらう価値なんてないよ、この子が言った通りの人の偽物だから。だから斉堂くんが、そんなふうになることなんてない」

「姫宮こそ泣くことなんてない、僕がただ助けたくて勝手に来たんだ！」

　ただ、助けたくて。その一言があまりに嬉しくて、空はますます涙を溢れさせた。

　――たぶん。この人は世界でただ一人、私を人として必要に思ってくれた。

　こうしている間にも空の姿は薄れていく。残りの時間がいよいよ尽きようとしている。

「ありがとう――それから、ごめんなさい。私のことは……」

　空は微笑ほほえんだ。

「もう、いいよ」

「――姫宮……？」

　一狼が何かを感じ取ったのか、名前だけ呟つぶやいて絶句した。

「何メロドラマしてるのよ、あんたたち」苛いら立だった口調でニーが言う。

「あんた、この男に惹ひかれてるっぽいけど、そんなのはヒヨコが最初に目にしたものを親と思い込むのと大差ないんだから！　まともに接した最初の人間がたまたまこのウィザードだっただけよ。それなのに、命張るって？　呆れるにもほどがあるわね、悲劇のヒロインにでもなったつもり？　ほんと、反へ吐ど出そう」

　そのニーの悪あく態たいは、今ひとたび空を絶望させ、これから行おうとしていることを阻はばむための稚ち拙せつな演技。今の空にはそれがわかっていた。だから毅き然ぜんとした声で返す。

「たとえ、そうだったとしても。私の気持ちは、私だけのもの。これは噓じゃない」

　空は胸の前で祈るように両手を組み合わせた。胸から複数の光の筋が逬ほとばしる。

　体の奥にある熱が、急速に高まっていくのを空は感じた。

「こいつ、やっぱり！」

　ニーが焦った声を上げた。静かに空は答える。

「私の中に自爆装置があると教えてくれたのは、あなた。あるとわかれば――自分の体だもの。自分の意志で、使えるわ」

　自爆用エネルギー。それがプラーナの尽きかけた体を動かす熱の正体だ。

　爆発臨りん界かい点てんに向け、熱がますます高くなるのを空は感じ取っていた。

　不思議と恐怖はなかった。たった一〇日程度とニーに嗤わらわれた人生が終わる――空は満ち足りた気分だった。ただ、一狼と会えてよかったと思う。

「やめてくれ、そんなこと！」一狼が声を張り上げた。

「姫宮、言ったじゃないか！　死で救われたくなんかないって！　僕だって、君の命で生き長らえたいなんて思わない!!」

「――そうだったね」

　空は遠い目をした。ほんの一週間前の出来事が、はるか昔のことに思える。

　一狼の気持ちも知らないで怒り、拗すねてしまった自分を空は今さら恥じた。

「ごめんなさい。あの時。斉堂くんは死んでも小さな魔王から私を守ろうとしてくれた――そうだったね……ごめんなさい。やっとわかった。命を懸かけても守らなきゃっていう気持ち。ほんと、あの時は勝手なこと言って、ごめんなさい」

　繰り返して空は謝った。許して欲しいと願ってはいない。

　せめて笑顔を覚えておいて欲しいと、微笑みを絶やさず一狼を見つめる。

「何でそんなに謝るんだよ。そんなの嫌だ。嫌だっ！」













　もう一狼も気づいているようだった。武器を落とし、震える指を一狼が差し出した。

　その手を摑めたら、どれほど幸せだろう。

　それが、この姫宮空の名を与えられた人造人間の個体の、最後の思考だった。

　意識も視界も真っ白く染まり、存在が無へと転じるその時に――

　彼女は、空と叫ぶ一狼の声を聞いた気がした。




　一狼は、頰を撫でる風を感じた。閃光にくらんだ目に、視界が戻ってくる。

　アキバランドの最上階は、ミラーハウスごと完全に吹き飛んだ。鏡の床もほとんどが失われ、コンクリートが剝むきだしになっている。

　へたり込んでいる一狼の周囲、およそ直径一メートルの範囲の床だけに、鏡が残っている。空が自爆の瞬間、何らかの防御魔法を一狼に使ったらしい。人造人間もウィザードだ。魔法を使えて不思議はないが、そんなことなど一狼にはどうでもよかった。

　喪失感としか言い表せない虚きよ無むに、体が内側から喰われていく。涙すらも出ない。

　うなだれた顔を、鏡の床が映している。一狼はその己の顔に拳を叩きつけた。

「――何をのうのうと生き残ってるんだよ、おまえ！　おまえもいっそ、消えてしまえばよかったんだ！」

「それを彼女が喜ぶとは思えないがな」

　不意に聞こえてきた声に、一狼は顔を上げた。

　そこにはナイトメアだけでなく、灯も天明もアニスもいた。

　一狼が惚ほうけていた間に、ここに上がってきたようだ。全員、見た目に怪け我がはない。下での戦闘は圧勝で終わったらしい。

　天明がきょろきょろと辺りを見回す。

「うちの試作機、どないなった？」

「すいません。僕が斬りました――残骸は、この階と一緒に消し飛んだと思います」

　義務感で一狼はそう報告した。「それならしゃあないか」と天明が返して続ける。

「しかし、ずいぶんとすっきりしてもうたなぁ。ま、構へんけどな。月匣さえ解ければここは元通りやし」

　天明の言葉通りだ。月匣は、現実そっくりに見える状況であっても、実体は異次元結界である。薄皮一枚の次元の断層を隔へだてた元の空間では、何も破壊されてはいない。

　空間の裏側でこんな戦いが行われたことに、一般人は誰も気づいていないのだ。

「そうだ。月匣さえ解ければな」「せやな」

　ナイトメアと天明が揃って天を仰いだ。一狼も倣ならって顔を上に向ける――

　未いまだ、それは輝いていた。

　真円を描く、禍まが々まがしい紅き月。

　異界の門の象徴たるこの月と共に現れた裏り界かいの侵魔を倒すなり退しりぞけるなりすれば、月は常に消える。裏を返せば、紅い月が輝いている以上、戦いはまだ終わっていない。

「何で」一狼は震える声を漏らした。

「何でまだ、消えてないんだよ――これじゃただ、姫宮が死んだだけじゃないか。何も終わってないなんて……」

　天明が一狼を見下ろした。眼鏡めがねの奥、静せい謐ひつな瞳にふがいない一狼の顔を映す。

「せやったら終わらせてこい、おまえの手でな――アニス。フルオプションで変形や」

「了解でございますデス、ミス亜門。ＨＴＢＸ０１Ａ汎はん用よう人型決戦箒試作機アニス、くっつけられるモンは全部くっつけてトランスフォームするでございますデス」

　がしゃんと音を立ててアニスのボディのあちこちが開いた。

　展開したそれぞれのパネルの下から機械然とした細いマニピュレータが生える。

　それらは虚こ空くうに潜り込み、アニスの月衣から大小さまざまなユニットを取り出した。ユニットを機体に組みつけつつ、人型から変形する。

　一狼のすぐ前に出現したそれは、個人用機械箒にしては巨大すぎるものだった。

　長距離航行もしくは高々度に到達するためのブースターを幾つも装備した状態だと、一狼にも一目でわかった。

　こんなものをどうする気だろう。そうぼんやり思う一狼の前に天明がしゃがみ込み、顔を近づけてきた。

　息のかかりそうな距離で一狼が驚き目を丸くする。

　その目を覗き込み、に、と天明が笑んで見せた。人差し指を立て一狼の額ひたいに当てる。

「――ライフドライブ」

　指先を中心に、一狼の額に、光る文字で小さな魔法陣が描かれ、すぐさま消えた。

　滝のそばで舞う飛沫を全身に浴びたような清涼感に一狼は包まれた。

　体中にあった切り傷による灼熱感が噓のように消えていく。

　ライフドライブは水属性の回復魔法だ。

　術をかける相手の体内の水分に働きかけて継続的に新しん陳ちん代たい謝しやを活性化させる。

　魔法の効果時間は長くても数分程度だが、その間、この魔法を受けたものは超回復力を発揮する。一発で重症に陥らない限り、傷は負った瞬間から治ち癒ゆするのだ。

「うちの魔力はこれで打ち止めや」

　ライフドライブをかけた指で、天明は一狼の額を弾いて立ち上がった。

「灯のガンナーズブルームも弾薬は尽きとる。ナイトメアも平気な顔しとるけど、とっくに魔力切れや――いやあ。やっぱ一人で二〇〇〇機潰すのは正直しんどかったで」

　一狼は灯とナイトメアを交互に見た。

　灯のガンナーズブルームがひしゃげていることに一狼はようやく気づいた。弾切れになった後、鈍どん器きとして振るった形跡だ。

　平然と腕組みをして立っているように見えるナイトメアだったが、わずかに上体がふらふらと揺れている。上官として、部下の前では膝を折れない。その意地だけで立っているかのようだった。

「今、ここで。もっとも余力を残しているのは、ニンジャボーイ。君のようだ」

　ナイトメアの言葉を一狼は座ったまま無言で聞いていた。

「君には感じ取れないかもしれないが、この指の先、はるか天空にこの月匣の核コアがある。世界を天空から映し、全てを劣化コピーに書き換えようとする邪悪なる鏡だ――アニスと共に行け。そして鏡と共に侵魔の野望を砕け。それが最後の任務だ」

　ナイトメアが、す、と天空を指さす。一狼はナイトメアの指の先を見上げた。

　紅い月の真下、かすかな白い光の点が見える。それが最後に割るべき鏡のようだ。

　そこまでどれほどの距離があるのか。考えることさえ無駄に思えるほどに、遠い。

「世界の命運を託す――君はまだ戦えるはずだ。それとも、その刀もろとも心まで折れてしまったか？　だとしたら、それこそ彼女は無駄死にだ」

　無駄死に。聞き捨てならず、一狼はナイトメアを睨みつけた。

「どういうことですか」

　ナイトメアが一狼の視線を平然と受け止め、天にかざしていた指を一狼に向けた。

「わからないのならば教えてやろう――人を守るということは、その人の心を含めて守るということだ。君の心が死んだのなら、彼女は君を守れずただ爆死したことになる。ただ、それだけが真実だ」

　ナイトメアの背後で天明と灯が顔を寄せ合い、ぼそぼそと会話する。

「変態的な格好してるのに、何や格好いいことゆうとるで、アイツ」

「あの格好だと説得力があまりない」

「あかりんもそー思うか、やっぱり」

「当然」

　ひくひくとナイトメアのこめかみが動いた。ぐるりとその場で身を翻ひるがえし、人差し指を天明たちに向ける。

「うるさいぞ、貴様ら！　何度も言っているだろう、俺を変態扱いするんじゃない！」

「変態に変態ゆうて何が悪いねん」

「だから誰が変態だ、誰が！」

　ナイトメアと天明がくだらない口論を始めた。

「冬なのにへそだしってあり得へんやろ、そもそも」「これは妻がだな」「嫁よめのせいにして己の趣味を正当化してへんか、おまえ」「なっ。それは邪じや推すいそのものだ！」「せやったら今度、きっちりスーツ着てネクタイ締めた格好見せぃ。それともへそだし衣装以外は持ってへんとか？」「バカにするな、俺だってスーツの一着や二着、持ってるぞ」「だとさ。あかりん、見たことあるか？　こいつのそういう格好」「あるわけがない」

　その不毛で馬鹿馬鹿しいやり取りを聞いているうちに、一狼は気が楽になった。

　自然と頰に笑みが浮かぶ。笑えるという事実で、一狼は自覚した。

　――そうだ。僕の心は、まだ折れていない。

「そんな口論してる場合ですか。こうしている間にも、劣化は世界に広がっているんでしょう？」

　苦笑し、膝元に落ちていた折れた村正を手にして立ち上がり、月衣に収めた。ネクタイブレードは元のネクタイに戻って風に飛ばされてしまったようだが、探す暇はない。

　一狼はアニスの元に歩み寄った。全員の視線が集まったことを感じて、アニスに搭とう乗じようする前に振り返る。

「行ってきます――姫宮が守ってくれたこの命に換えてでも、今度こそぶっ壊してきます、月匣の核を」

　宣言し、アニスにまたがる。ぶるっと身震いするように振動し、飛行ユニットに火が入った。通常とは違う甲かん高だかい作動音がますます甲高くなり、会話も困難なほどになる。

「イチロ。これを着けるでございますデス」

　操そう縦じゆう桿かんの間、コンソールパネルの一角が開き、耳にはめ込むタイプの通話ユニットが出てきた。一狼は片手でそれを取ると耳に捻じ込んだ。

「骨こつ伝でん導どう通話システムでございますデス。聞こえるデスね？」

「ああ、問題ない。そっちは？」

「感度良好ばっちりグーッドでございますデス、イチロの心音まで録音できるでございますデス――落ち着いてますデスね。意外存外想定外予定外でございますデス」

　ぱんっと一狼は手近なパネルを叩いた。

「何が意外だよ。こんな時までびびるほどチキンじゃないさ、僕でも」

「食べ頃揚あげたてほかほかチキンだとばかり認識しておりましたデスが」

　馬鹿にしているのか冗談なのか本気なのか、一本調子のアニスの口調ではわからない。だが、一狼は軽く図星を突かれた気がして恥と怒りを同時に覚えた。

「う、うるさいっ！　とにかく急ぐぞ」

　乱暴にスロットルを絞る。その際、周囲に視線を巡らした。

　小さく頷き返すだけの灯。ひらひらと笑いながら手を振っている天明。

　ナイトメアが、親指を立てた腕を一狼に向けて突き出していた。

　一狼は同じように親指を立て、小さく腕を掲げて返す。

（生きて帰れ。終わらない悪夢はない）

　ナイトメアがそう言ったように一狼には見えたが、同時にアニスが発進したため、仲間の姿は一瞬で後方に流れて消え、確かめることはできなかった。

　どこかいびつに見える、劣化コピーに変わりつつある街の上空で鋭く旋回し、アニスが機首を真上に向ける。一狼の内ない耳じに直接アニスの声が響く。

「ターゲットは高度約九〇〇〇〇メートルに滞空。時間がないから二〇Ｇ加速で一気に上昇するデス、到着まで約三〇秒。根性あるのみ、死ぬな、生きろでございますデス！」

　通常、スペースシャトルの打ち上げ時に発生する加速度は三Ｇ程度。

　重力加速度の三倍だ。その七倍近い加速でアニスが天へと駆け上る。

　加速直後に、ずどんと大気が爆ぜるのを一狼は聞いた。音速を突破した際のソニックブームである。

　九〇〇〇〇メートルという高さがどれほどのものか考える余裕もなく、加速に耐える。

　視界が多少暗くなったが、天明にかけられたライフドライブの効力のおかげで肉体の限界が上がっているのか、どうにか意識を保っている。

　ちかっと目指す先で光が瞬いた気がした。直後にその声が頭の中に直接響いた。

『しつっこいぞ、弱っちいウィザードのくせに!!』

　――あの侵魔の声だ！

　思念を直接一狼の意識に送り込んでいるようだ。

　さらに一狼の頭の中でニーの声がわめき立てる。

『いい加減諦めろってーの、無駄無駄無駄無駄、無駄なんだからあっ!!』

「イチロ、しっかりしがみつくでございますデス、それこそ猿さるの赤子のようにっ」

　一狼の返事を待たずにアニスが急激に軌道を変えた。

　降り注いだ無数の光が大気を割さいて闇に吸い込まれて消える。

　視界の隅で一狼はちらりと攻撃を見ただけだが、確信した。

　鏡の刃だ。ただしミラーハウスでの攻撃で使われたものとは大きさがまったく違う。

　刃の一枚一枚がブースター装備でサイズアップしているアニスと同じほどもあった。

　やはり壊すべき鏡の元にあの侵魔がいる。

『ほら、近づけもしないじゃない！　このまま劣化して滅ぶ世界を黙って見てれば？　ここなら特等席だよ、あはははははっ』

　思念を伝えてくるのは心を挫くじくためだろう。

　繰り返して鏡の刃が虚空から降り注ぐ。

　アニスが旋せん回かいして回避を繰り返す。

「避けるので一杯一杯、ブースター全基燃焼終了、切パりー離ジしますデス、これからどうするデスか？」

　アニスの後部から、次々と役目を終えた補助ユニットが切り離されて落下する。

　ターゲットの鏡は目視できる距離にあった。

　紅い月の下。デザインは空を封じたあの鏡と同じだが、比較にならないほど大きい。枠の上に立つニーと思しき人影が恐ろしく小さく見える。

　一狼は鏡の放つプレッシャーを肌で感じ、理解した。

　この鏡を砕けば全てが終わる。この鏡こそが諸悪の根源であり、人型箒試作機を何千機とコピーした鏡も、空を封じた鏡も、この鏡の劣化コピーだったに違いない。

　初めから、ニーは己の分身とも言えるこの鏡を、危険の少ない高空に置いていた。

　――ひょっとして。ミラーハウスにいたあのガキも、コピーだったのか？

　一狼はそう思うも確かめる気はない。コピーだろうが何だろうが関係ない。

　――滅ぼす。それだけだ！

　一狼はひたすら鏡を見据えていた。

　回かい避ひ行動でアニスの飛行速度は上昇時よりも落ちたが、それでも音速は余裕で超えている。宇宙の底とも夜空の頂上とも言える高度九〇〇〇〇メートルの大気はないに等しく、月衣がなければ人など呆あつ気けなく死ぬが、一狼はその高空と超高速に順応していた。

「アニス、とにかく回避に専念してくれ。機を見て僕が跳ぶ」

　一狼はステップから足を上げ、シートにしゃがみ込む姿勢を取った。

　不安定な姿勢から中腰で立ち上がる。

　サーフボードに乗るような構えで、月衣から折れた村正を取り出した。

『何、そのへっぴり腰っ』脳内でニーが嘲笑う。

『何しようとしてるか知らないけど、だから無駄だって！　その折れて死んだ刀で何もできるわけないじゃん、諦めが悪いにもほどがあるって、バーカバーカバーカあっ!!』

　一狼はその稚ち拙せつで腹立たしい声を無視した。

　左手の人差し指と中指を立て、剣けん印いんを組んで顔の前に掲げる。

　――どうせ馬鹿の一つ覚えだよ。でも、これしかできないんだ。

　精神集中。声に出さずに九字を口の中で唱える。

　――臨、兵、闘、者、

　襲い来る鏡の刃を避け、アニスが夜空に大きなループを描く。

　ループの内側にいる一狼に強大な遠心力がかかり、膝が折れそうになった。だが屈しはしない。顔をループの中心にある忌いま々いましい鏡に向け続ける。

　――皆、陣、烈、在、

『落ちろ落ちろ落ちろ落ちろーっ！　って何で命中あたらないの、ああもう腹立つ!!』

　苛立ちのせいか、一瞬、攻撃が散漫になった。今、ニーの鏡は一狼の真下にある。

　紅い月の影響か、はるか尻尾しつぽにあるはずの街明かりは見えない。

　霞かすみのような朱を帯びた薄闇の中、邪悪なる鏡は無防備に浮かんでいた。

　――前！

「バースト、ジャンプッ!!」

　逆手に村正を構えた一狼の足下で、火球が爆ぜた。

　爆圧でアニスと一狼が互いに弾け飛ぶ。その動きにニーが気づいた。

『そんな折れた刀で！』

　ニーが鏡の刃を幾つも放った。焦ったのだろう、攻撃はわずかに一狼を逸れる。

「僕の心は折れてない！　見せてやるっ!!」

　ありったけの魔力を、この一撃に叩き込む。

　攻性魔力をはらんだ風が大気のない高空に生まれ、半ばで折れた刃に絡みつき、欠けつ損そんした刀身を補ってあまりある、帯びた魔力で白く輝く風の長い刃を形成した。

「エアァァァァァ、ブレ――――ドッ!!」

　真正面。ニーが何かを叫んでいるが、その声はもう刃を振るう一狼に届かない。

　振り抜かれる風の刃は、その瞬間にも鋭さと長さを増す。

　ちんっ

　やけに軽い音を一狼は聞いた気がした。振り向くまでもない。

　紅い月の輝きを受けた巨大な鏡が、上下真っ二つになる。

　そして乾いた音を立て、鏡は呆気なく砕けて散った。

　破片は散らばる先から蒸発するように消滅していく――

　紅い月が、消えた。

　当たり前の闇を取り戻した夜空から、一狼は眼下の世界を見た。

　はっきりと街明かりが闇に白く浮かび上がっている。

　電飾がくっきりと日本列島の形を描き、ユーラシア大陸も都市部は明るく、朝鮮半島もそれとなく形がわかるくらいに街明かりが並んでいた。

　この光景を目にできるのが幸運なほんの一握りの人間であろうことは、有人ロケットやスペースシャトルの宇宙飛行士が興こう奮ふんして語ることから一狼は知っている。

　だが一狼には、命を賭して守ったこの世界が綺き麗れいだとは思えなかった。

　虚むなしくさえ見えるその理由を、一狼は考えたくなかった。

　だが、頭は勝手にその事実を認識する。

　あの街明かりの中に帰っても、そこに空はいない。

　命を懸けて守ると偉そうなことを言ったくせに、結果は逆だ。

　――情けない。

　このまま地上まで墜おちたら、月衣があっても死ねるだろうか？

　そんなことを考えてしまった一狼の下に、追いついたアニスが回り込む。

　アニスが上手く一狼と落下速度を合わせ、すとんと一狼を機体に乗せた。

　ありがとう。そうアニスに礼を言うべきなのに、言葉は出なかった。

　嗚お咽えつを堪こらえるのみの一狼は、改めて自覚していた。

　守りたかったのは世界ではなく、ただ空一人きりだったことを。

　空に生かされた命で、世界を危機から救えた。

　だが、それは一狼の望んでいたことではない。

　空をニーから取り返し、空と交わした明日の約束を守る。

　それが一狼の望みだった――もう永遠に叶うことはない。

　今さら涙が溢れてきた。散った涙が一狼の頰から離れ、手の届かない距離で氷結してきらめく。月衣の外は、零下数十度。その証あかしだ。

　幾つも幾つも氷の粒を振りまきながら、一狼は帰還した。




　アニスは一狼を気き遣づかったのか、上昇の何十倍も時間をかけてゆっくりと降下する間、一狼に何も話しかけなかった。

　クリスマスイブを明日に控えた秋葉原は、寒夜にもかかわらず普段より華やいでいる。

　何事もなかったかのようにそびえるアキバランドの屋上は、観覧車やコースターなどの大規模な設備はないが、小さいながらに遊園地のような作りになっていた。

　アキバランドのオープンは明日。今は動いている設備は何もない。

　メリーゴーラウンドの前に小さな広場があり、ナイトメアたちが集まっている。

　その前にアニスは着陸した。一狼が降りるとすぐさまアニスが人型に変形した。

「うーん、貴重なデータが取れたで」と天明が笑みを浮かべてアニスに歩み寄る。

「ラボに戻ったら、またオーバーホールしてやるで、アニス。お疲れやったな」

　友人に接するように、天明が自ら作った人型箒の肩を叩いてねぎらった。

「一狼も、ご苦労さん」

　そうついでのように言い、天明はさっさとビルの裏路地側のほうへと歩き出した。

「帰ろか。こないなところにおってもしゃあないしな。行くで、アニス」

　アニスが天明を追って歩き出し、無言で灯がガンナーズブルームに搭乗した。

　鈍器代わりに使われてフレームが歪んでしまっているがまだ飛べるらしく、さっそく駆く動どう音おんが始まる。

「乗る？」と灯がナイトメアに訊ねる。

「乗せてくれるのならば、断る道理はない」

　ナイトメアがマントを翻ひるがえし、灯の元に向かった。

　世界の危機はひとまず去った。

　今は一刻も早く体を休め、いつまた訪れるともわからない新たな危機に万全の態勢で対応できるように備えなければならない。

　休むこともまた、ウィザードの任務なのである。

　一人だけ放心状態で突っ立っているままの一狼を、ちらりとナイトメアが振り返った。

「そうだ、ニンジャボーイ。今回の任務の報ほう酬しゆうは、明日の二四時ちょうどにこのメリーゴーラウンドの前で絶ぜつ滅めつ社しやのエージェントが直接手渡して支払うと、先ほどオペレーターから連絡があった。面倒かと思うが、足を運んでくれ」

　報酬。記憶の片隅にもその言葉が残っていなかった一狼は、曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

「僕が受けた任務は……姫宮の護衛と、強ごう奪だつされた試作機の捜索と奪だつ還かんでした。どっちも失敗です――辞退します、報酬。何か、納得できないから」

　む、とナイトメアが小さく唸うなる。

「それは困る。俺の顔を立てるつもりで、来てはもらえないだろうか」

「――考えてみます」

　約束せずにそう答え、一狼は口をつぐんだ。報酬なんて受け取る資格がない。

　考えるとは言ったが明日、受け取りに来るつもりはなかった。

　難しい顔をしたままナイトメアがガンナーズブルームの灯の後ろに座る。

「さよなら」

　灯は小声で挨あい拶さつし、すぐさま機械箒を発進させた。

　あまりスムースではなく、ぎくしゃくと引っかかるような動きで上昇する。やはり傷んだ外観通り、飛行機能にも影響が出ているようだ。

「いいな！　明日の二四時だ、必ず来い！」

　最後にもう一度ナイトメアが命令口調で言った。

　一狼の見上げた夜空に、ガンナーズブルームのシルエットが溶け込んで消える。

　一狼は、真っ暗なメリーゴーラウンドの前にすとんと腰を下ろした。

「こんなとこ、来るわけないじゃないか――僕は、守れなかったんだから」

　明日のクリスマスイブに、このアキバランドに空と来る約束をしていた。

　だが、約束を守るべき相手はもういない。
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　裏り界かいへと通じる次じ元げん回かい廊ろうを移動しながら、ニーはぷりぷりと怒っていた。

「もおっ、最悪ー……」

　劣化コピー箒にウィザードを襲わせてプラーナを集めるのにもほとんど成功せず、一発逆転を狙って大きなプラーナを持っていた娘を捕まえてみたら、これが偽物だった。

　その偽物のせいで、アキバランドにのこのこと集まってくる人間たちからプラーナ集めをしようと準備したミラーハウスの月匣は破壊され、大事な大事な鏡まで失った。

　鏡を再生させるのに、人間の時間で何万年もの時が必要だ。

　また長いこと魔王の座はお預けになる。

「ほんっっっと、最悪の最悪の最悪！　どんな顔してお姉様に会えばいいのよーっ！」

「そんな心配、要いらないわ」

　唐突に、真後ろから少女の声が聞こえてきた。聞き覚えのない声に、ニーは振り返る。

「何よ、勝手なこと言って。誰だか知らないけど、あんたが何とかしてくれるわけ？」

「へぇ。あたしのこと知らないんだ……ふぅん……そりゃまた、ずいぶん不勉強ね」

　金の瞳が細められる。獲物を狙うネコ科の猛獣の気配を纏い、緩ゆるやかなウェーブの美しい銀の髪が揺らめく。

　その姿。裏界の住人ならば誰でも知っている、裏界で一、二を争う有名な大魔王。

「ベ、ベ、ベ――ベール＝ゼファーっ？」

　ニーは素すっ頓とん狂きような声を上げた。蠅はえの女王がむっとした顔をする。

「何よ、あたしのこと知ってるじゃないの。それなら様をつけなさいよ、様を」

「ベ、ベール＝ゼファー様にはご、ご機き嫌げん麗うるわしくっ、ななな、何のご用でしょうかっ」

　焦りに焦り、ニーは手をもみつつベール＝ゼファーのご機嫌を伺うかがった。

　にっこりとベール＝ゼファーが満面の笑みを浮かべた。

「死んで[image: ]」

「……ぇ――えええええええっ、そんないきなりご無む体たいな！」

　ニーは抗こう議ぎの声を上げた。ベール＝ゼファーの笑みに邪じや悪あくが宿る。

「ほんっとに、馬鹿よね。あんた、媚こびた相手が悪かった。あたしさ、アイツ大っ嫌いなの――知ってるでしょ？」

　アイツ。外でもない、ニーがお姉様と慕したう裏界の序列第一位〈金こん色じきの魔王〉ことルー＝サイファーだとニーにはわかる。そのお姉様とベール＝ゼファーは、互いを何よりも嫌っている。場合よっては裏界そのものを滅ぼしかねない、裏界最大の対立だ。

　ベール＝ゼファーに睨まれた時点で、ニーの命運は尽きていた。

「だいたいさぁ、プラーナ集めくらいだったら目をつぶってやってもいいかなって思ったのよ、あたしって結構これでも寛かん大だいなんだから。偽物のプラーナ持った人造人間捕まえて喜んでたとこなんかとても面白かったし、やることなすこと失敗だらけで楽しませてもらったわよ」

「たた、楽しんでもらえたら光栄の極きわみですわ、お姉様っ」

　ニーは頰を引きつらせながらも、媚びた笑みを浮かべて見せた。

　はんっとベール＝ゼファーが鼻を鳴らして目を半眼にする。とりつく島はないようだ。

「今さらお姉様って呼んだって、もう遅いっての。あんた、やりすぎたの。世界を劣化コピーに書き換えて滅ぼそうなんて、ちょーっと身の程わきまえろっつーのよ。この世界はいずれあたしが滅ぼす。それは何十億年も前に決まっていることなんだから」

　ベール＝ゼファーの勝手な口こう上じようを、ニーは黙って聞いていた。頭の中では「お姉様お助けくださいお願いします」の三つの語句が、ぐるぐる回っている。

（無理ね。諦めなさい）

　そんなルー＝サイファーの無む慈じ悲ひな声が意識に響いた。

「そんな、酷ひどいっ！」

　それがニー＝クラリスという侵魔の最後の言葉だった。

　手をかざす。たったそれだけの行動でニーを塵も残さず消滅させたベール＝ゼファーは、ふふんと機嫌よさそうに笑い、すいっと虚空に溶けて空間を渡った。

　気まぐれでわがままな蠅の女王が次にどこに現れるのか、それは世界の守護者でもわからない。














　ぴとん。ぴとん。蛇じや口ぐちから数秒間かん隔かくで落ちる水滴の音が、やけに大きく部屋に響く。

　薄い壁に背中を預けて膝ひざを抱えて座り、一いち狼ろうはぼんやりと呟つぶやいた。

「このアパート、こんなに広かったかなぁ……」

　六畳じよう一間の真ん中に、古くさい木製のちゃぶ台。部屋の端で、赤々と光ってはいるものの全然部屋を暖めてくれない電気ストーブ。ぶぅんと小さく唸うなるだけであまり中が冷えないワンドアの冷蔵庫。そして消したままの小さなブラウン管テレビ。

　見慣れた自分の部屋だったが、一狼はずいぶんと久しぶりな気がした。

　この部屋を天てん明めいに占せん拠きよされたのは、ほんの数日前だった。

　その天明も、昨夜のうちに部屋を埋め尽くしていた全ての機材を引き揚げ、アニスと共に去った。一狼が寄りかかっている壁の向こうにも、人の気配はない。

「……静かだな」

（すいませーん）

　あの日。引っ越してきたばかりの空そらの、初めての挨あい拶さつ。

　その声を耳にした気がして、一狼は玄げん関かんに目を向けた。

　しばらく黙って見つめていたドアは、やはりノックされることがなかった。

　ノックがなかったことで一狼は思い出した。

　あの日は最初にノックが聞こえ、その後に挨拶の声が聞こえたと。ノックがないのに声なんて聞こえるはずがないと、一狼は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑みを浮かべた。

「そうだよな。前の生活に戻っただけだ」

　元々、このアパートの住人は一狼だけだった。

　この静せい寂じやくは、半年以上も慣れ親しんだ、一狼の当たり前の日常だ。

　それなのに、馴な染じめない。この静かさが辛つらい。

　だが誰とも話したくはなく、朝から0‐Phoneのスイッチは切っている。

　ドアから目を離し、窓を眺める。冷え込みで曇くもった窓の向こうは、ただただ暗い。

　じきに深夜と呼べる時間帯だが、今夜はクリスマスイブ。

　街はこれから盛り上がる頃である。しかし、繁はん華か街がいから離れたこの路ろ地じ裏うらのアパートに、華やいだ街角の喧けん噪そうなど届かない。

　ただただ、静かだった――唐突にドアがノックされ、驚きのあまりに一狼は、座った姿勢のまま数センチほど跳ねた。

　これほどの静寂の中で、忍者の自分に足音が聞こえなかった。

　そんな馬ば鹿かなと疑う一狼の鼓こ膜まくを、再びノックの音が震わせた。

　勘違いでも幻げん聴ちようでもない。間違いなく、誰かがノックしている。

　すっと一狼は静かに立ち上がり、ドアの横に移動した。

　ドア向こうから気配は感じられない。しかしそれでもまたドアはノックされた。

　尋じん常じようではない技量の持ち主が、ドアの向こうにいる。

　そう判断し、一狼は最上の警戒心で以もつてドアの向こうに声をかけた。

「――どちらさまですか」

「こんな時間に済まない」年輪を感じさせる男の声だ。「秋あき葉は原ばら分校の荻おぎ原わらだ」

　荻原宗そう一いち郎ろう。輝き明めい学園秋葉原分校の校長である。なるほどと一狼は納なつ得とくした。

　ベテランの忍者である荻原が、下げ忍にんの自分に足音を気け取どられるはずがない。

　荻原の名を誰かが騙かたって己おのれを始末しに来たのかと一瞬一狼は疑ったが、荻原を装よそおえる技量であれば、ここでドアを開けようが開けまいがどのみち一狼では逃げることさえ不可能だ。

　それでも警戒心を保ったまま、一狼はドアを開けた。

「こんばんは、斉さい堂どうくん。夜分、済まないね」

　着物に丹たん前ぜんという姿の荻原宗一郎がそこにいた。

　敬うやまうべき相手を玄関に立たせておくわけにはいかないと、一狼は、

「何もない部屋ですが、どうぞ」

　荻原を部屋の中に招こうとしたが、

「すぐに帰らせていただく。お構いなく」

　荻原は立ち話を選んだ。

「わざわざお越しくださるなんて、どうしたんですか」

「貸したものを返してもらいに来た。よいかな？」

　にこやかに荻原は言った。対し、一狼の顔は青ざめる。借りたもの。返すに返せず、どうしたものかとそれは悩みの種になっている。だが、とぼけるわけにもいかない。

「――村むら正まさ、ですよね」

　言ってすぐさま一狼は強烈な勢いでその場にしゃがみ、額ひたいを玄関の三た和た土きに叩きつけて土ど下げ座ざした。

「申し訳ありません、お借りした宝刀、折ってしまいました！」

　額を三和土に押しつけたまま、鞘さやもない状態で月衣カグヤに収めていた村正を取り、両手で掲かかげる。

「腹を切れと仰おつしやるなら、この場でかっさばきます。お許しくださいとは申せません、全ては僕の未熟のいたすところです」

「ふむ」

　荻原が呻うめいた。手から刀の重さが消えるのを感じた一狼は、荻原は見る影もなくなってしまった妖刀村正をしげしげと眺めて己に失望しているに違いないと思う。

「これはもう直らんな――切せつ腹ぷくまでは申しつけぬが、一つ言うことを聞いてもらうか」

「は！　何なりと！　いかなることでも命に換えて達成いたします！」

　死ねと言われたら死ぬつもりだった一狼だ。どんな命令でも拒否などできない。

　不意に荻原の纏まとっている気配が奇妙に和らいだ。その違い和わ感かんに、一狼は思わず顔を上げた。どういうわけか、荻原は柔にゆう和わな笑みを浮かべている。

「今こ宵よい、これより。アキバランドの屋上、メリーゴーラウンドの前に行き、午前零れい時じまで待て。それがこの刀を台無しにした代だい償しようだ」

「――は？　何ですか、それは」

　無意味にしか思えない荻原の命令に、一狼はついそう聞き返してしまった。

　荻原の笑みに苦さが宿る。

「絶ぜつ滅めつ社しやより連絡があってな。今夜零時、報ほう酬しゆうを受け取りに来るよう君の0‐Phoneに幾いく度ど確認の電話をしても通話がつながらないので、直接伝えてもらえないだろうかと頼まれてしまったのだよ。何、村正のことはついでだ。任務が終わったのも絶滅社から聞いた――返しに来ないのだから、こんなことかと思っていた」

　荻原は無む造ぞう作さに村正を己の月衣に投げ入れるように収めた。

「さあ。とっとと行くがよい、斉堂くん。聞いたが、今日はアキバランドの開店当日じゃないか。入場するのに並ぶ時間も必要だろう、急ぐに越したことはない」

　まだ土下座の姿勢のままの一狼の手を取って、荻原は立つよう促した。

　しぶしぶながら立ち上がった一狼の肩を押し、強引に回れ右をさせた。

「どてらにジャージというそんな格好で、こんな夜に出かけるわけにもいかないだろう――制服でも構わないから、まともな服に着替えて出かけるように」

　一狼は困った顔で肩越しに荻原を振り返った。

「すいません。わけわかんないです、僕」

「わからなくてもよい、とにかく行け。行くまでここで見張らせてもらう」

　頑がんとして荻原は動きそうにない。

　やむなく一狼は荻原が見ている前で制服に着替え、部屋から出た。

「ご命令ですから、行きますが――ただ、行ってくるだけです。報酬は辞退するつもりでしたし」

「そうか。受け取りたくなければそれもよいだろう……さあ行け、青少年。今日だけは深夜外出を見逃してやろう」

　何故だか荻原は楽しそうだった。

　狐きつねにつままれた気分で一狼は、重い足取りでアパートを後にした。




　――結局ここに来てる僕も、僕だよな。

　アキバランドは予想通り混雑していた。

　休日の日中の秋葉原と何ら変わらない人出だ。

　その上、クリスマスイブだからか、客のほとんどがカップルで一狼はげんなりした。

　こんなところに一人で、こんな時間に、それも輝明学園の制服で来ている自分って何なのだろうと泣きたくなったが、荻原の命令に逆らうわけにはいかない。

　チケットを買うのに三〇分、さらに入場するのに一時間並び、ぎゅうぎゅう詰めのエレベータに乗って、一狼はどこの階にも寄り道せずに屋上に来た。

　エレベータから外に流れる人波に押しやられるままの一狼の目に、電飾の眩まばゆさが突き刺さる。

　――こんな真冬の真夜中に、何を電気の無む駄だ遣づかいをしているんだ。

　一狼がそう思ってしまうほどに、屋上の小さな遊園地は色とりどりのイルミネーションで華やいでいた。

　とても真夜中には思えないほど明るく感じるのは、ビルの外の闇故ゆえだと気づく。

　虚きよ構こう。そんな言葉が頭をよぎったが、それでもアトラクションの動きに合わせて揺らめく光の奔ほん流りゆうは、純粋に綺き麗れいだった。

　まばゆさに目を細めたままで、一狼は指定されたメリーゴーラウンドを目指した。

　屋上の中心に、一際明るい光の塊かたまりがある。中央が尖とがったアラビア風を思わせる平べったい屋根の下、回転する床に幾つも柱が立ち、定番の馬や馬車が上下している。

　異世界じみた煌きらびやかな光景だった。

　――ほんとだったら。彼女にこれを見せてあげられたんだろうな。

　そう思ったらイルミネーションが滲にじんで見えた。いけないと袖そでで目元をこする。

　報酬を受け取るため、これから人と会うのだ。さすがに泣き顔ではまずい。

　ぐすっと鼻を鳴らして一狼は辺りを見回した。

　人、人、人。行き交う人たちは皆、誰もが笑みを浮かべてこの夜を楽しんでいる。

　それがますます一狼の孤独感をあおった。

　この世界の片隅で、自分だけが一人きり。そんなふうに思えてしまう。

　――帰ろうか。校長先生の言った通り、ここには来たんだし。

　立っているだけで体が芯しんから冷えてくる、そんな夜だ。

　用もないのに寒空の下にいる意味はない。入場券しか買っていないから、アトラクションで遊ぶには別のチケットか共通パスポートが必要だが、遊ぶ気など元からない。

　うつむいてため息をつき、もう一度だけメリーゴーラウンドを眺めて帰ろうかと一狼は顔を上げた。待ち合わせの相手の顔を一狼は知らないが、報酬を持ってくるという相手は一狼を知っているはず。

　やはり、メリーゴーラウンドの前には、人待ち顔の人間はいなかった。

　――それでも、絶滅社に連絡くらい入れておこうか。

　一狼はブレザーのポケットから0‐Phoneを取り出した。

　今日一日切りっぱなしだったスイッチを入れる。

　ちょうど液晶モニタで日付が変わった。

　時刻は零時を示している。




「す、すいません」




　その声と弾む息遣いを一狼は背中で聞いた。聞き覚えのある声、その気配――

「は、走ってきたんだけど遅れちゃった？　こんなに混んでるなんて思わなかったから。すごいね、真夜中なのにこんなににぎやかで、やっぱりクリスマスだからかな？」

　一狼は振り向けない。聞こえるはずのない声だ。幻聴だ。振り返ったその時に、もし姿がなかったらと思うとどうしても後ろを向くことができない。

「――どうしたの？　もしかして、遅れてきたから怒ってる？」

　一狼の手の中で0‐Phoneが着信音を放った。

　ほとんど無意識に一狼は通話ボタンを押し、耳に当てた。

『夜分に失礼する、鈴すず木きだ』ナイトメアの声だ。

　一狼は挨あい拶さつもせずに、ただ一言「これはどういうことですか」と訊ねた。

『そこにいる彼女は、髪かみの一本まで彼女と同一人物だ。人造人間には、バックアップとして複製体クローンが必ず製作される。完全に同一の遺伝子構造と成長管理により、脳の構造も完全に同じになる。双子のシンクロニシティや量子力学を応用した量子通信と同じ原理で、複製体は活動中の体と同じ経験をし、同じ記憶を――』

　ナイトメアの説明の途中で、一狼は口を挟はさんだ。

「そんな難しいこと、僕にはよくわからないです。一つだけ、答えてください。彼女は、――彼女なんですね？」

『ああ。紛まぎれもない、姫ひめ宮みや空そらだ』

　一狼は通話も切らずに振り返った。

　困ったように笑っているその顔が、瞳に飛び込んでくる。

「あ、やっと振り向いて――」

　一狼は華きや奢しやな手を摑つかんで思いきり引き寄せた。

　バランスを崩した細い体が腕の中に飛び込んでくる。そのまま、精一杯の力で抱きしめた。腕の中の彼女が、幻まぼろしなんかじゃないと確かめるために。

「く、苦しいよ」

「ごめん。ちょっとだけ我が慢まんしてて」

　ん、と小さく返事をし、一狼に体を預けた空が、少しの沈黙を挟んで言った。

「こっちも、ごめん。でも、ほんとにまた会えるなんて思ってなかった。私も知らなかったの、もう一つの体があるなんて」

　冷え切っていた体に、温もりが染み込んでくる。

　そのあまりのありがたさに一狼は泣けてきた。恥も外聞もなく嗚お咽えつを上げる。

　そんな一狼の変化に気づいた空が、気遣うように一狼の背中をぽんぽんと叩いた。

　泣きじゃくる少年と、それをあやす少女。人目を引く光景だった。

「何あれ。彼氏、泣いてない？」「告ってＯＫもらったとかそんなんじゃねーか？」

「だったら純粋だね……いいなぁ」「何だよ、あんな頼りなさそうなのがいいのかよ」

「俺だったら人前で泣くなんて冗談じゃないね」「あたしだって嫌よ、あんたがあんなふうに泣いたら。絵にならないしぃ」「うるせーよ、ブス」「――なんですって？」

　ざわざわと周りが騒がしくなる。

　さすがに恥ずかしくなったか、空が一狼の耳元で囁ささやいた。

「と、とにかく移動しようよ。チケット一杯持ってきたし」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら一狼は空を離した。空に手を引かれるまま、歩き出す。

　0‐Phoneをブレザーにしまい、一狼はまだ涙の残る目を瞬まばたかせた。

「……チケット？」

「じゃーん」と空がコートのポケットから何十枚もの綴つづりになっているアトラクションチケットを出した。「朝まで遊んでも、たぶん余っちゃうよ」

　どうしてそんなものを空が持ってきたのか一狼は少し考えて、正解だろうと自分で思える答えを導き出した。

「そのチケット。やっぱり、任務の報酬？」

「うん、そう聞いた。お金じゃなくて、がっかりした？」

　どこか恐きよう縮しゆくしたような口調の空に、一狼は首を振って見せた。

「まさか。生しよう涯がい忘れられない報酬だと思う」

「――――そのね。報酬。他にもあるの」

　何故だか空が少し頰ほおを染めて言った。

　一狼は深く考えず「ありがたくもらうよ」と答えた。

　空がつないだ手に力を込める。ごくりと喉のどまで鳴らした空に、一狼は首を傾かしげた。

　世界の危機を救うため、とごにょごにょ言いにくそうに挟んだ後、空は意を決したかのように真剣な顔になった。頰の赤みが顔全体に広がっていく。

「姫宮空は、本日午前零時から斉堂くんのものになりましたっ！」

　斉堂くんのもの。

　その言葉の意味を一狼はあれこれ考えて、くらりと目が回った。

　意識が途切れる寸前で、どうにか耐える。

「ご、ごめん。今、なんて？」

「だから、私は斉堂くんに支給されたの。私――」

　人造人間、と空はその単語だけ声をひそめた。

「――だし、絶滅社の備品みたいなものだから。これからの一狼くんの任務を助けるように言われてきたの。つまり、パートナーってこと。これからも同じアパートで生活することになったよ」

　パートナー。そう聞いて一狼は気分が落ち着いた。それでも何をどう言えばいいのか、よい言葉が思い浮かばない。黙っている一狼に、空が心配そうに訊ねる。

「もしかして、迷めい惑わく？　それとももう、隣の部屋って昨日の今日で他の人が借りちゃったとか？」

　まさか、と一狼はつい笑ってしまった。

「あんなおんぼろに住む物好きは、僕と――」

　照れくさくなって一狼は視線を明後日あさつての方向に向けた。

「姫宮くらいなもんだよ」

「じゃ、また一緒に暮らせるね」と空が声を弾ませた。

「何なら、また同じ部屋でもいいけど？」

　本気なのか冗談なのか、空の真意はわからない。だが、どちらにしても同居生活を思い出すだけで立ちくらみがする一狼の答えは同じだ。

「――勘かん弁べんしてください。また、お隣さんからお願いします」

「しょうがないなぁ。じゃあ好きな時に部屋に来てね！」

　嬉うれしそうに笑い、空がつないだままの手を引っ張って駆け出した。

　――今度こそ、この手を守り抜こう。

　そう決意した一狼を、ちらりと空が振り返る。

　雑ざつ踏とうの中、囁くような声だったが、一狼の鋭えい敏びんな忍者の聴覚は、その言葉を聞き逃さなかった。

「大好き」

　この一言で、今度こそ一狼は堪える間もなく失しつ神しんした。

　この後のことは、何も覚えていない。





了　　　










　あとがき――あるいは「もひとつおまけに幻げん想そう舞ぶ踏とうっ！」




　この世には二種類の人間がいるそうです。ダイス運のある人と、ない人と。

　自分は、まっっったくダイス運がないです。この本を書く前に話作りの参考として、本作の主人公を使って、一人でクライマックスだけを試しプレイしてみたんですが――クリティカル？　何それ？　美お味いしいの？　もうファンブルはお腹一杯。

　ってなことになりました。もしダイスで人生が決まる世界なら、どん底ぞこ確定です。

　というわけで。たいていの読者さんは、初めまして。

　一部のコアな読者さん、ご無ぶ沙さ汰たしてます。藤ふじ原わら健けん市いちです。

　今回はこうして、ナイトウィザードノベルをお贈りいたします。

『またノベライズを書きません？』と、ある日突然、編集部から電話がかかってきました。藤原は基本的に阿呆ですので、スケジュールもあまり考えずに即答するわけです。『はい、喜んで』と。

　タイトル聞いて、びっっっくり。この秋（二〇〇七年現在）にアニメ化するＴＲＰＧのビッグタイトルじゃありませんか。こんな藤原でええんやろかとビクビクしながら神かん田だの某所に行き、菊きく池ちたけし先生を前にして緊張のあまりに何を話したのかよく覚えていないような打ち合わせを行い、あたふたしている間に夏が終わって原稿ができました。

　いつの間に書き上がったんだ？　というこの本の主人公は、ナイトウィザードで言うところのクラスが『忍者』です。想定レベルは４で、属性は第一が風と第二が火。レベルの割には特殊能力取得数が多いんですが、小説ということで見逃してください（礼）。

　リプレイでもノベルでも日ひ陰かげ者もののこの忍者を、藤原はとにかく可能な限り活躍させてみました。結構ヘタレな主人公ではありますが、決めるところはきちんと決めてくれましたので、安心してお読みください。

　この物語を読んで、ナイトウィザードのプレイで忍者を使ってみようと思う人が一人でも増えたなら、書き手として嬉しいです。いいですよー、忍者っ！　地味だけど。

　この本が出ている頃には、『ナイトウィザード The 2nd Edition』のルールブックが発売されているわけですが、そちらはまだ見ていません。忍者が、べらぼうに強くなってますようにとあの星に願いを――あ。星が流れた気が。地味は地味なままなのか？　くそう。

　最後に。お手に取ってくださり、ありがとうございます！

　どうか、楽しんでいただけますように。





二〇〇七年初秋　藤原健市　　










　超解説




「おおっ……『ナイトウィザード』だ！」




　これが、本小説を最初に読んだ時の、私の口からこぼれた言葉である（笑）。

　ＴＲＰＧとしての『ナイトウィザード』をご存じの方は、なにをもってそれが〝『ナイトウィザード』である〟、と認識するだろう？




　柊ひいらぎ蓮れん司じや緋ひ室むろ灯あかり、ドリームマンのようなキャラクターたち？

　ベール＝ゼファーを筆ひつ頭とうとする、〝美少女大魔王〟たち？

　ガンナーズブルームに代表される〝箒ほうき〟とよばれるもの？

　月衣カグヤや世界結界、紅あかい月といった、この世界独自の言葉？

　ほんわかラブコメ？　笑いや泣き、感動？




　……そう、それらはどれもが『ナイトウィザード』を端たん的てきに言い表しているものだ。

　そして、いやだからこそ断言しよう。




　この小説には、そのすべてが詰まっていると。

　だから、あらためて胸を張って言える。




　これは、『ナイトウィザード』の小説だ、と。




　　　　　＊　＊　＊




　はじめて、この『ナイトウィザード』の世界に触れた人に言おう。




「――今、世界は狙われている」




　人々が常識だと信じているこの世界は、シャボン玉のようにもろく壊れやすい。

　物語の中にしか存在しないと思いこんでいる、神話や伝でん承しようで描かれる妖精や怪物は、人々の見えないところに、たしかに存在しているのだ。

　常識の範はん疇ちゆうの外にいる彼らは、〝エミュレイター〟と呼ばれる。

〝裏り界かい〟と呼ばれる、文字どおり世界の裏側よりやってくる彼らは、人々が信じる常識を、いともあっさり崩ほう壊かいに導みちびく。

　そうさせないために、〝月衣〟と呼ばれる常識を遮しや断だんする結界をその身にまとい、〝魔法〟と呼ばれる、人々が過去に忘れ去った力を駆く使しし、戦う者たちがいる。

　それが、夜よ闇やみの魔法使い……〝ウィザード〟なのだ。




　本小説は、『ナイトウィザード』が目指した世界を、見事に再現していると思う。

　しかも、これまで五年半の間に積み重ねてきたものを壊すことなく―――むしろ、新たな魅み力りよくすら内包して、だ。

　私が描いてきたキャラクターたちが、こうも動いてくれるさまを読むのは、本当に楽しい（笑）（特に今回は空そらとベルと灯がお気に入り）。

　それに、〝箒〟の新しい見せ方や、エミュレイターの持つ特殊能力も、非常におもしろく読ませてもらい……だから、あえてこの言葉を言って、解説を締めさせてもらおう。




「―――藤ふじ原わらさん、また書いてくださーい（笑）」





　二〇〇七年一〇月　菊きく池ちたけし　　







監修

菊池たけし

Takeshi Kikuchi




通称きくたけ。テーブルトークＲＰＧ（以下、ＴＲＰＧ）『ナイトウィザード』、『セブン＝フォートレス』シリーズのデザイナーにして、ライターだ。これまで数多くのＴＲＰＧリプレイと誌上読者参加ゲーム企画（ほとんど美少女もの）を手がけてきた局地戦型もの書き。

キャラクタークラス：副社長

好きなもの：世界滅亡の危機

必殺技：しりで水道管を破壊




http://www.fear.co.jp/







著者

藤原健市

Kenichi Fujiwara




静岡県浜松市在住。

二〇〇六年ファミ通文庫より『ミスティックM.A.D.』でデビュー。

属性はドジッ子・ロボ・人外・ツンデレ・絶対領域・メイド・妹・姉・委員長・おっぱい他。

勉強を無駄にすることが特技。

燃えて萌えるモノの求道者として今回は『ナイトウィザード』ノベルを手がけた。




http://www4.plala.or.jp/mangetu/







イラスト

Nino

Nino




九州出身、東京在住。グラフィックデザイナーと兼業の敏腕イラストレーター。

ちなみにペンネームのNinoは本名から取ったもので、すごい意味があったりはしない。

今、はまっているのは猫の写真撮影だが、被写体には逃げられまともに写真が撮れずにいる。

主な仕事は、『マキゾエホリック』（スニーカー文庫）など。




http://ninomiy.com/







電子版　ファミ通文庫

ナイトウィザード ノベル

鏡かがみの迷めい宮きゆうのグランギニョル




監修／菊きく池ちたけし／F.E.A.R.

著者／藤ふじ原わら健けん市いち

イラスト／Nino




2014年8月30日電子版ver.1.0発行


発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　渡辺公也




(c)2002-2007 FarEast Amusement Research Co.,Ltd.

(c)2007 Kenichi Fujiwara

本電子書籍はファミ通文庫『ナイトウィザード ノベル　鏡の迷宮のグランギニョル』（2007年11月9日発行　初刷）を元にして制作しております。




本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）











item/image/kuchie-004.jpg
A”Iv%/bv %0 .Uvﬂwuﬂ/

/,74# =~ 34Aﬂ.ﬂ5






item/image/kuchie-005.jpg
/
y

Rk |

7 = A%BYEL /-
X2 NT R ¥ BER il






item/image/kuchie-002.jpg
O Tk
B HLy 4 —F






item/image/kuchie-003.jpg
Fo Lok

4

aA AABHIS VR RO

m\ll R\

stf\»\,mOﬁbwﬂT
/i | l@(b$b<xﬁb<%v

T -






item/image/kuchie-001.jpg
FAPIAYF=F I

)
A Y,
BoREor5 ¥ =an






item/image/kuchie-006.jpg
1 |
Wi bR
SORE R

(1]






item/image/cover.jpg
IP=EE '*q'.mo*‘





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p097.jpg





item/image/p055.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		Ⅰ　カオスシティの路地裏



		Ⅱ　一つ屋根の下



		Ⅲ　危険な夜間飛行



		Ⅳ　一つ部屋の中



		Ⅴ　人形の夜



		Ⅵ　鏡の迷宮



		Ⅶ　この世界の片隅で



		あとがき



		超解説



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p183.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/p157.jpg





item/image/tobira05.jpg





item/image/tobira06.jpg





item/image/tobira03.jpg





item/image/tobira04.jpg





item/image/p170.jpg





item/image/tobira07.jpg





item/image/gaiji-hart-siro.png





item/image/tobira01.jpg





item/image/tobira02.jpg
).






item/image/p245.jpg





